
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.8. 動物 
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8.8. 動物 
8.8.1. 現況調査 
(1) 調査内容 

調査内容は，表 8.8-1に示すとおりとした。 

表 8.8-1 調査内容（動物） 

調査内容 

動物 1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 
2.注目すべき生息地 
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(2) 調査方法 
ア 既存資料調査 

調査方法は，表 8.8-2に示すとおりとした。 

表 8.8-2 調査方法（動物：既存資料調査） 

調査内容 調査方法 

1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 

「平成 12 年 3 月評価書」及び「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する
基礎調査業務委託報告書」（平成 23 年 3 月 仙台市）等から，対象事業計
画地及び近傍の動物相及び注目すべき種を整理するものとした。 

2.注目すべき生息地 

 

イ 現地調査 

調査方法は，表 8.8-3に示すとおりとした。また，「動物相及び注目すべき種」における各分類

群の調査方法は，表 8.8-4に示すとおりとした。 

表 8.8-3 調査方法（動物：現地調査） 

調査内容 調査方法 
1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 

調査範囲内を踏査し，目視や採集により生息する動物種を確認するとと
もに確認種リストを作成するものとした。 

1.動物相及び注目すべき種 
・注目すべき種 
 

環境省レッドデータブック，宮城県レッドリスト，仙台市自然環境基礎
調査報告書に示されている保全上重要な動物種の選定基準等※1に基づき，
注目すべき種を選定し，生息位置，個体数，生息状況等について記録する
ものとした。 

2.注目すべき生息地 注目すべき生息地※2が確認された場合には，生息種，生息密度，生息環
境等について調査を実施するものとした。 

※1：前掲「表 6.1-100 注目すべき種の選定基準」参照 

※2：前掲「表 6.1-107 保全上重要な動植物の生息地・生育地選定のための基準」参照 

表 8.8-4 調査方法（動物（各分類群）：現地調査） 

調査内容 調査方法 
1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 

哺乳類 
 

足跡，糞等のフィールドサイン調査，ネズミ類等の小型哺乳
類を対象とした捕獲（トラップ）調査，キツネ等の中型哺乳類
及びイノシシ等の大型哺乳類を対象とした自動撮影調査，コウ
モリ類を対象としたバットディテクタ調査により生息種を確
認するものとした。 

鳥類 
 

生息種，個体数を記録するラインセンサス及び定点センサス
調査により生息種を確認するものとした。また，猛禽類を対象
とした定点調査を実施するものとした。さらにフクロウ類を対
象とした夜間調査も実施するものとした。 

爬虫類 
・両生類 

卵，幼生，生体の目視，鳴き声等により任意観察調査を実施
し，生息種を確認するものとした。また，主にカエル類を対象
に夜間調査を実施した。 

昆虫類 
 

目視や捕虫網を用いた任意観察採取調査（水域を含む）のほ
か，ベイトトラップ調査により生息種を確認するものとした。
また，ホタル類等を対象とした夜間の任意調査及び走光性昆虫
を対象としたライトトラップ調査も実施するものとした。 

水生動物 
 

魚類及び底生動物を対象として調査範囲内の河川，ため池等
において，たも網・カゴ網等を用いた捕獲調査及び任意調査に
より生息種を確認するものとした。また，河川においては底生
動物の定量採集を実施するものとした。 
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(3) 調査地域及び調査地点 
ア 既存資料調査 

調査地域は，表 8.8-5に示すとおりとした。 

表 8.8-5 調査地域（動物：既存資料調査） 

調査内容 調査地域 

1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 

調査地域は，「6.地域の概況」における調査範囲（図 6-1 参照）
と同様とした。 

2.注目すべき生息地 

 

イ 現地調査 

調査地域及び調査地点は，表 8.8-6に示すとおりとした。また，「動物相及び注目すべき種」に

おける各分類群の調査地点及び地点概要は， 表 8.8-7に示すとおりとした。 

表 8.8-6 調査地域及び調査地点（動物：現地調査） 

調査内容 調査地域及び調査地点 
1.動物相及び注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 
 

調査地域は，図 8.8-1に示す対象事業計画地及びその周辺約 200m
の範囲とした。 
トラップ等の調査地点は植生や土地利用等を考慮し，調査範囲内の

さまざまな環境条件を網羅するように設定するものとした。行動圏の
広いオオタカ等の猛禽類については，その行動圏を把握できる範囲と
した。また，水生動物については，必要に応じて対象事業計画地を集
水域とする水系の下流部についても調査を実施するものとした。 

2.注目すべき生息地 調査地域は，図 8.8-1に示す対象事業計画地及びその周辺約 200m
の範囲とした。 
行動圏の広いオオタカ等の猛禽類については，その行動圏を把握で

きる範囲とした。また，水生動物については，必要に応じて対象事業
計画地を集水域とする水系の下流部についても調査を実施するもの
とした。 
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表 8.8-7 調査地点及び地点概要（動物（各分類群）：現地調査） 

調査内容 調査方法 調査地点 
対象事業
計画地の
内・外 

場所，特徴など 

1.動物相及び注目すべき種 ・動物相 ・注目すべき種
哺乳類 フィールドサイン 

調査 
図 8.8-2に
示すルート

内・外 
対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルート。 

捕獲（トラップ）
調査 

図 8.8-2に
示す T1～T6

内 対象事業計画地内で代表される尾根，沢，斜面
及び耕作放棄地。 

自動撮影調査 図 8.8-2に
示す S1～S6

内 対象事業計画地内で代表される尾根，沢，斜面
及び耕作放棄地。 

バットディテクタ 
調査 

図 8.8-2に
示すルート

内・外 
対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルートのうち夜間踏査が可能な範囲。 

鳥類 
 

ラインセンサス 
調査 
 
 
 
 
 

図 8.8-3に
示す R1 

外 対象事業計画地の南～西側境界を通り，山田川
沿いから計画地北側を通るルート。 

図 8.8-3に
示す R2 

内 対象事業計画地中央の南側から沢部を通り，対
象事業計画地北側の銅谷ため池に抜けるルー
ト。 

図 8.8-3に
示す R3 

内・外 対象事業計画地の西側の尾根を通り，銅谷ため
池に抜けるルート。 

（任意調査） 図 8.8-3に
示すルート

内・外 対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルート。 

定点センサス調査 図 8.8-3に
示す P1～P6

内 
対象事業計画地内で代表される尾根，沢，斜面
及び耕作放棄地。 

夜間調査 図 8.8-3に
示すルート

内・外 
対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルートのうち夜間踏査が可能な範囲。 

猛禽類定点調査 図 8.8-4に
示す St.1 

外 対象事業計画地の北側，銅谷ため池。対象事業
計画地の北～西側斜面を眺望できる。 

図 8.8-4に
示す St.2 

外 対象事業計画地の南側 0.6km の耕作地。対象事
業計画地の南側を眺望できる。 

図 8.8-4に
示す St.3 

外 対象事業計画地の西側0.4kmの根白石小学校付
近。対象事業計画地の西側斜面を眺望できる。

図 8.8-4に
示す St.4 

外 対象事業計画地の北側 1.5km の林道沿い。対象
事業計画地の北側上空を眺望できる。 

図 8.8-4に
示す St.5 

外 対象事業計画地北側の死角となる沢地形を望
む観測点。 

図 8.8-4に
示す St.6 

外 対象事業計画地北西側2km周辺における飛翔を
望む観測点(枝番は適宜変更)。 

図 8.8-4に
示す St.7 

外 対象事業計画地北東側2km周辺における飛翔を
望む観測点(枝番は適宜変更)。 

図 8.8-4に
示す St.8 

外 対象事業計画地南西側2km周辺における飛翔を
望む観測点(枝番は適宜変更)。 

爬虫類 
・両生類 

任意観察調査 
図 8.8-5に
示すルート

内・外 
対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルート。 

昆虫類 
 

任意観察採取調査 図 8.8-6に
示すルート

内・外 
対象事業計画地の周辺及び主要な沢，尾根を通
るルート。 

ベイトトラップ 
調査 

図 8.8-6に
示す B1～B6

内 
対象事業計画地内で代表される尾根，沢，斜面
及び耕作放棄地。 

ライトトラップ 
調査 

図 8.8-6に
示す L1～L6

内 
対象事業計画地内で代表される尾根，沢，斜面
及び耕作放棄地。 

水生動物 
 

捕獲調査 図 8.8-7に
示す No.1 

内 対象事業計画地内の西側のため池。 

図 8.8-7に
示す No.2 

内 対象事業計画地内の最大のため池。 

図 8.8-7に
示す No.3 

内 
対象事業計画地内南側のため池。 

図 8.8-7に
示す No.4 

外 対象事業調査地の西側の山田川。 

図 8.8-7に
示す No.5 

外 七北田川，山田川合流点付近。 

任意調査 図 8.8-7に
示す No.6～
No.16 

内 No.1～No.3 を除く対象事業計画地内のため池。
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図 8.8-1 

動物調査地域図 

（現地調査） 
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図 8.8-2 動物相及び注目すべき種の 

調査地点（哺乳類） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 



 

 8.8-7

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-3 動物相及び注目すべき種の 

調査地点（鳥類） 

 

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-4           

動物相及び注目すべき種の   

調査地点（鳥類（猛禽類調査）） 

※巣の名称(番号)は表 6.1-125 参照 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-5 動物相及び注目すべき種の 

調査地点（爬虫類・両生類）

※カエル夜間調査は，夏季調査ルートに含めた。

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-6 動物相及び注目すべき種の 

調査地点（昆虫類）

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-7 動物相及び注目すべき種の 

調査地点（水生動物） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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(4) 調査時期及び調査期間 
ア 既存資料調査 

調査期間は，限定しないものとした。 

 

イ 現地調査 

調査時期及び調査期間は，表 8.8-8(1)～(2)に示すとおりとした。 

表 8.8-8(1) 調査時期及び調査期間（動物：現地調査）(1/2) 

調査内容 分類 調査方法 調査時期 調査期間 
1.動物相及び
注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 

哺乳類 

 

フィールドサイン調査 春季 平成 26 年 5月 29 日（木）～平成 26 年 5月 31 日（土）

夏季 平成 26 年 7月 28 日（月）～平成 26 年 7月 30 日（水）

秋季 平成 26 年 9月 29 日（月）～平成 26 年 10 月 1 日（水）

冬季 平成 26 年 2月 3日（月）～平成 26 年 2月 5 日（水）

捕獲調査 春季 平成 26 年 5月 29 日（木）～平成 26 年 5月 31 日（土）

秋季 平成 26 年 9月 22 日（月）～平成 26 年 9月 24 日（水）

自動撮影調査 春季 平成 26 年 5月 29 日（木）～平成 26 年 5月 31 日（土）

夏季 平成 26 年 7月 28 日（月）～平成 26 年 7月 30 日（水）

秋季 平成 26 年 9月 22 日（月）～平成 26 年 9月 24 日（水）

冬季 平成 26 年 2月 3日（月）～平成 26 年 2月 5 日（水）

バットディテクタ調査 春季 平成 26 年 5月 30 日（金）～平成 26 年 5月 31 日（土）

夏季 平成 26 年 7月 28 日（月）～平成 26 年 7月 29 日（火）

秋季 平成 26 年 9月 22 日（月）～平成 26 年 9月 23 日（火）

鳥類 

 

ラインセンサス調査 
定点センサス調査 

春季 平成 26 年 5月 21 日（水）～平成 26 年 5月 23 日（金）

夏季 平成 26 年 7月 22 日（火）～平成 26 年 7月 24 日（木）

秋季 平成 26 年 10 月 6 日（月）～平成 26 年 10 月 8 日（水）

冬季 平成 26 年 2月 3日（月）～平成 26 年 2月 5 日（水）

夜間調査 春季 平成 26 年 5月 30 日（金）～平成 26 年 5月 31 日（土）

初夏季 平成 26 年 7月 2日（水） 

夏季 平成 26 年 7月 28 日（月）～平成 26 年 7月 29 日（火）

猛禽類定点調査 

一
繁
殖
期
目 

平成 25 年 2月 13 日（水）～平成 25 年 2月 15 日（金）

平成 25 年 3月 14 日（木）～平成 25 年 3月 16 日（土）

平成 25 年 4月 25 日（木）～平成 25 年 4月 27 日（土）

平成 25 年 5月 16 日（木）～平成 25 年 5月 18 日（土）

平成 25 年 6月 13 日（木）～平成 25 年 6月 15 日（土）

平成 25 年 7月 11 日（木）～平成 25 年 7月 13 日（土）

平成 25 年 8月 8日（木）～平成 25 年 8月 10 日（土）

※

非
繁
殖
期 

平成 25 年 9月 9日（月） 

平成 25 年 10 月 21 日（月） 

平成 25 年 11 月 25 日（月） 

平成 25 年 12 月 24 日（火） 

平成 26 年 1月 20 日（月） 

二
繁
殖
期
目 

平成 26 年 2月 12 日（水）～平成 26 年 2月 14 日（金）

平成 26 年 3月 10 日（月）～平成 26 年 3月 12 日（水）

平成 26 年 4月 8日（火）～平成 26 年 4月 10 日（木）

平成 26 年 5月 7日（水）～平成 26 年 5月 9 日（金）

平成 26 年 6月 4日（水）～平成 26 年 6月 6 日（金）

平成 26 年 7月 2日（水）～平成 26 年 7月 4 日（金）

平成 26 年 8月 4日（月）～平成 26 年 8月 6 日（水）

爬虫類 

・両生類 

任意観察調査 早春季 平成 26 年 4月 30 日（水） 

春季 平成 26 年 5月 29 日（木）～平成 26 年 5月 31 日（土）

夏季 
平成 26 年 7月 28 日（月）～平成 26 年 7月 30 日（水）

平成 27 年 7月 28 日（火）（カエル類夜間調査） 

秋季 平成 26 年 9月 29 日（月）～平成 26 年 10 月 1 日（水）

※猛禽類定点調査の非繁殖期は，猛禽類が非繁殖期にも対象事業計画地周辺を利用しているのか，もしくは対象事業計画
地周辺に越冬のためだけに飛来し営巣には関係ない個体がいるのかを調査するため，表 8.8-7に示す 8 定点のうち 4
定点（St.1，St.2，St.4，St.5）で調査を実施した。 



 8.8-13

表 8.8-8(2)  調査時期及び調査期間（動物：現地調査）(2/2) 

調査内容 分類 調査方法 調査時期 調査期間 
1.動物相及び
注目すべき種 
・動物相 
・注目すべき種 

昆虫類 任意観察採取調査 春季 平成 26 年 5月 21 日（水）～平成 26 年 5月 23 日（金）

初夏季 平成 26 年 7月 5日（土）  （ホタル類補足調査）

夏季 平成 26 年 7月 30 日（水）～平成 26 年 8月 2日（土）

秋季 平成 26 年 10 月 10 日（金）～平成 26 年 10 月 11 日（土）

ベイトトラップ調査 
ライトトラップ調査 

春季 平成 26 年 5月 29 日（木）～平成 26 年 5月 31 日（土）

夏季 平成 26 年 7月 31 日（木）～平成 26 年 8月 2日（土）

秋季 平成 26 年 9月 22 日（月）～平成 26 年 9月 24 日（水）

水生動物 捕獲調査 
任意調査 

春季 平成 26 年 5月 26 日（月）～平成 26 年 5月 28 日（水）

夏季 平成 26 年 8月 4日（月）～平成 26 年 8月 6 日（水）

秋季 平成 26 年 11 月 4 日（火）～平成 26 年 11 月 7 日（金）

2.注目すべき
生息地 

繁殖期や季節による変化を考慮し，適切かつ効率の良い調査時期，頻度を選定するもの
とした。 
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(5) 調査結果 
ア 既存資料調査 

① 動物相及び注目すべき種 

対象事業計画地及びその周辺の動物相及び注目すべき種の状況は，「6 地域の概況 6.1 自然的

状況 6.1.4 生物環境」に示すとおりである。 

 

② 注目すべき生息地 

対象事業計画地及びその周辺の注目すべき生息地の状況は，「6 地域の概況 6.1 自然的状況 

6.1.4 生物環境」に示すとおりである。 

 

イ 現地調査 

① 動物相及び注目すべき種 

a） 哺乳類 
（i） 確認種 

調査範囲の丘陵地にはコナラを主体とした落葉広葉樹林やスギ植林に代表される針葉樹林が

広がっている。一方，平野部には水田や休耕田，ヤナギ低木林のほか，住宅地が広がっている。

また，調査範囲内には七北田川や山田川のような河川の他，ため池が点在するなど水辺環境も複

数存在している。このような環境でフィールドサイン調査及び捕獲調査，自動撮影調査，夜間の

バットディテクタ調査を実施した。その結果，表 8.8-9に示すとおり 6目 11 科 16 種（春季調査

では 6目 10 科 13 種，夏季調査では 6目 10 科 12 種，秋季調査では 6目 10 科 12 種，冬季調査で

は 5目 8科 11 種）の哺乳類が確認された。 

主に丘陵地の樹林環境で確認された種は，ニホンリス，ムササビ，ツキノワグマ，カモシカの

4種であった。ニホンリスは形態的特徴から樹上生活を好み，移動の約 80％も林冠層を利用する

といわれている。ムササビは主に樹洞で繁殖・休息し，樹木の芽･花・果実を主に採食する。ま

た，滑空という手段によって移動しているため，樹林環境への依存度が高い。ツキノワグマは植

物質に偏って採食しており，栄養価の高いコナラやミズナラ等の堅果を好んで採食するため，落

葉広葉樹林が主な生息地となる。カモシカも主な生息環境は落葉広葉樹林である。このように樹

林に依存する哺乳類が確認されたことは，調査範囲の樹林環境が健全に維持されていることを示

唆していると考えられる。 
一方，平野部の水田や草地，山田川などの河川沿いではアズマモグラ，ヒナコウモリ科 1，ヒ

ナコウモリ科2などを確認した。アズマモグラは地中性であり，柔らかで湿った土壌を好むため，

水田などの耕作地で主に確認されたものと考えられる。ヒナコウモリ科 1やヒナコウモリ科2は，

平野部のみでの確認であった。バットディテクタの周波数やコウモリ類の分布状況から，ヒナコ

ウモリ科 1(周波数のピーク:20kHz)はヤマコウモリまたはヒナコウモリ，ヒナコウモリ科 2 はヤ

マコウモリ及びヒナコウモリを除く，ヒナコウモリ科のいずれかの種であると考えられる。ヒナ

コウモリ科 1及びヒナコウモリ科 2のいずれも山田川や七北田川，ため池，水田等の上空や住宅

地の街灯上空で確認され，このような開けた環境を採餌空間として利用し河川上空や街灯に集ま

る飛翔昆虫を採餌していたものと考えられる。 

平野部の水田や草地から丘陵地の樹林までの幅広い環境では，ノウサギのほか，タヌキ，キツ

ネ，テン，イタチ，イノシシ等の雑食性哺乳類を確認した。ノウサギの生活には採餌場としての

草地環境，隠れ場としての樹林環境といった複数の異なる環境を必要としているため，草地から

樹林までの幅広い環境で確認されたと考えられる。タヌキやキツネ等の雑食性哺乳類については，

多様な環境に分布する多様な餌資源を利用するため，草地から樹林までの幅広い環境で確認され

たと考えられる。また，雑食性動物であるハクビシンを樹林環境で確認した。確認例数が少ない

ため，詳細な確認状況は不明であるが，雑食性であることを踏まえると多様な環境を利用してい

ると予想される。 
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表 8.8-9 確認種（哺乳類：現地調査） 

No
. 

目名 科名 種名 学名 

確認時期 確認形態 

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ調査 
自動
撮影
調査

捕獲 
(ﾄﾗｯﾌﾟ)
調査 

1 ﾓｸﾞﾗ(食虫) ﾓｸﾞﾗ ﾋﾐｽﾞ Urotrichus talpoides ○       ○ 

2     ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ Mogera imaizumii ○ ○ ○ ○ 塚,死体    

3 ｺｳﾓﾘ(翼手) ﾋﾅｺｳﾓﾘ ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 1*1 Vespertilionidae sp.1 ○ ○ ○  バットディテクタ    

4     ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 2*2 Vespertilionidae sp.2 ○ ○ ○  バットディテクタ    

5 ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ Lepus brachyurus ○ ○ ○ ○ 目撃,糞 ○   

6 ﾈｽﾞﾐ(齧歯) ﾘｽ ﾆﾎﾝﾘｽ Sciurus lis ○ ○ ○ ○ 目撃,食痕    

7     ﾑｻｻﾋﾞ Petaurista leucogenys    ○ 糞,食痕    

8   ﾈｽﾞﾐ ｱｶﾈｽﾞﾐ Apodemus speciosus speciosus ○  ○  食痕 ○ ○ 

9 ﾈｺ(食肉) ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ Selenarctos thibetanus ○ ○ ○ ○ 目撃,糞,足跡,爪痕 ○   

10   ｲﾇ ﾀﾇｷ Nyctereutes procyonoides viverrinus ○ ○ ○ ○ 糞,足跡 ○   

11     ｷﾂﾈ Vulpes vulpes japonica ○  ○ ○ 糞 ○   

12 ｲﾀﾁ ﾃﾝ Martes melampus melampus  ○ ○ ○ 糞    

13   ｲﾀﾁ Mustela itatsi itatsi ○ ○  ○ 糞    

14   ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ Paguma larvata  ○   目撃 ○   

15 ｳｼ(偶蹄) ｲﾉｼｼ ｲﾉｼｼ Sus scrofa leucomystax ○ ○ ○ ○ 糞,足跡,掘り返し,ぬた場 ○   

16   ｳｼ ｶﾓｼｶ Capricornis crispus ○ ○ ○ ○ 目撃,糞,足跡    

- 6 目 11 科 16 種 - 
13
種

12
種

12
種

11
種

15 種 7 種 2 種 

※：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交

通省 2015 年)」に準拠した。 

*1:ヒナコウモリ科 1 は，確認した周波数のピーク(20～25kHz)やバットディテクタの入感音，確認環境や分布情報等よりヤマコウモリ

またはヒナコウモリの可能性が高い。同科のヒナコウモリ科 2とは別種である可能性が高いため，種数の合計には計上する。 

*2:ヒナコウモリ科 2 は，確認した周波数のピークが「40～50kHz」であった。ヤマコウモリやヒナコウモリを除く，多くのヒナコウモ

リ科の周波数は「40～50kHz」を含むため，種を推定することは困難である。但し，同科のヒナコウモリ科 1 とは別種である可能性

が高いため，種数の合計には計上する。 
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【自動撮影調査】（S1～S6 は表 8.8-7に示す自動撮影調査地点を示す） 

自動撮影調査で確認された哺乳類は，表 8.8-10に示すとおりである。ノウサギ，アカネズミ，

ツキノワグマ，タヌキ，キツネ，ハクビシン，イノシシの 7種を確認した。 

ハンノキ林に設定した S1 においてノウサギ，ツキノワグマ，タヌキ，イノシシの 4 種が確認

され，確認種数が最も多かった。次いで，草地に設定した S3 でタヌキ，キツネ，イノシシの 3

種が確認された。コナラ林（ササ密生）に設定した S2 でタヌキとハクビシンの 2 種，スギ植林

に設定した S5 でノウサギとイノシシの 2種，アカマツ林に設定した S4 でアカネズミの 1種，コ

ナラ林に設定した S6 でタヌキの 1種がそれぞれ確認された。 

 

表 8.8-10 確認種（哺乳類：現地調査：自動撮影調査） 

地点番号 周辺植生 
確認時期 

計 
春季 夏季 秋季 冬季 

S1 ﾊﾝﾉｷ林 確認なし ﾀﾇｷ:1 

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ:1 

ﾀﾇｷ:1 

ｲﾉｼｼ:1 

ﾉｳｻｷﾞ:1 

ﾀﾇｷ:1 
4 種 

S2 
ｺﾅﾗ林 

(ｻｻ密生) 
確認なし 

ﾀﾇｷ:1 

ﾊｸﾋﾞｼﾝ:3 
確認なし ﾀﾇｷ:1 2 種 

S3 草地 
ﾀﾇｷ:1 

ｷﾂﾈ:1 
確認なし ﾀﾇｷ:1 

ﾀﾇｷ:1 

ｷﾂﾈ:1 

ｲﾉｼｼ:1 

3 種 

S4 ｱｶﾏﾂ林 確認なし 確認なし ｱｶﾈｽﾞﾐ:1 確認なし 1 種 

S5 ｽｷﾞ植林 ﾉｳｻｷﾞ:1 確認なし 確認なし ｲﾉｼｼ:1 2 種 

S6 ｺﾅﾗ林 確認なし ﾀﾇｷ:1 ﾀﾇｷ:1 確認なし 1 種 

計 3 種 2 種 4 種 4 種 7 種 

※：表中の数値は確認数を示す。 

 

 

【捕獲（トラップ）調査】（T1～T6 は表 8.8-7に示す捕獲（トラップ）調査地点を示す） 

捕獲（トラップ）調査で確認された哺乳類は，表 8.8-11に示すとおりである。ヒミズ，アカ

ネズミの 2種が確認された。 

ハンノキ林に設定した T1 において，ヒミズとアカネズミの 2 種が確認され，捕獲合計個体数

も 8個体（アカネズミ 6個体，ヒミズ 2個体）と最も多い結果となった。コナラ林（ササ密生）

に設定したT2及び草地に設定したT3において，アカネズミがそれぞれ1個体ずつ確認されたが，

アカマツ林に設定した T4，スギ植林に設定した T5，コナラ林に設定した T6 では捕獲されなかっ

た。 
 

表 8.8-11 確認種（哺乳類：現地調査：捕獲（トラップ）調査） 

地点番号 周辺植生 捕獲種 
確認時期 

春季 秋季 

T1 ﾊﾝﾉｷ林 
ﾋﾐｽﾞ 2  

ｱｶﾈｽﾞﾐ 4 2 

T2 ｺﾅﾗ林(ｻｻ密生) ｱｶﾈｽﾞﾐ 1  

T3 草地 ｱｶﾈｽﾞﾐ  1 

T4 ｱｶﾏﾂ林 捕獲なし   

T5 ｽｷﾞ植林 捕獲なし   

T6 ｺﾅﾗ林 捕獲なし   

計 7 個体 3個体 
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（ii） 注目すべき種 

現地調査で確認された哺乳類のうち表 8.8-13に示す選定基準に該当する注目すべき種は，表 

8.8-12に示すとおり 6目 9科 11 種が確認された。注目すべき種の確認位置は図 8.8-8に示すとお

りである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-15(1)～(5)に示すとおり

である。 

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 

 

表 8.8-12 注目すべき種（哺乳類：現地調査） 

No

. 
目名 科名 種名 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ春季 夏季 秋季 冬季 
①

② 
③ ④ 

内 外 内 外 内 外 内 外 1 2 3 4 5 

1 ﾓｸﾞﾗ(食虫) ﾓｸﾞﾗ ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   * C C C *   ○        

2 ｺｳﾓﾘ(翼手) ﾋﾅｺｳﾓﾘ ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 1*1 ○ ○   ○  ○   1,4*2 C*3 B/C*4 B/C*5  C*6     VU*7 VU*8     

3 ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ ○   ○ ○ ○  ○ ○   * C B B C   ○        

4 ﾈｽﾞﾐ(齧歯) ﾘｽ ﾆﾎﾝﾘｽ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   * C B  C   ○        

5     ﾑｻｻﾋﾞ            ○ 1,4 * C B      ○        

6 ﾈｺ(食肉) ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ ○ ○ ○   ○  ○  4 C C               国際

7   ｲﾇ ﾀﾇｷ ○   ○ ○ ○  ○    * C   C   ○ ○        

8   ｲﾀﾁ ﾃﾝ     ○   ○  ○    C C      ○          

9     ｲﾀﾁ ○   ○     ○    C C B C C ○ ○        

10 ｳｼ(偶蹄) ｲﾉｼｼ ｲﾉｼｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,4                    

11   ｳｼ ｶﾓｼｶ ○   ○   ○  ○ ○ 4 *        ○     要 特天   

- 6 目 9 科 11 種 

9
種 

5
種 

9
種 

6
種 

8
種

3
種

9
種

6
種 5 

種
10
種

9 
種

6 
種

4
種

5
種 

4
種 

6
種 

1
種 

2
種

1 
種

1 
種

9種 10 種 9 種 10 種

※1：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交通省 2015

年)」に準拠した。 
※2：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 
*1:ヒナコウモリ科 1は，確認した周波数のピーク(20～25kHz)やバットディテクタの入感音，確認環境や分布情報等よりヤマコウモリまたはヒナコ

ウモリの可能性が高い。 

*2:ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「1」，「4」に該当する。 

*3:ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「C」に該当する。 

*4:ヤマコウモリは「B」に，ヒナコウモリは「C」に該当する。 

*5:ヤマコウモリは「B」に，ヒナコウモリは「C」に該当する。 

*6:ヒナコウモリは「C」に該当するが，ヤマコウモリは該当しない。 

*7:ヤマコウモリは「VU」に該当するが，ヒナコウモリは該当しない。 

*8:ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「VU」に該当する。 

 



 8.8-18

表 8.8-13 注目すべき種の選定基準 

選定基準 番号 説明 

仙
台
市
に
お
け
る
保
全
上
重
要
な
種
の
区
分 

（Ⅰ） 
 
『平成 22 年

度 仙台市

自然環境に

関する基礎

調査業務委

託報告書』

（仙台市，

2011 年） 

学術上重要種 

（①） 

1 仙台市において，もともと稀産あるいは希少である種。あるいは分布が限定されている種。

2 仙台市周辺地域が分布の北限，南限となっている種。あるいは隔離分布となっている種。

3 仙台市が模式産地（タイプロカリティー）となっている種 

4 その他，学術上重要な種 

注

目

種 

減少種（②） 

EX 
絶滅。過去に仙台市に生息したことが確認されており，飼育・栽培下を含め，仙台市では

既に絶滅したと考えられる種。 

EW 
野生絶滅。過去に仙台市に生息していたことが確認されており，飼育・栽培下では存続し

ているが，野生ではすでに絶滅したと考えられる種。 

A 現在ほとんど見ることができない。 

B 減少が著しい。 

C 減少している。 

* 普通に見られる。 

／ 生息・生育しない可能性が非常に大きい。 

環境指標種

（③） 
○ 

本市の各環境分類において良好な環境を指標する種。（ビオトープやミティゲーションに

おける計画・評価のための指標） 

ふれあい 

保全種（④） 
○ 

市民に親しまれている（よく知られている）種のうち，保全上重要な種。（身近にある種

の保全に対して啓蒙をはかるための種。） 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等 

（Ⅱ） 

 

『レッドデータブック 2014 -日

本の絶滅のおそれのある野生生

物-』（環境省，2014 年）の掲

載種 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR 絶滅危惧ⅠA類 

EN 絶滅危惧ⅠB類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 絶滅のおそれのある地域個体群 

（Ⅲ） 

 

『宮城県の希少な野生動植物－

宮城県レッドリスト 2013 版－』

（宮城県，2013 年）の掲載種 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+EN 絶滅危惧類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

要 要注目種 

（Ⅳ） 

『文化財保護法』（昭和 25 年法

律第 214 号） 

特天 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号)における特別天然記念物 

天 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号)における天然記念物 

（Ⅴ） 

『絶滅のおそれのある野生動植

物の種の保存に関する法律（種

の保存法）』（平成 4年法律第

75 号） 

国内 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成 4 年法律

第 75 号)における国内希少野生動植物 

国際 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成 4 年法律

第 75 号)における国際希少野生動植物 

 
表 8.8-14 減少種の地域区分 

番号 地域区分 

1  山地地域  

2  西部丘陵地・田園地域 

3  市街地地域 

4  東部田園地域 

5  海浜地域（後背の樹林帯も含む） 

※：対象事業計画地は，「2 西部丘陵地・田園地域」に該当する。 
出典：「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務報告書」（仙台市，2011 年） 

「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2011-2020」（仙台市，2011 年） 
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図 8.8-8 注目すべき種（哺乳類）の 

確認位置 （全季） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-15(1) 予測対象種の特性及び確認状況（ヒナコウモリ科 1） 

種名 ヒナコウモリ科 1*1 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4*2 C*3 B/C*4 B/C*5  C*6   

環境省 RDB VU*7 宮城県 RL VU*8 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
【ヤマコウモリ】北海道，本州，四国，九州，対馬。 
【ヒナコウモリ】北海道，本州，四国，九州。 

仙台市内の分布 
【ヤマコウモリ】記録はあるが，分布・生息状況はよく分かっていない。
【ヒナコウモリ】記録はあるが，分布・生息状況はよく分かっていない。

形態 
【ヤマコウモリ】前腕長 5.7～6.6cm，体重 35～60g で，褐色系の体毛。 
【ヒナコウモリ】前腕長 4.7～5.4cm，体重 14～30g で，黒褐色系の体毛に
刺毛の先端の白っぽい毛が多数混ざり，霜ふり状に見える。 

生息場所 
【ヤマコウモリ】昼間のねぐらは樹洞である。 
【ヒナコウモリ】大木の多い地域では 1年中集団で樹洞を昼間のねぐらに
している。 

繁殖 

【ヤマコウモリ】交尾は秋で，排卵・受精は翌春の冬眠覚醒後に行われ，
多くは 2子を初夏に出産する。 
【ヒナコウモリ】出産・哺育集団で初夏に 1～3 子，多くは 2 子を出産す
る。 

食性 
【ヤマコウモリ】1 晩に捕る昆虫類は 1 頭で体重の約半分(20g)以上にな
る。ハエやガ，甲虫などを探索，捕食する。 
【ヒナコウモリ】チョウ目やハエ目，コウチュウ目を主に食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

3 － 24 － 

主に市街地の街灯周辺や河川上空，ため池上空，水田や耕作地上空といった開けた空間でバットデ
ィテクタにより確認した。 

※:「日本動物大百科 第 1巻 哺乳類Ⅰ」（平凡社，1996 年） 

  「コウモリ識別ハンドブック改訂版」(文一総合出版，2011 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

*1：ヒナコウモリ科 1 は，確認した周波数のピーク(20～25kHz)やバットディテクターの入感音，確認環境や分布情報等よりヤマコ

ウモリまたはヒナコウモリの可能性が高い。 

*2：ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「1」，「4」に該当する。 

*3：ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「C」に該当する。 

*4：ヤマコウモリは「B」に，ヒナコウモリは「C」に該当する。 

*5：ヤマコウモリは「B」に，ヒナコウモリは「C」に該当する。 

*6：ヒナコウモリは「C」に該当するが，ヤマコウモリは該当しない。 

*7：ヤマコウモリは「VU」に該当するが，ヒナコウモリは該当しない。 

*8：ヤマコウモリ，ヒナコウモリのいずれも「VU」に該当する。 
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表 8.8-15(2) 予測対象種の特性及び確認状況（ムササビ） 

種名 ムササビ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 * C B    ○ 

環境省 RDB  宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道と沖縄を除く全都府県。 

仙台市内の分布 
旭ヶ丘団地，経ヶ峯，広瀬川(米ヶ袋)，青葉山，二口渓谷，蕃山，太白山
など。 

形態 
頭胴長 27～48cm，尾長 28～41cm，体重 700～1300g で，飛膜が発達し，毛
は褐色である(東北地方は毛色が淡い)。 

生息場所 原生林から社寺林まで，平地から 2300m 付近まで生息する。 

繁殖 交尾期は冬と初夏の 2回。妊娠期間平均 74 日で 1～2子を出産する。 

食性 様々な冬芽，葉，花，雄花，種子，果実を食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 － 2 － 

スギ植林や針広混交林内で糞や食痕により確認した。 

※:「日本動物大百科 第 1巻 哺乳類Ⅰ」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 
表 8.8-15(3) 予測対象種の特性及び確認状況（ツキノワグマ） 

種名 ツキノワグマ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

4 C C      

環境省 RDB  宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法 国際 

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州(北限は下北半島)，四国，九州はほぼ絶滅。 

仙台市内の分布 蕃山，権現森，朴沢，黒鼻山，笹倉山，青下，二口渓谷，太白山など。 

形態 
頭胴長 110～130cm，体高 50～60cm，体重 40～130kg で，体色は基本的に
黒色で，まれに赤茶けた体毛の個体もいる。 

生息場所 森林が続く限り，海岸線から標高 3000m の高山帯まで生息している。 

繁殖 
交尾期は 5～7 月で，受精後の胚は着床遅延が診られ，冬眠中の 2 月に出
産する。隔年で雌雄 2頭出産するとされるが，秋の栄養蓄積状況によって
産子数は 0～3子まで変動する。 

食性 
植物食傾向の強い雑食である。各種の新芽や液果，堅果，果実類を利用す
る。動物質として昆虫類を利用するほか，カモシカ，シカ，家畜類などを
食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

14 － 1 － 

主に落葉広葉樹林内で目撃や糞，足跡，爪痕，自動撮影により確認した。 

※:「日本動物大百科 第 1 巻 哺乳類Ⅰ」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-15(4) 予測対象種の特性及び確認状況（イノシシ） 

種名 イノシシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

2,4        

環境省 RDB  宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 西日本を中心に，北海道と日本海側の豪雪地帯を除くほぼ日本全域。 

仙台市内の分布 太白山，下愛子，蕃山，馬越石トンネルなど。 

形態 
頭胴長 120～150cm，肩高 60～75cm，体重はふつう 100kg どまりである。
四肢は短めで短い牙がある。毛色はふつう黒褐色。 

生息場所 下生えが多く，隠れ場所を提供し，餌植物が豊富な里山が好適な生息地。

繁殖 
交尾期は 12 月下旬～3月下旬，出産期は 4月下旬～7月下旬で産子数は 2
～8子と多産である。 

食性 
雑食性であるがほとんどは植物食で新葉，樹皮，地下茎や根，地上に落ち
た果実などを食べる。特にドングリを好んで食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

42 － 9 － 

主に丘陵地の落葉広葉樹林やスギ植林，針広混交林などの樹林環境から平野部の湿性草地や乾性草
地，ため池周辺までの幅広い環境で糞や足跡，掘り返し，ぬた場，自動撮影により確認した。 

※:「日本動物大百科 第 1巻 哺乳類Ⅰ」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年) 

 

表 8.8-15(5) 予測対象種の特性及び確認状況（カモシカ） 

種名 カモシカ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

4 *     ○  

環境省 RDB  宮城県 RL 要 

文化財保護法 特天 種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州。 

仙台市内の分布 
船形山，大倉，青下，関山峠，十里平，白髪山，楠峰，青の背，二口渓谷，
蕃山，太白山，横川山，定義，インクライン，戸立沢，奥新川，サイカチ
沼，萱ヶ崎，馬越石トンネル，黒沢不動尊，大梅寺裏山など。 

形態 
頭胴長 70～85cm，肩高 70～75cm，体重 30～45kg で個体差もあるが，一般
的に濃褐色。東北地方では白色にちかい個体もみられる。 

生息場所 
高山帯にもいるが，むしろ亜高山帯以下の森林，特にブナやミズナラを中
心とした落葉広葉樹林が主要な生息場所である。 

繁殖 交尾期は秋季，出産期は 5～6月，出産は年 1回で産子数は 1子。 

食性 主に落葉広葉樹や草本の葉，冬季は冬芽や常緑樹の葉を食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

12 － 4 － 

主に，落葉広葉樹林やスギ植林，針広混交林といった樹林環境で目撃や糞，足跡により確認した。

※:「日本動物大百科 第 1巻 哺乳類Ⅰ」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年) 
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b） 鳥類 
（i） 確認種 

(ｲ) 一般鳥類調査（猛禽類定点調査を除く調査） 
調査範囲の丘陵地にはコナラを主体とした落葉広葉樹林，スギ植林に代表される針葉樹林が広

がっている。平野部には水田や休耕田，ヤナギ低木林のほか，住宅地が広がっている。また，調

査範囲内には七北田川や山田川が流れているほか，ため池が点在している。このような環境でラ

インセンサス調査，定点センサス調査，夜間調査を実施した。その結果表 8.8-16(1)～(2)に示

すとおり 12 目 34 科 79 種（春季調査では 12 目 31 科 47 種,初夏季調査では 1目 1科 1種(夜間調

査のみ実施),夏季調査では 10 目 27 科 43 種,秋季調査では 8目 22 科 38 種，冬季調査では 8目 20

科 43 種）の鳥類が確認された。 

環境別にみると，丘陵地の樹林環境では落葉広葉樹林においてアオバト，クロツグミ，キビタ

キなど明るい林を生息環境とする種が確認され，針葉樹林においてサンコウチョウ，イスカ，ク

ロジなど暗い林を生息環境とする種や針葉樹の種子を餌とする種が確認された。落葉広葉樹林及

び針葉樹林の両環境では，ヤマドリやアカゲラ，ヒガラ，メジロ，カケスなどの様々な樹林環境

に生息する種が確認された他，林床の藪においてはヤブサメやコルリ，ガビチョウなども確認さ

れた。また，フクロウが夜間調査時には鳴き声により，踏査時には羽根により確認された。 

平野部の草地や住宅地ではキジ，ダイサギ，ノスリ，モズ，ウグイス，ツグミ，ホオジロなど

草地や耕作地を生息環境とする種，キジバト，ツバメ，ヒヨドリ，スズメ，ハクセキレイ，カワ

ラヒワなど住宅地や草地などを生息環境とする種が確認された。 

河川やため池ではコハクチョウ，カルガモ，オナガガモ，カワウ，アオサギ，カワセミなどの

水鳥が確認されたほか，ミサゴ，カワガラス，キセキレイなど水辺を生息環境とする種が確認さ

れた。また，河川敷の草地では，モズやホオジロなどの開けた環境に生息する種も確認された。 
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表 8.8-16(1) 確認種（鳥類：現地調査）（1/2） 

No
. 

目名 科名 種名 学名 

確認時期 

春季 初夏季*1 夏季 秋季 冬季 

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ Syrmaticus soemmerringii ○ 

2     ｷｼﾞ Phasianus colchicus ○ ○ ○ 

3 ｶﾓ ｶﾓ ｺﾊｸﾁｮｳ Cygnus columbianus ○ 

4     ｵｵﾊｸﾁｮｳ Cygnus cygnus ○ 

5     ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos ○ 

6     ｶﾙｶﾞﾓ Anas zonorhyncha ○ ○ ○ 

7     ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta ○ 

8 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ 

9     ｱｵﾊﾞﾄ Treron sieboldii ○ ○ 

10 ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo ○ ○ 

11 ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax ○ 

12     ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea ○ ○ ○ 

13     ﾀﾞｲｻｷﾞ Ardea alba ○ ○ ○ 

14     ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia ○ 

15 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾎﾄﾄｷﾞｽ Cuculus poliocephalus ○ ○ 

16 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus pacificus ○ ○ 

17 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus ○ 

18   ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ Pernis ptilorhynchus ○ 

19     ﾄﾋﾞ Milvus migrans ○ ○ ○ ○ 

20     ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis ○ 

21     ｻｼﾊﾞ Butastur indicus ○ ○ 

22     ﾉｽﾘ Buteo buteo ○ ○ ○ ○ 

23 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ Strix uralensis ○ ○ ○ 

24 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis ○ ○ 

25     ﾔﾏｾﾐ Megaceryle lugubris ○ 

26 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki ○ ○ ○ ○ 

27     ｱｶｹﾞﾗ Dendrocopos major ○ ○ ○ ○ 

28     ｱｵｹﾞﾗ Picus awokera ○ ○ ○ ○ 

29 ｽｽﾞﾒ ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus ○ ○ 

30   ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ Terpsiphone atrocaudata ○ ○ 

31   ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○ 

32   ｶﾗｽ ｶｹｽ Garrulus glandarius ○ ○ ○ 

33     ｵﾅｶﾞ Cyanopica cyanus ○ 

34     ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus ○ 

35     ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone ○ ○ ○ ○ 

36     ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ 

37   ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｺｶﾞﾗ Poecile montanus ○ 

38     ﾔﾏｶﾞﾗ Poecile varius ○ ○ ○ ○ 

39     ﾋｶﾞﾗ Periparus ater ○ ○ ○ 

40     ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus minor ○ ○ ○ ○ 

41   ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica ○ ○ 

42 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ 

※：種名や学名及びその記載順は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(日本鳥学会，2012 年)に準拠した。 

*1:初夏季は夜間調査のみを実施した。 
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表 8.8-16(2) 確認種（鳥類：現地調査）（2/2） 

No
. 

目名 科名 種名 学名 

確認時期 

春季 初夏季*1 夏季 秋季 冬季 

43 ｽｽﾞﾒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｳｸﾞｲｽ 

  

ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone ○ ○ ○ 

44 ﾔﾌﾞｻﾒ Urosphena squameiceps ○ ○ 

45 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus ○ ○ ○ ○ 

46 ﾑｼｸｲ 

  

ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides ○ 

47 ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ Phylloscopus coronatus ○ 

48 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus ○ ○ ○ ○ 

49 ﾖｼｷﾘ ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus orientalis ○ 

50 ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ Sitta europaea ○ 

51 ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ Troglodytes troglodytes ○ ○ 

52 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Spodiopsar cineraceus ○ ○ 

53 ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ Cinclus pallasii ○ 

54 ﾋﾀｷ 

  

  

  

  

  

  

  

  

ｸﾛﾂｸﾞﾐ Turdus cardis ○ 

55 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus ○ 

56 ｱｶﾊﾗ Turdus chrysolaus ○ 

57 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni ○ 

58 ｺﾙﾘ Luscinia cyane ○ 

59 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquatus ○ 

60 ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ Muscicapa dauurica ○ ○ 

61 ｷﾋﾞﾀｷ Ficedula narcissina ○ ○ ○ 

62 ｵｵﾙﾘ Cyanoptila cyanomelana ○ 

63 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ Passer montanus ○ ○ ○ ○ 

64 ｾｷﾚｲ 

  

  

  

ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea ○ ○ 

65 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba ○ ○ ○ ○ 

66 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis ○ ○ ○ ○ 

67 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni ○ 

68 ｱﾄﾘ 

  

  

  

  

  

  

ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla ○ 

69 ｶﾜﾗﾋﾜ Chloris sinica ○ ○ ○ ○ 

70 ﾏﾋﾜ Carduelis spinus ○ 

71 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus ○ 

72 ｲｽｶ Loxia curvirostra ○ 

73 ｼﾒ Coccothraustes coccothraustes ○ 

74 ｲｶﾙ Eophona personata ○ 

75 ﾎｵｼﾞﾛ 

  

  

  

ﾎｵｼﾞﾛ Emberiza cioides ○ ○ ○ ○ 

76 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica ○ 

77 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala ○ ○ 

78 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis ○ 

79 ﾁﾒﾄﾞﾘ ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ Garrulax canorus  ○ ○ ○ ○ 

- 12 目 34 科 79 種 - 47 種 1 種 43 種 38 種 43 種 

※：種名や学名及びその記載順は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(日本鳥学会 2012 年)に準拠した。 

*1:初夏季は夜間調査のみを実施した。 
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【ラインセンサス調査】（R1～R3 は表 8.8-7に示すラインセンサス調査ルートを示す） 

ラインセンサスによる調査の結果，表 8.8-17(1)～(2)に示すとおり，12 目 32 科 58 種の鳥類

を確認した。 

 R1 では春季から冬季にかけて 40 種の鳥類が確認された。宅地や耕作地，草地環境がみられる

R1 においては周辺環境を反映し，人為環境に依存するスズメやツバメ，農耕地や草地環境等の開

けた環境に生息するオオヨシキリやカワラヒワ，モズが，他ルートと比較して多数確認された。

また，R1 の一部は七北田川，山田川周辺のルートであり，他ルートでは確認されていないカワセ

ミやヤマセミ，カワウ，アオサギ，カワガラス，セグロセキレイなどの水域性鳥類が確認されて

いることが特徴的であった。この他，R1 は開けた環境がみられることから，秋季に渡りの移動途

中と考えられるヒヨドリやカケスの群れの飛翔が多数確認された。 

R2 では春季から冬季にかけて 38 種の鳥類が確認された。ルートの全てが樹林内を通る R2 にお

いては，ヤマガラやシジュウカラなどのカラ類，アカゲラやアオゲラなどのキツツキ類，メジロ

やエナガ，キビタキといった樹林環境を主な生息環境とする種が確認された。また，R2 の一部に

スギやアカマツといった針葉樹林がみられるため，サンコウチョウのように暗い林を好む種や針

葉樹の種子を餌とするイスカ等が確認された。 

R3 では春季から冬季にかけて 33 種の鳥類が確認された。主に落葉広葉樹林内を通るが，一部，

耕作地や草地環境がみられる R3 では，樹林性鳥類と草地性鳥類の両方が確認された。樹林環境

ではヤマドリ，コガラやヤマガラなどのカラ類，コゲラやアカゲラなどのキツツキ類の他，ヤブ

サメ，キビタキ，オオルリ等が確認された。一方，耕作地などの草地環境ではツバメやスズメ，

カシラダカなどが確認された。 
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。
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【定点センサス調査】（P1～P6 は表 8.8-7に示す定点センサス調査地点を示す） 

定点センサスによる調査の結果，表 8.8-18に示すとおり，8目 26 科 43 種の鳥類を確認した。 

P1 では春季から冬季にかけて 21 種の鳥類が確認された。P1 はハンノキ林に設定した地点であ

る。他の地点では確認されていない樹林性のヤマドリやクロツグミ，オオルリが確認されたほか，

エナガやムクドリが多数確認された。 

P2 では春季から冬季にかけて 18 種の鳥類が確認された。P2 はササが密生するコナラ林に設定

した地点である。18 種のうちアトリを除く 17 種は，他の地点のいずれかで確認された。主な確

認種は，カケスやヤマガラ，シジュウカラ，エナガ，メジロ等の樹林環境を生息環境とする種で

あった。 

P3 では春季から冬季にかけて 28 種の鳥類が確認された。P3 は放棄された水田がヤナギ低木林

やオギやヨシなどの湿性草地に遷移しており，周辺にはスギ植林などの樹林環境もみられる。こ

のような多様な環境が反映し，確認種数が最も多くなったと考えられる。他の地点では確認され

ていない草地や開けた環境に生息するキジやアマツバメ，ツバメ，スズメが確認され，樹林を主

な生息環境とするエゾムシクイやミソサザイ，カケスなどの種も確認された。 

P4 では春季から冬季にかけて 17 種の鳥類が確認された。P4 はアカマツ林に設定した地点であ

る。17 種のうちアオサギ及びマヒワを除く 15 種は，他の地点のいずれかで確認されており，樹

林環境に設定された P1 や P2 と確認種の種構成は類似していた。主な確認種は，カケスやヤマガ

ラ，シジュウカラ，エナガ，メジロなどの樹林環境を生息環境とする種であった。 

P5では春季から冬季にかけて 16種の鳥類が確認された。P5はスギ植林に設定した地点である。

16種のうちシロハラ及びセグロセキレイを除く14種は，他の地点のいずれかで確認されており，

樹林環境に設定された P1 や P2，P4 と確認種の構成は類似していた。主な確認種は，カケスやヤ

マガラ，シジュウカラ，エナガ，メジロ等の樹林環境を生息環境とする種であった。 

P6では春季から冬季にかけて 14種の鳥類が確認された。P6はコナラ林に設定した地点である。

14 種のいずれも他の地点のいずれかで確認されており，樹林環境に設定された P1 や P2，P4，P5

と確認種の種構成は類似していた。主な確認種は，ヤマガラやサンショウクイ，エナガ，メジロ

など，いずれも樹林環境を生息環境とする種であった。 
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表 8.8-18 確認種（鳥類：現地調査：定点センサス調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：種名や学名及びその記載順は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(日本鳥学会，2012 年)に準拠した。 

個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占) 個体数 (優占)

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ 1 (3.8)

2 ｷｼﾞ 1 (4.5)

3 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 1 (20.0) 1 (4.5) 1 (4.3)

4 ｱｵﾊﾞﾄ 1 (5.6) 1 (6.3)

5 ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ 1 (6.3)

6 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾎﾄﾄｷﾞｽ 1 (8.3) 2 (7.7) 1 (6.7)

7 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ 1 (4.5)

8 ﾀｶ ﾀｶ ｻｼﾊﾞ 1 (9.1)

9 ﾉｽﾘ 1 (4.3)

10 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 1 (3.8) 1 (20.0) 1 (8.3) 1 (4.3) 1 (4.3) 1 (25.0) 1 (6.3) 1 (7.7) 1 (7.1) 1 (11.1)

11 ｱｶｹﾞﾗ 1 (3.8) 1 (5.6) 1 (4.3) 1 (6.3)

12 ｱｵｹﾞﾗ 1 (20.0) 1 (4.5) 1 (6.3) 1 (2.5) 1 (11.1)

13 ｽｽﾞﾒ ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ 1 (6.7) 4 (36.4)

14 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ 1 (8.3) 1 (6.7) 1 (6.3) 1 (14.3) 2 (10.0)

15 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 1 (3.8) 1 (6.7) 1 (4.3)

16 ｶﾗｽ ｶｹｽ 1 (3.8) 2 (11.1) 3 (13.0) 1 (25.0) 2 (12.5) 4 (10.0) 2 (6.5)

17 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 1 (4.5) 1 (6.7)

18 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 1 (20.0) 1 (5.6) 1 (6.7) 3 (13.0) 1 (6.3) 1 (6.3) 1 (9.1)

19 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ 1 (8.3) 2 (11.1) 1 (4.5) 3 (18.8) 1 (6.3) 1 (7.7) 3 (15.0) 2 (14.3) 1 (9.1) 1 (3.2) 3 (33.3)

20 ﾋｶﾞﾗ 2 (12.5) 3 (7.5)

21 ｼｼﾞｭｳｶﾗ 1 (8.3) 2 (7.7) 2 (11.1) 2 (9.1) 2 (8.7) 3 (18.8) 1 (14.3) 4 (20.0) 5 (12.5) 2 (14.3) 2 (12.5) 2 (22.2)

22 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 3 (20.0)

23 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 2 (16.7) 6 (23.1) 2 (7.7) 2 (40.0) 4 (33.3) 2 (11.1) 3 (20.0) 4 (18.2) 4 (26.7) 9 (39.1) 1 (4.3) 4 (25.0) 4 (25.0) 3 (23.1) 1 (14.3) 5 (25.0) 20 (50.0) 1 (7.1) 10 (62.5) 1 (9.1) 23 (74.2) 1 (11.1)

24 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ 1 (8.3) 2 (7.7) 1 (20.0) 1 (4.5) 1 (6.7) 1 (4.3) 1 (6.3) 1 (6.3) 1 (14.3)

25 ﾔﾌﾞｻﾒ 1 (8.3) 1 (20.0) 1 (25.0) 1 (14.3)

26 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 14 (53.8) 5 (33.3) 1 (6.3) 1 (14.3) 2 (10.0) 3 (7.5) 6 (42.9) 3 (18.8)

27 ﾑｼｸｲ ｴｿﾞﾑｼｸｲ 1 (4.5)

28 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 1 (3.8) 4 (15.4) 4 (33.3) 6 (33.3) 6 (27.3) 2 (8.7) 2 (12.5) 1 (6.3) 3 (15.0) 3 (7.5) 1 (9.1) 5 (16.1)

29 ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ 1 (4.3)

30 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 11 (42.3)

31 ﾋﾀｷ ｸﾛﾂｸﾞﾐ 1 (3.8)

32 ｼﾛﾊﾗ 1 (7.1)

33 ｷﾋﾞﾀｷ 1 (8.3) 1 (20.0) 1 (8.3) 1 (5.6) 1 (25.0) 1 (14.3) 1 (5.0) 2 (18.2)

34 ｵｵﾙﾘ 1 (8.3)

35 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 2 (13.3)

36 ｾｷﾚｲ ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 1 (2.5)

37 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ 2 (13.3)

38 ｶﾜﾗﾋﾜ 1 (8.3) 5 (21.7) 1 (7.1) 1 (11.1)

39 ﾏﾋﾜ 8 (61.5)

40 ｼﾒ 1 (20.0) 1 (4.3)

41 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ 2 (16.7) 2 (9.1) 2 (8.7) 6 (26.1)

42 ｶｼﾗﾀﾞｶ 4 (26.7) 2 (8.7)

43 ﾁﾒﾄﾞﾘ ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ 1 (8.3) 2 (7.7) 2 (8.7)

40個体 14個体 16個体 11個体 31個体 9個体4個体 16個体 16個体 13個体 7個体 20個体18個体 15個体 22個体 15個体 23個体 23個体

4種 7種 4種 6種

12個体 26個体 26個体 5個体 5個体 12個体

11種 4種 7種 7種 8種 7種12種 9種 10種 10種 4種 8種8種 4種 5種 6種 9種 5種

春季 夏季 秋季 冬季

- 8目 26科 43種
10種 8種

秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

P3 P4 P5 P6

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季No. 目名 科名 種名

P1 P2

秋季 冬季
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(ﾛ) 猛禽類定点調査 
猛禽類定点調査で確認された猛禽類は表 8.8-19に示すとおりであり，2 目 3 科 10 種の猛禽類

が確認された。平成 25 年繁殖期（1繁殖期目：平成 25 年 2 月～8月），平成 26 年繁殖期（2繁殖

期目：平成 26 年 2 月～8月）ともに同じ種数の猛禽類が確認された。最も多く確認された種はノ

スリの 468 回であり，次いでオオタカの 187 回，サシバの 142 回であった。 

猛禽類定点調査及び林内踏査（繁殖状況確認）により確認された猛禽類の繁殖状況及び採餌状

況は，表 8.8-20(1)～(4)に示すとおりである。また，林内踏査（繁殖状況確認）により 2 繁殖

期（平成25年～平成 26年）の調査で新たに確認された巣は表 8.8-21に示すとおり，H25-1，H26-1，

H26-2，H26-3 の 4 巣であった。 

対象事業計画地周辺における 2繁殖期（平成 25 年～平成 26 年）の猛禽類の繁殖巣は，以下の

とおり計 7 巣確認した。図 8.8-9及び図 8.8-10に示すとおり，いずれの繁殖巣も対象事業計画

地内には確認されなかった。 

 

【平成 25 年繁殖期に確認された繁殖巣とその利用種（平成 25 年 2 月～8月）】（図 8.8-9参照） 

・H21-1(N4)：オオタカ 対象事業計画地より北  約 0.2km 

・H24-1  ：ノ ス リ 対象事業計画地より北西 約 1.2km 

・H25-1  ：ノ ス リ 対象事業計画地より北東 約 2.4km 

 

【平成 26 年繁殖期に確認された繁殖巣とその利用種（平成 26 年 2 月～8月】（図 8.8-10参照） 

・H26-3(N5)：オオタカ 対象事業計画地より北  約 0.6km 

・H25-1  ：ノ ス リ 対象事業計画地より北東 約 2.4km 

・H26-1  ：ノ ス リ 対象事業計画地より北西 約 2.0km 

・H26-2  ：ノ ス リ 対象事業計画地より北西 約 2.7km（ただし，繁殖途中で失敗） 

・H20-1(N3)：ト ビ 対象事業計画地より北  約 0.3km 

 
 

表 8.8-19 猛禽類確認回数（鳥類（猛禽類）：現地調査） 

No. 目名 科名 種名 学名 

確認回数 

計

平成 25 年 平成 26 年 

1 繁殖期目 非繁殖期 2 繁殖期目 

2
月 

3
月 

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月 

3
月 

4
月 

5
月 

6
月

7
月

8
月

1 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus 0 4 1 3 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 4 1 26

2   ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ Pernis apivorus 0 0 0 7 5 5 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3 4 45

3     ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 5 19 3 1 0 1 1 2 1 0 1 0 10 8 9 4 1 0 0 66

4     ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis 20 31 9 17 18 9 5 3 3 0 1 1 28 15 13 11 2 0 1 187

5     ｻｼﾊﾞ Butastur indicus 0 0 18 15 18 15 31 1 0 0 0 0 0 0 0 7 5 25 7 142

6     ﾉｽﾘ Buteo buteo 9 24 32 55 33 17 28 3 3 2 7 3 44 23 65 42 29 30 19 468

7     ｸﾏﾀｶ Nisaetus nipalensis 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 4 

8 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus 0 4 1 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 3 3 0 1 3 1 22

9     ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 8 

10     ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus 1 2 0 1 2 2 1 0 0 1 1 1 4 0 0 1 2 0 1 20

- 2 目 3 科 10 種 － 
41
回 

85
回 

64
回

101

回
80
回

51
回

86
回

9
回

7
回

3
回

10
回

7
回

91
回 

49
回 

91
回 

69
回 

45
回

65
回

34
回

988
回

※1：猛禽類定点調査の非繁殖期は，表 8.8-7に示す 8定点のうち，4定点（St.1，St.2，St.4，St.5）で調査を実施した。 

※2：トビは対象外とした。 
※3：表中の数値は確認回数を示す。 
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表 8.8-20(1) 猛禽類確認表（鳥類（猛禽類）：現地調査）（1/4） 

確認種 確認回数※ 確認状況 繁殖の有無 

ミサゴ 
16 回 

0 回 

10 回 

【繁殖】 

・繁殖指標行動が確認されなかったことから，対象事業計画地

周辺でミサゴが繁殖している可能性は低いと考えられる。 

 

【採餌】 

・狩り，飛翔探餌やとまり探餌，食餌などの採餌行動は 8回確

認された。 

・対象事業計画地西側を流れる七北田川や山田川，対象事業計

画地北側にあるため池などで主に採餌行動を行っていたが，

対象事業計画地内での採餌行動は確認されなかった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性は低

い 

ハチクマ 
33 回 

0 回 

12 回 

【繁殖】 

・平成 25 年繁殖期に 3回，平成 26 年繁殖期に 1回，繁殖指標

行動であるディスプレイを確認したが，餌運びや交尾等は確

認されなかった。 

・高頻度でハチクマが観察された対象事業計画地の北側におい

て，営巣地探索のための踏査を実施したが，巣を確認するに

は至らなかった。 

・以上から，対象事業計画地周辺でハチクマが繁殖している可

能性は低いと考えられる。 

 

【採餌】 

・採餌行動として，平成 25 年繁殖期に 1 回，対象事業計画地

北西側の水田地帯で飛翔探餌を確認したのみであり，それは

対象事業計画地外での確認であった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性は低

い 

ハイタカ 
30 回 

4 回 

32 回 

【繁殖】 

・繁殖指標行動は確認されなかった。 

・餌運び等の確認が期待された抱卵期から巣内・巣外育雛期に

あたる 5～7 月調査時で繁殖指標行動が確認されなかったこ

と，また，同時期の確認回数が減少していることから，対象

事業計画地周辺でハイタカが繁殖している可能性は低いと

考えられる。 

 

【採餌】 

・狩りや飛翔探餌などの採餌行動は 14 回確認された。 

・主に対象事業計画地西側から南側の水田地帯や，いずみ墓園

周辺，大和リサーチパーク周辺で採餌行動を行っており，対

象事業計画地内での採餌行動は確認されなかった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性は低

い 

※1:確認回数－上段：平成 25 年繁殖期（平成 25 年 2 月～8 月），中段：平成 25 年～平成 26 年間の非繁殖期（平成 25 年 9 月～平成 26

年 1 月），下段：平成 26 年繁殖期（平成 26 年 2月～8月） 

※2:確認状況（飛翔状況等）は，図 8.8-12(1)～(3)参照。 
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表 8.8-20(2)  猛禽類確認表（鳥類（猛禽類）：現地調査）（2/4） 

確認種 確認回数※ 確認状況 繁殖の有無 

オオタカ 

109 回 

8 回 

70 回 

【繁殖】 

・平成 25 年繁殖期に 16 回，平成 26 年繁殖期に 7 回，繁殖指

標行動であるディスプレイ飛翔や誇示どまり，営巣地防衛，

餌運び等を確認した。 

・平成 25 年繁殖期は，H21-1(N4)を利用してオオタカが繁殖し

た。少なくとも 2個体の幼鳥が巣立ち，繁殖に成功した。 

・平成 26 年繁殖期は，2 月～4 月の定点調査結果から，H21-1 

(N4)を利用して繁殖するものと考えられたが，6 月の林内踏

査（繁殖状況確認）時に落巣を確認した。繁殖途中に失敗し

たものと考えられたが，8 月の定点調査で幼鳥を確認した。

その幼鳥は他地域からの分散個体とも考えられたが，幼鳥確

認位置周辺の林内踏査（営巣地探索）を実施したところ，平

成26年繁殖期に使用されたと考えられるH26-3(N5)を確認し

た。 

・以上から，平成 26 年繁殖期は，当初，H21-1(N4)を利用して

繁殖を試みたものの失敗し，H26-3(N5)において再度繁殖を

試み，成功させたと考えられる。 

 

【採餌】 

・狩り，飛翔探餌やとまり探餌，停空飛翔，食餌などの採餌行

動は 20 回確認された。 

・営巣地（H21-1(N4)）周辺の樹林上空や林縁部，対象事業計

画地内南側の林縁部，対象事業計画地外西から南側にかけて

の水田地帯で採餌行動を行っていた。 

・対象事業計画地内外の広域で採餌行動は確認された。 

 

【非繁殖期】 

・確認されたオオタカは多くが成鳥であった。成鳥の確認箇所

は，平成 25 年繁殖期に繁殖が成功した H21-1(N4)付近，及び

H19-6 古巣付近に集中していた。この確認されたオオタカが，

平成 25 年繁殖期に繁殖した個体と同じ個体かは不明であっ

たが，非繁殖期でも残存している個体であった場合，平成 26

年繁殖期も N4 付近で繁殖する可能性は否定できない状況に

あった。 

・幼鳥は 9 月調査時に 1 回確認されたのみであり，1 繁殖期目

で誕生した幼鳥は営巣地から分散したものと考えられる。 

平成 25年繁殖期

・H21-1(N4) 

繁殖確認 

 

平成 26年繁殖期

・H26-3(N5) 

繁殖確認 

いずれも対象

事業計画地外 

※1：確認回数－上段：平成 25 年繁殖期（平成 25 年 2 月～8月），中段：平成 25 年～平成 26 年間の非繁殖期（平成 25 年 9 月～平成 26

年 1 月），下段：平成 26 年繁殖期（平成 26 年 2月～8月） 

※2：確認状況（飛翔状況等）は，図 8.8-12(4)参照。 
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表 8.8-20(3)  猛禽類確認表（鳥類（猛禽類）：現地調査）（3/4） 

確認種 確認回数※ 確認状況 繁殖の有無 

サシバ 

97 回 

1 回 

44 回 

【繁殖】 

・平成 25 年繁殖期に 9回，平成 26 年繁殖期に 4回，繁殖指標

行動であるディスプレイ及び餌運びを確認した。 

・林内に入るように餌運びをした堂所地区南側及び風穴地区東

側を対象に営巣地探索のための踏査を実施したが，巣を確認

するには至らなかった。 

・営巣地探索で巣が確認されなかったこと，繁殖が確認されて

いるオオタカやノスリと比べて繁殖指標行動の確認回数が

少ないことから，対象事業計画地周辺でサシバが繁殖してい

る可能性は低いと考えられる。 

 

【採餌】 

・飛翔探餌やとまり探餌，食餌などの採餌行動は 12 回確認さ

れた。 

・主に対象事業計画地北西側の樹林内及び大和リサーチパーク

周辺の水田地帯で採餌行動を行っていた。 

・対象事業計画地内での採餌行動は確認されたものの，大部分

は対象事業計画地外であった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性は低

い 

ノスリ 

198 回 

18 回 

252 回 

【繁殖】 

・平成 25 年繁殖期に 40 回，平成 26年繁殖期に 39 回，繁殖指

標行動である餌運び，交尾，鳴き交わし，営巣地防衛，ディ

スプレイ飛翔等を確認した。 

・平成 25 年繁殖期は，H24-1 及び H25-1 を利用してノスリが繁

殖した。H24-1 では少なくとも 1 個体，H25-1 では少なくと

も 3個体の幼鳥が巣立ち，繁殖に成功した。 

・平成 25 年繁殖期において，いずみ墓園西側の朴沢地区周辺

で交尾や鳴き交わし等の繁殖指標行動が確認されており，周

辺での繁殖が示唆されたため，営巣地探索を実施したが，巣

を確認するには至らなかった。 

・平成 26 年繁殖期は，H25-1 及び H26-1 を利用してノスリが繁

殖した。H25-1 では少なくとも 2 個体，H26-1 では少なくと

も 1個体の幼鳥が巣立ち，繁殖に成功した。 

・平成 26 年繁殖期に確認した H26-2 においても，6月調査時に

ノスリの巣内雛 1 個体を確認したが，7 月調査時には巣内及

び営巣木周辺で幼鳥は確認されなかった。VTR による巣内観

察を実施したものの，幼鳥は確認されず，H26-2 では繁殖に

失敗したものと考えられる。 

・平成 25 年繁殖期にノスリが使用した H24-1 は，平成 26 年繁

殖期に実施した 6月営巣確認調査で落巣を確認した。 

 

【採餌】 

・狩り，飛翔探餌やとまり探餌，停空飛翔，食餌などの採餌行

動は 105 回確認された。 

・対象事業計画地内外の広域において，高頻度で採餌行動を確

認した。採餌行動の多くは，水田地帯や林縁部などで確認さ

れた。 

平成 25年繁殖期

・H24-1 

繁殖確認 

・H25-1 

繁殖確認 

 

平成 26年繁殖期

・H25-1 

繁殖確認 

（2期連続） 

・H26-1 

繁殖確認 

・H26-2 

繁殖を試みる

も失敗 

いずれも対象

事業計画地外 

※1：確認回数－上段：平成 25 年繁殖期（平成 25 年 2 月～8月），中段：平成 25 年～平成 26 年間の非繁殖期（平成 25 年 9 月～平成 26

年 1 月），下段：平成 26 年繁殖期（平成 26 年 2月～8月） 

※2：確認状況（飛翔状況等）は，図 8.8-12(5)～(6)参照。 
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表 8.8-20(4)  猛禽類確認表（鳥類（猛禽類）：現地調査）（4/4） 

確認種 確認回数※ 確認状況 繁殖の有無 

クマタカ 

2 回 

0 回 

2 回 

【繁殖】 

・繁殖指標行動が確認されなかったことに加え，平成 25 年及

び平成 26 年の繁殖期のいずれにおいても，抱卵期から巣内・

巣外育雛期にあたる 4～8 月調査で飛翔の確認がなかったこ

とから，対象事業計画地周辺でクマタカは繁殖していないと

考えられる。 

 

【採餌】 

・狩りや飛翔探餌等の採餌行動は確認されなかった。 

・飛翔確認回数が 4回と少ないことから，対象事業計画地周辺

は主要な生息地となっていない可能性が高く，採餌行動も確

認されなかったと考えられる。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性なし 

チョウ 

ゲンボウ 

9 回 

2 回 

11 回 

【繁殖】 

・繁殖指標行動が確認されなかったこと，散発的な確認で高頻

度確認地域もないことから，対象事業計画地周辺でチョウゲ

ンボウが繁殖している可能性は低いと考えられる。 

 

【採餌】 

・狩り，飛翔探餌やとまり探餌，停空飛翔等の採餌行動は 6回

確認された。 

・主に対象事業計画地南側の水田地帯で採餌行動を行ってお

り，対象事業計画地内での採餌行動は確認されなかった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性は低

い 

コチョウ

ゲンボウ 

5 回 

0 回 

3 回 

【繁殖】 

・本種は冬鳥として本州に飛来するため，対象事業計画地周辺

に営巣地はない。 

・2月調査時にのみ確認されている。 

 

【採餌】 

・狩りやとまり探餌等の採餌行動は 4回確認された。 

・対象事業計画地南側及び西側，いずみ墓園周辺の水田地帯で

採餌行動を行っており，対象事業計画地内での採餌行動は確

認されなかった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性なし 

ハヤブサ 

9 回 

3 回 

8 回 

【繁殖】 

・繁殖指標行動は確認されなかった。 

・また，対象事業計画地周辺には本種の営巣に適した崖地が存

在しないこと，散発的な確認で高頻度確認地域もないことか

ら，対象事業計画地周辺でハヤブサは繁殖していないと考え

られる。 

 

【採餌】 

・狩りや飛翔探餌，食餌などの採餌行動は 3回確認された。 

・対象事業計画地南側及び西側の水田地帯で採餌行動を行って

おり，対象事業計画地内での採餌行動は確認されなかった。 

対象事業計画

地内及びその

周辺での繁殖

の可能性なし 

※1：確認回数－上段：平成 25 年繁殖期（平成 25 年 2 月～8月），中段：平成 25 年～平成 26 年間の非繁殖期（平成 25 年 9 月～平成 26

年 1 月），下段：平成 26 年繁殖期（平成 26 年 2月～8月） 

※2：確認状況（飛翔状況等）は，図 8.8-12(7)～(9)参照。（コチョウゲンボウ除く） 
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表 8.8-21 猛禽類の繁殖実績一覧表 

No. 
巣
No. 

利用種※3 

巣の利用状況※4 

備考 

～H11 H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 

1 F-1 オオタカ △ 消失        オオタカ：N1

2 F-2 不明 不明 消失          

3 H19-1 サシバ？   不明 × ×        

4 H19-2 ノスリ   不明 ◎ × × 不明 落巣     

5 H19-3 不明   × × ×        

6 H19-4 不明   × × ×        

7 H19-5 オオタカ   ◎ ◎ ◎ △ × 落巣   オオタカ：N2

8 H19-6 ノスリ   不明 × △ × × × 落巣 ノスリ巣 

9 H19-7 トビ   不明 ×       トビ巣 

10 H20-1 
オオタカ 

・トビ 
    △ × × ？ × 

◎ 

(トビ) 
オオタカ：N3

11 H20-2 ハイタカ？     不明 ×        

12 H21-1 オオタカ      △ ◎ × ◎ 落巣 オオタカ：N4

13 H24-1 ノスリ         ◎ 落巣 ノスリ巣 

14 H24-2 不明         落巣     

15 H24-3 不明         × 落巣   

16 H24-4 不明         × ×   

17 H25-1 ノスリ         ◎ ◎ ノスリ巣 

18 H26-1 ノスリ          ◎ ノスリ巣 

19 H26-2 ノスリ          △ ノスリ巣 

20 H26-3 オオタカ          ◎ オオタカ：N5

※1：表 6.1-125 に H25，H26 の調査結果（太枠線で明示）を追記したものである。 

※2：赤網掛けで示した箇所が H25，H26 の 2 繁殖期で繁殖が確認された巣である。黄色網掛けで示した箇所が現存している巣，灰色網

掛けで示した箇所が落巣した巣である。これらの着色は，図 8.8-9及び図 8.8-10に対応している。 

※3：利用種が確定できないものは，不明と記載している。 

※4：巣の利用状況の凡例は以下に示すとおり。 

   ◎…巣利用，繁殖成功 △…巣利用，繁殖失敗 ×…巣利用なし 不明…巣利用不明 斜線（＼）…調査対象外 

   消失…営巣木に巣は確認されず，H11～H19 の間に落巣したと考えられるもの。 

   落巣…営巣木の直下に巣材が確認され，巣が明らかに落下した形跡があるもの。 
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図 8.8-9 

平成 25 年繁殖期に 

確認された巣の位置図  

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-10 

平成 26 年繁殖期に 

確認された巣の位置図  

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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（ii） 注目すべき種 

(ｲ) 一般鳥類調査（猛禽類定点調査を除く調査） 
現地調査で確認された鳥類（一般鳥類調査）のうち表 8.8-13に示す基準に該当する注目すべき

種は，表 8.8-22に示すとおり 8目 20 科 32 種が確認された。注目すべき種の確認位置及び個体数

は図 8.8-11(1)～(5)に示すとおりである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-23(1)～(8)に示すとおり

である。  

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 
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表 8.8-22 注目すべき種（鳥類（一般鳥類調査）：現地調査） 

No

. 
目名 科名 種名 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ春季 初夏季*1 夏季 秋季 冬季 
①

② 
③ ④ 

内 外 内 外 内 外 内 外 内 外 1 2 3 4 5 

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ           ○ ○     * C      ○        

2 ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ﾁｭｳｻｷﾞ          ○     1,2,4  C A C C     NT     

3 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ○ ○     ○ ○       * * C C C ○ ○      

4 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ   ○           1,4    C C ○   NT     

5   ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ   ○           1,4 C C          NT NT    

6     ｵｵﾀｶ              ○ 1,4 C C B B C ○ ○ NT NT  国内

7     ｻｼﾊﾞ   ○     ○        C C A C C     VU VU    

8     ﾉｽﾘ ○ ○     ○ ○ ○ ○ ○    * C C C   ○        

9 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ○ ○ ○ ○   ○      C C B B C ○ ○      

10 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ   ○      ○        C C C   ○ ○      

11     ﾔﾏｾﾐ            ○       B     ○    要    

12 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｶｹﾞﾗ ○       ○  ○  ○    * C B C C          

13     ｱｵｹﾞﾗ ○       ○ ○ ○  ○    * C B C C ○ ○      

14 ｽｽﾞﾒ ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ ○ ○     ○      1,4 C C B C C     VU VU    

15   ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ ○       ○         C B     ○ ○      

16   ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ ○ ○     ○ ○ ○ ○  ○   * C B C C ○ ○      

17   ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ○ ○     ○ ○        C C C   ○        

18   ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ ○ ○     ○ ○ ○ ○     * * C C C   ○      

19   ﾑｼｸｲ ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ ○               * C B     ○        

20   ﾖｼｷﾘ ｵｵﾖｼｷﾘ ○                C B C C ○        

21   ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ           ○      *  B     ○        

22   ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ          ○       * C B     ○        

23   ﾋﾀｷ ｸﾛﾂｸﾞﾐ         ○ ○       * C B C C ○        

24     ｼﾛﾊﾗ             ○    * C B     ○        

25     ｺﾙﾘ ○               * C B C C ○        

26     ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ   ○       ○        B     ○        

27     ｷﾋﾞﾀｷ ○ ○     ○ ○ ○      * C B     ○        

28     ｵｵﾙﾘ ○               * C C C C ○        

29   ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ          ○ ○      * C C C   ○ ○      

30     ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ   ○      ○ ○ ○  ○ 4 C C C C            

31   ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ○ ○     ○ ○ ○ ○ ○ ○   * * B C C ○        

32     ｱｵｼﾞ ○           ○    C C C C C          

- 8 目 20 科 32 種 

17
種 

15
種 

1
種 

1
種 

13
種

14
種

13
種

7
種

6
種

4
種 6 

種
24
種

28
種

29
種

22
種 

17
種 

24
種 

9
種 

6
種

5
種

0
種

1
種

23 種 1 種 18 種 14 種 9種 

※1：種名や学名及びその記載順は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(日本鳥学会，2012 年)に準拠した。 

※2：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 
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図 8.8-11(1) 注目すべき種      

（鳥類（一般鳥類調査））の確認位置 

（春季） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-11(2) 注目すべき種      

（鳥類（一般鳥類調査））の確認位置 

（初夏季） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-11(3) 注目すべき種      

（鳥類（一般鳥類調査））の確認位置 

（夏季） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-11(4) 注目すべき種      

（鳥類（一般鳥類調査））の確認位置 

（秋季） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-11(5) 注目すべき種      

（鳥類（一般鳥類調査））の確認位置 

（冬季） 

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-23(1) 予測対象種の特性及び確認状況（チュウサギ） 

種名 チュウサギ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,2,4  C A C C   

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
夏鳥として本州以南に渡来し，西南日本では一部が越冬する。北海道では
まれな夏鳥。 

仙台市内の分布 蒲生，大沼，南長町，南蒲生など。 

形態 

全長 69cm。成鳥夏羽では全身が白く，嘴と足は黒色。眼先は黄色。虹彩は
淡黄色で，アイリングは黄色。胸や背に長い飾り羽がある。繁殖期には眼
先が黄緑色になり，虹彩は赤みを帯びる。冬羽は嘴が黄色くなり，先端が
黒いものも多い。眼先も淡黄緑色になる。口角は眼の後方を越えない。 

生息場所 平地の水田や，湿地，時には大きな川に生息。 

繁殖 ほかのサギ類と一緒にマツ林，雑木林などの樹上で集団繁殖する。 

食性 
昆虫類，クモ類，ドジョウやフナなどの魚類，アメリカザリガニなどの甲
殻類，カエルなどの両生類を食べる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

水田において，目撃により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<水鳥編>」（保育社,1995 年） 
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-23(2) 予測対象種の特性及び確認状況（ミサゴ） 

種名 ミサゴ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4    C C ○  

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 
全国分布 

留鳥として全国に分布するが，北日本では冬に少なく，南西諸島では夏に
少ない。 

仙台市内の分布 蒲生，広瀬川，大沼，三共堤，七北田川，名取川など。 

形態 

全長雄 54cm，雌 64cm。翼が細長く，尾が短い。頭部が白っぽく，過眼線
から後ろ襟にかけてと，背，翼上面は黒褐色。下面と下雨覆は白く，胸に
褐色の帯があるがほとんど無い個体もおり，この帯は雄が細く，雌が太い
傾向がある。幼鳥は上面の各羽に白い羽縁がある。 

生息場所 海岸や湖沼，大河川などの水辺に生息。 

繁殖 
海岸や山中で繁殖し，大岩の頂や樹冠部に営巣する。巣材には，太い枝や
乾燥した海藻，ロープなどの人工物も使う。海上の灯台や高圧線の鉄塔な
ど人工物に営巣する例も知られている。 

食性 ボラやスズキ，トビウオなどの魚類を食べる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

ため池周辺において，目撃により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-23(3) 予測対象種の特性及び確認状況（ハチクマ） 

種名 ハチクマ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C      

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 夏鳥として北海道から九州にかけて渡来する。 

仙台市内の分布 芳の平，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長雄 57cm，雌 61cm。雌雄共に淡色のものから暗色ものまで体色に個体
差が大きいが，どのタイプでも上面は褐色。他種よりも首が長い体型をし
ている。雄成鳥は顔が青灰色で，虹彩は暗色。風切羽先端は黒く，縞模様
は初列風切で 4本程度，次列風切で 2本程度となる。尾羽には太い黒帯が
2 本ある。雌の顔は雄のように全体が青灰色にならずに，虹彩は黄色。翼
と尾羽の縞模様は雄よりも細い。 

生息場所 低山から山地帯の森林に生息。 

繁殖 
樹上に営巣し，繁殖は他のタカ科よりも遅い時季に行われる。雛の巣立ち
は 8月下旬。 

食性 
昆虫類，ネズミ類，トカゲ類，カエルなどを捕食するが，ハチの幼虫や蛹
を好んで食べ，クロスズメバチなどのジバチ類を特に好む。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

樹林周辺において，目撃により確認した。 
※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

表 8.8-23(4) 予測対象種の特性及び確認状況（オオタカ） 

種名 オオタカ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C B B C ○ ○ 

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法 国内 

種
の
特
性(

※) 
全国分布 留鳥として九州以北に分布。南西諸島ではまれな冬鳥。 

仙台市内の分布 
七北田川，蒲生，名取川，広瀬川，南長沼，二口峡，ネッタ峠，定義，サ
イカチ沼，荒巻，岩切，台原，福岡など。 

形態 

全長雄 50cm，雌 58cm。成鳥雄は上面が暗青灰色で白い眉斑がある。下面
は白く，胸や腹に細かい横斑がある。雌は雄とほぼ同色だがより褐色みが
強い。若鳥は背面が赤味のある褐色，下面は淡い褐色で黒褐色の縦斑があ
り，顔は細かい斑が集まった不明瞭な模様をしている。 

生息場所 平地から山地の林，河川，農耕地，湖沼などに生息。 

繁殖 
アカマツやモミの混じる二次林，アカマツ林，カラマツ林，スギ林などで
繁殖。 

食性 
中型からやや大型，特にハト大の鳥類が多いが，ヒヨドリよりも小型の鳥
類も食べる。リスやウサギなどの哺乳類などを捕らえることもある。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

針葉樹林において，鳴き声により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  



 

 8.8-48

表 8.8-23(5) 予測対象種の特性及び確認状況（サシバ） 

種名 サシバ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

 C C A C C   

環境省 RDB VU 宮城県 RL VU 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 夏鳥として本州，四国，九州に渡来し，南西諸島では越冬する。 

仙台市内の分布 二口，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長雄 47cm，雌 51cm。頭部を含む上面と胸が茶褐色。腹は白く茶褐色の
横斑がある。喉は白く中央に縦線が 1本ある。雄の顔は灰色みが強く，眉
斑は不明瞭。雌の顔は雄よりも灰色みが少なく，白い眉斑がある個体が多
い。胸の茶褐色部は雄よりも白い部分が多く混じる。幼鳥は頭部を含む上
面が淡褐色で，胸から腹にかけては白地に褐色の縦斑がある。他の中・小
型のタカ科と比較して細く長い翼をしている。「ピックィー｣と特徴的な
声で鳴く。 

生息場所 平地から山地の林，水田，草地などに生息。 

繁殖 枝上に枯れ枝を積み重ねて皿形の巣をつくる。 

食性 
へビやトカゲ，カエルなどの両生類や爬虫類を好んで食べるほか，ネズミ，モグ
ラ，小鳥や，バッタなどの昆虫も食べる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

3 3 1 1 

落葉広葉樹林や針葉樹林，混交林において，目撃や鳴き声により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

表 8.8-23(6) 予測対象種の特性及び確認状況（ヤマセミ） 

種名 ヤマセミ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

   B   ○  

環境省 RDB  宮城県 RL 要注目種 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 留鳥または漂鳥として北海道から九州に分布。 

仙台市内の分布 
広瀬川，名取川，二口峡谷，月山池周辺，五色沼，長沼，桜ヶ丘公園，丸
田沢堤，二口，鈎取など。 

形態 

全長 38cm。体上面は白と黒の鹿の子模様。頭部は大きく冠羽がある。嘴は
大きめで鉛色。体下面は白く顎線と胸，脇腹に黒斑がある。雄は顎線と胸
に錆色があり，翼下面は白い。雌は顎線と胸に錆色が無く，翼下面に錆色
がある。 

生息場所 
山地の渓流や湖沼に生息。河川では上流部の渓谷にすみ，中流以下ではま
れ。山地と海岸が隣接した地域では海岸で見られることもある。 

繁殖 
土質の崖に横穴を掘って営巣する。高さ 3m 以上，傾斜度 70 度以上の急斜
面に営巣することが多い。 

食性 
主に川魚で，イワナ，ヤマメ，ウグイ，フナなどを食べる。カエル，サワ
ガニ，昆虫も捕まえる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 2 2 

河川付近の樹林において，目撃により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-23(7) 予測対象種の特性及び確認状況（サンショウクイ） 

種名 サンショウクイ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C B C C   

環境省 RDB VU 宮城県 RL VU 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
夏鳥として本州と四国に渡来し，屋久島，種子島，奄美大島から南西諸島
では留鳥。 

仙台市内の分布 二口，丸田沢，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長 20cm。スマートな体形で，尾は長め。雄成鳥は額，喉から側頸と下尾
筒までの体下面は白く，頭頂から後頸，過眼線は黒くつながっている。背，
肩羽から上尾筒は灰色。翼は黒褐色で，雨覆，三列風切の外弁は灰色。尾
は黒褐色で，外側尾羽は白い。嘴と足は黒色。雌は雄に似るが黒みが少な
く，前頭から上面にかけては灰色で，額の白色部も狭い。風切基部は白く，
飛翔時には翼上・下面とも白線となって見える。 

生息場所 平地から山地の明るい林に生息。 

繁殖 高木上部の枝の上に，木のこぶのように見える椀形の巣をつくる。 

食性 昆虫類を食べる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

7 9 1 1 

落葉広葉樹林や混交林において，目撃や鳴き声により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 
  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  
  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  
  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-23(8) 予測対象種の特性及び確認状況（セグロセキレイ） 

種名 セグロセキレイ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

4 C C C C    

環境省 RDB  宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
留鳥として九州以北に分布し，少数は漂鳥として対馬，伊豆諸島，奄美大
島などで冬に出現する。 

仙台市内の分布 二口，丸田沢，朴沢，旗立，芋沢など。 

形態 

全長 21cm。成鳥は雌雄，夏・冬羽を問わず背からの上面や頸，胸などが黒
い。額から眉斑と喉，腹からの体下面は白い。三列風切や初列風切の一部，
次列風切の一部の羽先は黒く，大・中雨覆などその他の部分は白い。飛翔
時は翼がほとんど白く見える。最外側尾羽は白い。嘴と足は黒い。 

生息場所 平地から山地の河川，湖沼，農耕地などに生息。 

繁殖 
河原の土手の窪み，河原の石や流木の下，人家の石垣や屋根，河原の隙間
などに，枯れ草や獣毛，綿クズなどを使って椀形の巣をつくる。 

食性 トビケラ類，カワゲラ類などの昆虫のほか，種子なども食べる。 

現
地
確
認

状
況 

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

1 1 21 26 

河川や草地，耕作地，住宅地において，目撃や鳴き声により確認した。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  

  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  



 

 8.8-50

 
(ﾛ) 猛禽類定点調査 
現地調査で確認された鳥類（猛禽類定点調査）のうち表 8.8-13に示す基準に該当する注目すべ

き種は，表 8.8-24に示すとおり 2目 3科 9種が確認された。注目すべき種の飛翔図は図 8.8-12(1)

～(9)に示すとおりである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-25(1)～(7)に示すとおり

である。  

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 

 

表 8.8-24 注目すべき種（鳥類（猛禽類定点調査）：現地調査） 

No

. 
目名 科名 種名 

確認回数 注目すべき種選定基準 

1繁殖期目 非繁殖期 2 繁殖期目 Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ ⅤH25 年 2月 

～H25年 8月 

H25 年 9月 

～H26年 1月

H26 年 2月 

～H26年 8月
①

② 
③ ④ 

1 2 3 4 5 

1 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ 16 回 0 回 10 回 1,4    C C ○   NT    

2   ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ 33 回 0 回 12 回 1,4 C C         NT NT   

3     ﾊｲﾀｶ 30 回 4 回 32 回 1,4 C C C C C     NT NT   

4     ｵｵﾀｶ 109 回 8 回 70 回 1,4 C C B B C ○ ○ NT NT  国内

5     ｻｼﾊﾞ 97 回 1 回 44 回  C C A C C     VU VU   

6     ﾉｽﾘ 198 回 18 回 252 回  * C C C   ○        

7     ｸﾏﾀｶ 2 回 0 回 2 回 1,4 B      ○   EN CR+EN  国内

8 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 9 回 2 回 11 回   C B C B   ○      

9     ﾊﾔﾌﾞｻ 9 回 3 回 8 回 1,4 C B B B B     VU NT  国内

- 2 目 3 科 9 種 503 回 36 回 441 回 
6
種

7
種

7
種

6
種

7
種

6
種 

4
種 

2
種 

7
種 

6 
種 

0
種

3 
種

※1：猛禽類定点調査の非繁殖期は， 表 8.8-7に示す 8定点のうち，4定点（St.1，St.2，St.4，St.5）で調査を実施した。 
※2：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 
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ミサゴ             

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(1-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（H25.2～H25.8）（ミサゴ） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ミサゴ             

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(1-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ミサゴ） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハチクマ           

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(2-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハチクマ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハチクマ            

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(2-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハチクマ） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハイタカ           

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(3-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハイタカ） 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハイタカ            

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(3-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハイタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハイタカ            

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(3-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハイタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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オオタカ            

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(4-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（オオタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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オオタカ            

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(4-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（オオタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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オオタカ            

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(4-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（オオタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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サシバ             

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(5-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（サシバ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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サシバ             

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(5-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（サシバ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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サシバ             

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(5-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（サシバ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 



 

 8.8-64

 
ノスリ             

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(6-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ノスリ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ノスリ             

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(6-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ノスリ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ノスリ             

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(6-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ノスリ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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クマタカ            

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(7-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（クマタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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クマタカ            

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(7-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（クマタカ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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チョウゲンボウ         

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(8-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（チョウゲンボウ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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チョウゲンボウ         

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(8-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（チョウゲンボウ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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チョウゲンボウ         

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(8-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（チョウゲンボウ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハヤブサ            

（H25.2～H25.8(1 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(9-1) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハヤブサ） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハヤブサ            

（H25.9～H26.1(非繁殖期)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(9-2) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハヤブサ） 

 
 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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ハヤブサ            

（H26.2～H26.8(2 繁殖期目)）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-12(9-3) 注目すべき種  

(鳥類：猛禽類定点調査)の飛翔図 

（ハヤブサ） 

 
 
 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-25(1) 予測対象種の特性（ミサゴ） 

種名 ミサゴ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4    C C ○  

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
留鳥として全国に分布するが，北日本では冬に少なく，南西諸島では夏に
少ない。 

仙台市内の分布 蒲生，広瀬川，大沼，三共堤，七北田川，名取川など。 

形態 

全長雄 54cm，雌 64cm。翼が細長く，尾が短い。頭部が白っぽく，過眼線
から後ろ襟にかけてと，背，翼上面は黒褐色。下面と下雨覆は白く，胸に
褐色の帯があるがほとんど無い個体もおり，この帯は雄が細く，雌が太い
傾向がある。幼鳥は上面の各羽に白い羽縁がある。 

生息場所 海岸や湖沼，大河川などの水辺に生息。 

繁殖 
海岸や山中で繁殖し，大岩の頂や樹冠部に営巣する。巣材には，太い枝や
乾燥した海藻，ロープなどの人工物も使う。海上の灯台や高圧線の鉄塔な
ど人工物に営巣する例も知られている。 

食性 ボラやスズキ，トビウオなどの魚類を食べる。 

現
地
確
認
状
況

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

16 0 10 

2 繁殖期の調査を通じて繁殖指標行動は確認されず，対象事業計画地周辺での繁殖の可能性は低い
と考えられる。採餌行動が河川やため池で確認されたが，対象事業計画地内での採餌行動は確認さ
れなかった（表 8.8-20(1)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  

  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(2) 予測対象種の特性及び確認状況（ハチクマ） 

種名 ハチクマ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C      

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 夏鳥として北海道から九州にかけて渡来する。 

仙台市内の分布 芳の平，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長雄 57cm，雌 61cm。雌雄共に淡色のものから暗色ものまで体色に個体
差が大きいが，どのタイプでも上面は褐色。他種よりも首が長い体型をし
ている。雄成鳥は顔が青灰色で，虹彩は暗色。風切羽先端は黒く，縞模様
は初列風切で 4本程度，次列風切で 2本程度となる。尾羽には太い黒帯が
2 本ある。雌の顔は雄のように全体が青灰色にならずに，虹彩は黄色。翼
と尾羽の縞模様は雄よりも細い。 

生息場所 低山から山地帯の森林に生息。 

繁殖 
樹上に営巣し，繁殖は他のタカ科よりも遅い時季に行われる。雛の巣立ち
は 8月下旬。 

食性 
昆虫類，ネズミ類，トカゲ類，カエルなどを捕食するが，ハチの幼虫や蛹
を好んで食べ，クロスズメバチなどのジバチ類を特に好む。 

現
地
確
認
状
況 

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

33 0 12 

2 繁殖期の調査を通じて，繁殖指標行動であるディスプレイを確認したが餌運びや交尾等は確認さ
れなかった。営巣地探索においても巣は確認するには至らず，対象事業計画地周辺での繁殖の可能
性は低いと考えられる。採餌行動も対象事業計画地外で飛翔探餌を 1 回確認したのみであった（表
8.8-20(1)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  

  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(3) 予測対象種の特性及び確認状況（ハイタカ） 

種名 ハイタカ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C C C C   

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州以北で繁殖する留鳥であるが，少数は冬は暖地に移動する。 

仙台市内の分布 丸田沢，二口，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長雄 30～32cm，雌 37～40cm。雄成鳥はキジバトと同大。頭部からの上面
は青灰色で，喉から体下面は白く，橙褐色の細い横斑がある。雌成鳥は頭
部からの上面は暗褐色で，喉からの下面は白く，灰褐色の細い横斑がある。
眉斑は白で雄より太い。虹彩は黄色であるが，雄はやや橙色みがある個体
もいる。 

生息場所 
平地から山地の林で繁殖し，冬は平地や低山地の早し，農耕地，河川など
で生息する。 

繁殖 
本州の北部や北海道では平地から山地の原生林やカラマツ林等の森林で繁
殖する。 

食性 小動物や小鳥，昆虫などを空中と地上で捕食する。 

現
地
確
認
状
況

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26 年 2 月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

30 4 32 

2 繁殖期の調査を通じて，繁殖指標行動は確認されず，対象事業計画地周辺での繁殖の可能性は低い
と考えられる。採餌行動は 14 回確認されたが，いずれも対象事業計画地外であった（表 8.8-20(1)）。

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「ワシタカ・ハヤブサ識別図鑑」（平凡社，2012 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(4) 予測対象種の特性及び確認状況（オオタカ） 

種名 オオタカ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C C B B C ○ ○ 

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法 国内 

種
の
特
性(

※) 

全国分布 留鳥として九州以北に分布。南西諸島ではまれな冬鳥。 

仙台市内の分布 
七北田川，蒲生，名取川，広瀬川，南長沼，二口峡，ネッタ峠，定義，サ
イカチ沼，荒巻，岩切，台原，福岡など。 

形態 

全長雄 50cm，雌 58cm。成鳥雄は上面が暗青灰色で白い眉斑がある。下面
は白く，胸や腹に細かい横斑がある。雌は雄とほぼ同色だがより褐色みが
強い。若鳥は背面が赤味のある褐色，下面は淡い褐色で黒褐色の縦斑があ
り，顔は細かい斑が集まった不明瞭な模様をしている。 

生息場所 平地から山地の林，河川，農耕地，湖沼などに生息。 

繁殖 
アカマツやモミの混じる二次林，アカマツ林，カラマツ林，スギ林などで
繁殖。 

食性 
中型からやや大型，特にハト大の鳥類が多いが，ヒヨドリよりも小型の鳥
類も食べる。リスやウサギなどの哺乳類などを捕らえることもある。 

現
地
確
認
状
況 

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

109 8 70 

1繁殖期目の調査では対象事業計画地の敷地境界より約200m離れたH21-1(N4)，2繁殖期目は約600m
離れた H26-3(N5)の位置で繁殖し，いずれも繁殖を成功させた。採餌行動は合計 20 回確認された。
対象事業計画地南側の林縁部や対象事業計画地外の西側から南側にかけての水田地帯で採餌してい
た（表 8.8-20(2)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  

  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(5) 予測対象種の特性及び確認状況（サシバ） 

種名 サシバ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

 C C A C C   

環境省 RDB VU 宮城県 RL VU 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 夏鳥として本州，四国，九州に渡来し，南西諸島では越冬する。 

仙台市内の分布 二口，朴沢，芋沢など。 

形態 

全長雄 47cm，雌 51cm。頭部を含む上面と胸が茶褐色。腹は白く茶褐色の
横斑がある。喉は白く中央に縦線が 1本ある。雄の顔は灰色みが強く，眉
斑は不明瞭。雌の顔は雄よりも灰色みが少なく，白い眉斑がある個体が多
い。胸の茶褐色部は雄よりも白い部分が多く混じる。幼鳥は頭部を含む上
面が淡褐色で，胸から腹にかけては白地に褐色の縦斑がある。他の中・小
型のタカ科と比較して細く長い翼をしている。「ピックィー｣と特徴的な
声で鳴く。 

生息場所 平地から山地の林，水田，草地などに生息。 

繁殖 枝上に枯れ枝を積み重ねて皿形の巣をつくる。 

食性 
へビやトカゲ，カエルなどの両生類や爬虫類を好んで食べるほか，ネズミ，モグ
ラ，小鳥や，バッタなどの昆虫も食べる。 

現
地
確
認
状
況 

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

97 1 44 

餌運びやディスプレイ飛翔等の繁殖指標行動を確認し，営巣地探索のための踏査を実施したが，巣
は確認されなかった。また，営巣地が特定されているオオタカやノスリと比べて繁殖指標行動が少
なかったことから，対象事業計画地周辺で繁殖している可能性は低いと考えられる。採餌行動は 12
回確認されたが，その大部分は対象事業計画地外であり，対象事業計画地は主要な採餌場となって
いないと考えられた（表 8.8-20(3)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

  「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「山渓ハンディ図鑑 7日本の野鳥」(山と渓谷社，1998 年)  

  「日本の野鳥 590」(平凡社，2000 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(6) 予測対象種の特性及び確認状況（クマタカ） 

種名 クマタカ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 B      ○ 

環境省 RDB EN 宮城県 RL CR+EN 

文化財保護法  種の保存法 国内 

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道，本州，四国，九州に分布している。 

仙台市内の分布 二口峡，泉ヶ岳など。 

形態 

全長雄 70～74cm，雌 77cm～83cm。トビより大きく，雌雄同色。成鳥は額
から頭頂，顔が黒褐色で，後頭に冠状の羽毛がある。上面は褐色で，喉か
ら下面はバフ白色。喉の中央に黒褐色の 1 本の線がある。風切には 5～7
本の黒褐色の横帯があり，尾にも太い横帯が 4～5本ある。虹彩は橙色。

生息場所 
低山帯や亜高山帯の針葉樹林，広葉樹林にすみ，とくに高木の多い原生林
を好む。急峻な山腹のある，深い渓谷でよくみられる。 

繁殖 
巣は斜面に生えるモミ，ツガ，コメツガ，アカマツ，ブナ，まれにスギな
どの地上 5～15m，ときに 30m の樹冠部の又状に枝分かれしたところ，幹の
途中の太い枝の分岐点や太い枝先に架けられる。 

食性 
伐採地や谷筋などで中型哺乳類や爬虫類，両生類，中型の鳥類などを捕食
する。 

現
地
確
認
状
況

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

2 0 2 

2 繁殖期の調査を通じて繁殖指標行動が確認されなかったこと，飛翔確認回数も非常に少ないこと
から，対象事業計画地周辺で繁殖している可能性はないと考えられる。また，採餌行動も確認され
なかった（表 8.8-20(4)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「ワシタカ・ハヤブサ識別図鑑」（平凡社，2012 年）  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-25(7) 予測対象種の特性及び確認状況（ハヤブサ） 

種名 ハヤブサ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 C B B B B   

環境省 RDB VU 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法 国内 

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
北海道から九州北西部の島嶼に至るまで広く分布し，とくに東北地方と北
海道の沿岸部に多い。 

仙台市内の分布 
四郎丸，蒲生，大沼，仙台港，広瀬川，三神峰，荒井，台原，大年寺山，
小鶴，南蒲生など。 

形態 

全長雄 38～44cm，雌 46～51cm。ハシボソガラスよりやや小さく，雌雄ほ
ぼ同色。成鳥は頭部から上面，尾羽まで青黒色。眼から頬にはひげ状の黒
斑がある。喉から下面は白色で，胸，脇には黒褐色の横斑がある。蠟膜と
アイリングは黄色で，虹彩は暗褐色。嘴は黒く，基部は青鉛色。 

生息場所 
広い空間で狩りをするため，海岸や海岸に近い山の断崖や急斜面，広大な
水面のある地域や広い草原，原野などを生活域にする。 

繁殖 
海岸の断崖や海岸近くの山中にある岩壁や，近海の小島の断崖の棚または
岩穴で繁殖している。 

食性 
河口，河川，湖沼，農耕地などでハト，カモ，小鳥類などを空中で捕獲す
る。 

現
地
確
認
状
況

1 繁殖期目（H25 年 2 月～8月） 非繁殖期（H25年 9月～H26年 1月） 2繁殖期目（H26年 2月～8月）

確認回数 確認回数 確認回数 

9 3 8 

2 繁殖期の調査を通じて，繁殖指標行動は確認されず，対象事業計画地周辺での繁殖の可能性はな
いと考えられる。採餌行動は 3 回確認されたが，いずれも対象事業計画地外での確認であった（表
8.8-20(4)）。 

※:「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社，1995 年） 

「図鑑 日本のワシタカ類」(文一総合出版，1995 年)  

  「ワシタカ・ハヤブサ識別図鑑」（平凡社，2012 年）  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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c） 爬虫類 
（i） 確認種 

調査範囲の丘陵地にはコナラを主体とした落葉広葉樹林やスギ植林に代表される針葉樹林が

広がっている。一方，平野部には水田や休耕田，ヤナギ低木林のほか，住宅地が広がっている。

また，調査範囲内には七北田川や山田川のような河川の他，ため池が点在するなど水辺環境も複

数存在している。このような環境で任意観察調査を実施した。その結果，表 8.8-26に示すとお

り 1目 3 科 7 種（春季調査では 1目 3 科 6 種，夏季調査では 1目 2 科 3 種，秋季調査では 1目 2

科 3種）の爬虫類が確認された。 

ニホンカナヘビ及びシマヘビは比較的多地点で，アオダイショウは 3地点で確認された。その

他のジムグリ，ヒバカリ，ヤマカガシ，ニホンマムシは各々1地点で確認された。 

環境別にみると，人為的撹乱の少ない環境を好むといわれるニホンマムシは平野部の耕作地や

草地では確認されず，落葉広葉樹とアカマツから成る針広混交林で確認された。ニホンカナヘビ，

シマヘビ，アオダイショウは平野部の水田や草地から丘陵地の樹林までの幅広い環境で確認され

たが，平野部の草地などで多く確認される傾向があった。ジムグリ，ヒバカリ，ヤマカガシはい

ずれも草地での確認であった。 

季節別にみると，春季及び秋季は比較的多くの地点で爬虫類が確認されたが，夏季は 3地点と

少なかった。夏季と比較して春季と秋季は，耕作地や草地，林道上といった日当たりの良い環境

で多くの爬虫類を確認した。これは，体温上昇のための日光浴を行っていた可能性が高い。一方，

夏季では樹林内の林床や林道上においても日陰や物陰で確認されることが多く，気温上昇に対す

る体温調節を行っていたものと考えられる。このように春季や秋季は比較的確認が容易な環境を

利用していたことから確認地点数が多くなり，一方，夏季は確認が比較的困難な環境を利用して

いたことから，確認地点数が少なくなったと考えられる。また，秋季調査では多くの幼体が確認

された。秋季は当歳子の活動・分散時期に該当していたため，活動個体数が増加した結果，確認

地点数が多くなった可能性も考えられる。  

 

表 8.8-26 確認種（爬虫類：現地調査） 

No
. 

目名 科名 種名 学名 
確認時期 

確認形態 
春季 夏季 秋季

1 有鱗 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus tachydromoides ○ ○ ○ 幼体,成体 

2   ﾅﾐﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ Elaphe quadrivirgata ○ ○ ○ 幼体,成体,死体(幼体),抜け殻 

3     ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ Elaphe climacophora ○ ○ 成体,抜け殻 

4     ｼﾞﾑｸﾞﾘ Euprepiophis conspicillatus ○ 成体 

5     ﾋﾊﾞｶﾘ Amphiesma vibakari vibakari ○ 死体(幼体) 

6     ﾔﾏｶｶﾞｼ Rhabdophis tigrinus tigrinus ○ 成体 

7   ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝﾏﾑｼ Gloydius blomhoffii ○ 幼体 

- 1 目 3 科 7 種 - 6 種 3種 3種 - 

※：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交

通省 2015 年)」に準拠した。 

 
 
 
 



 

 8.8-83

 

（ii） 注目すべき種 

現地調査で確認された爬虫類のうち表 8.8-13に示す基準に該当する注目すべき種は，表 

8.8-27に示すとおり 1目 3科 5種が確認された。注目すべき種の確認位置及び個体数は図 8.8-13

に示すとおりである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-28に示すとおりである。 

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 

 

表 8.8-27 注目すべき種（爬虫類：現地調査） 

No
. 

目名 科名 種名 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ春季 夏季 秋季 
①

② 
③ ④ 

内 外 内 外 内 外 1 2 3 4 5

1 有鱗 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○  ○ ○ ○  * * C C C ○ ○        

2   ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ○ ○  ○    * * C C C ○ ○        

3     ｼﾞﾑｸﾞﾘ       ○   * * C C C ○          

4     ﾋﾊﾞｶﾘ ○        C C C C B ○ ○        

5   ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝﾏﾑｼ ○       4 C C               

- 1 目 3 科 5 種 

4
種 

2
種 

0
種

2
種

2
種

1
種 1

種
5
種

5
種

4
種

4
種

4
種

4
種 

3
種 

0
種 

0
種 

0
種 

0
種

4種 2 種 2 種 

※1：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データ 

ベース 国土交通省 2015 年)」に準拠した。 

※2：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 

 
 

 
 
 
 



 

 8.8-84

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-13 注目すべき種（爬虫類）の 

確認位置（全季） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-28 予測対象種の特性及び確認状況（ニホンマムシ） 

種名 ニホンマムシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

4 C C      

環境省 RDB  宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
北海道，本州，四国，九州，さらに焼尻島，天売島，佐渡島，隠岐島，壱
岐島，五島列島，屋久島，種子島，伊豆大島，八丈島など。 

仙台市内の分布 秋保，太白山，三方倉山，奥新川，畑前，大蔵，下愛子，芳の平など。 

形態 
全長 40～65cm で背面は褐色または赤褐色の地に，真ん中に暗色の斑のあ
る楕円形の斑紋が並ぶ。頭はやや長い三角形で頸部はくびれる。 

生息場所 森林から平野の田畑まで広く生息する。 

繁殖 胎生であるため，8～9月に交尾し，翌年 8～10 月に 5～6匹を出産する。

食性 
カエルやネズミを始め，他のヘビ類やトカゲなど様々な小型脊椎動物を食
べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

1 1 0 0 

アカマツ及び落葉広葉樹で形成された針広混交林内で幼体を確認した。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「決定版 日本の両生爬虫類」（平凡社，2002 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年) 
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d） 両生類 
（i） 確認種 

調査範囲の丘陵地にはコナラを主体とした落葉広葉樹林やスギ植林に代表される針葉樹林が

広がっている。一方，平野部には水田や休耕田，ヤナギ低木林のほか，住宅地が広がっている。

また，調査範囲内には七北田川や山田川のような河川の他，ため池が点在するなど水辺環境も複

数存在している。このような環境で任意観察調査を実施した。その結果，表 8.8-29に示すとお

り 2目 6 科 11 種（初春季調査では 2目 6 科 11 種，春季調査では 2目 5 科 9 種，夏季調査では 2

目 5科 9種，秋季調査では 2目 5科 9種）の両生類が確認された。 

丘陵地の樹林環境ではトウホクサンショウウオ，クロサンショウウオ，タゴガエルが確認され

た。トウホクサンショウウオ及びタゴガエルは，樹林内の沢部における確認が多かった。これは，

いずれも樹林内の沢部を繁殖場として利用する種であることに起因している。クロサンショウウ

オは，樹林内のため池で確認された。トウホクサンショウウオやタゴガエルは樹林内の流水部も

しくは緩流部で繁殖するのに対し，クロサンショウウオは止水域で繁殖する。そのため，樹林に

囲まれたため池で確認されたと考えられる。これら 3種の生息には，繁殖後に繁殖地周辺の樹林

に上陸して生活することから，成体の生活場である樹林と繁殖及び幼生の生活場である水域が連

続して広がっている環境が必要となる。このような種を本調査で多数確認したことは，調査範囲

及びその周辺は樹林と水域が連続した環境が維持されているものと考えられる。 
平野部の水田や草地ではアカハライモリ，トウキョウダルマガエルが確認された。アカハライ

モリは一部，樹林内でも確認されたが，確認地点は平野部の水田周辺に偏っていた。アカハライ

モリ及びトウキョウダルマガエルのいずれも，主に平野部の水田周辺で繁殖する種であるため樹

林での確認は少なく，平野部の水田やその周辺の水路等で主に確認されたものと考えられる。 
ツチガエル及びウシガエルは比較的規模の大きい河川から水田の水路，ため池等の水辺環境で

確認された。サンショウウオ類やタゴガエル等は周辺が樹林で囲まれた水辺で確認されたのに対

し，ツチガエル及びウシガエルは水辺周辺の環境が樹林であっても水田や人工地であっても確認

されている。これらのことから，ツチガエルやウシガエルは水辺環境という限定的な環境要素に

依存して生息している種であると考えられる。 
その他，平野部の水田や草地から丘陵地の樹林までの幅広い環境でニホンアマガエル，ニホン

アカガエル，シュレーゲルアオガエルを確認した。ニホンアマガエルは海岸付近の低地から高山

帯まで幅広く生息することが出来，もともと生態的可塑性が高いため，多様な環境で確認された

ものと考えられる。ニホンアカガエル及びシュレーゲルアオガエルは，平野部の水田や湿性草地

などを産卵・幼生の生活場として，変態後の成体の生活場として繁殖地周辺の樹林を利用する。

このように平野部の水田と周辺の樹林といった 2つの異なる環境を利用する種であるため，平野

部の水田や草地から丘陵地の樹林までの幅広い環境で確認されたものと考えられる。 
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表 8.8-29 確認種（両生類：現地調査） 

No
. 

目名 科名 種名 学名 

確認時期 

確認形態 
早春季 春季 夏季 秋季 

1 有尾 ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius lichenatus ○      卵のう 

2     ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius nigrescens ○      卵のう 

-     ｻﾝｼｮｳｳｵ属*1 Hynobius sp. ○ ○ ○ ○ 幼生,幼体 

3   ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ Cynops pyrrhogaster ○ ○ ○ ○ 幼生,成体,死体(幼体) 

4 無尾 ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus formosus ○      幼生 

5   ｱﾏｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ Hyla japonica ○ ○ ○ ○ 幼体,成体,鳴き声 

6   ｱｶｶﾞｴﾙ ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ Rana tagoi tagoi ○ ○ ○ ○ 幼体,成体,鳴き声 

7     ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ Rana japonica ○ ○ ○ ○ 卵塊,幼体,成体 

8     ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ Rana porosa porosa ○ ○ ○ ○ 幼体,成体 

9     ｳｼｶﾞｴﾙ Rana catesbeiana ○ ○ ○ ○ 幼生,幼体,成体,鳴き声 

10     ﾂﾁｶﾞｴﾙ Rana rugosa ○ ○ ○ ○ 幼体,成体 

11   ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus schlegelii ○ ○ ○ ○ 幼体,成体,鳴き声 

- 2 目 6 科 11 種 － 11 種 9種 9 種 9 種 － 

※：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交

通省 2015 年)」に準拠した。 

*1:サンショウウオ属は，トウホクサンショウウオもしくはクロサンショウウオのいずれかであるが，幼生のみの確認であり，種を特定

するには至らなかった。同属の種が確認されている場合は，種数合計に計上しない。 
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（ii） 注目すべき種 

現地調査で確認された両生類のうち表 8.8-13に示す基準に該当する注目すべき種は，表 

8.8-30に示すとおり 2目 4科 8種が確認された。注目すべき種の確認位置及び個体数は図 8.8-14

に示すとおりである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-31(1)～(6)に示すとおり

である。 

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 

 

表 8.8-30 注目すべき種（両生類：現地調査） 

No
. 

目名 科名 種名 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ早春季 春季 夏季 秋季 
①

② 
③ ④ 

内 外 内 外 内 外 内 外 1 2 3 4 5

1 有尾 ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ ○           1,4 * C B    ○   NT NT   

2     ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ ○ ○         4 * C A    ○ ○ NT LP   

-     ｻﾝｼｮｳｳｵ属*1 ○   ○ ○ ○  ○  1,4*2 **3 C*4 B/A*5    ○*6 ○*7 NT*8 NT/LP*9   

3   ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ ○ ○   ○ ○ ○  ○   * C A    ○ ○ NT LP   

4 無尾 ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ ○             * C C C C   ○       

5   ｱｶｶﾞｴﾙ ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  * C B    ○         

6     ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   * * B * C           

7     ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ   ○ ○ ○  ○ ○ ○   C C B C   ○ ○ NT NT   

8     ﾂﾁｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   * C B    ○     NT   

- 2 目 4 科 8 種 
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種 

4
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0
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※1：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交通省  

2015 年)」に準拠した。 

※2：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 

*1:サンショウウオ属は，トウホクサンショウウオもしくはクロサンショウウオのいずれかであるが，幼生及び幼体のみの確認であり，種を

特定するには至らなかった。同属の種が確認されている場合は，種数合計に計上しない。 

*2:トウホクサンショウウオは「1」及び「4」に，クロサンショウウオは「4」に該当する。 

*3:トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「*」に該当する。 

*4:トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「C」に該当する。 

*5:トウホクサンショウウオは，「B」に，クロサンショウウオは「A」に該当する。 

*6:トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「○」に該当する。 

*7:トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「○」に該当する。 

*8:トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「NT」に該当する。 

*9:トウホクサンショウウオは「NT」に，クロサンショウウオは「LP」に該当する。 
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図 8.8-14 注目すべき種（両生類）の 

確認位置（全季） 

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-31(1) 予測対象種の特性及び確認状況（トウホクサンショウウオ）  

種名 トウホクサンショウウオ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4 * C B   ○  

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 東北地方と新潟県，群馬県，栃木県，茨城県。 

仙台市内の分布 
舟形山，大倉ダム，泉ヶ岳芳の平，奥新川，名取川上流部の支流，サイカ
チ沼，丸田沢ため池，旗立，太白山付近など。 

形態 
全長 90～140mm，頭胴長 50～70mm，体重 4～10g。体色はふつう暗褐色また
は黒褐色で，体側や腹に青白色の小点が密に分布する個体が多い。 

生息場所 
海岸近くから標高 1500m 近くの高所まで幅広く生息。成体は産卵場付近の
朽ち木，岩石や落ち葉の下など湿った場所に生息する。 

繁殖 
3～6 月頃に山間の細流の水のよどんだ場所などの止水に集まり，20～100
個の卵を産む。 

食性 
幼生は動物プランクトン，ヨコエビ類，水生昆虫，成体はミミズ・昆虫な
どの土壌動物を食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

13 37 対 0 0 

落葉広葉樹林やスギ植林内を流れる沢の緩流部や水溜り，水路において卵のうを確認した。また，
樹林内のため池においても卵のうが確認された。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-31(2) 予測対象種の特性及び確認状況（クロサンショウウオ）  

種名 クロサンショウウオ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

4 * C A   ○ ○ 

環境省 RDB NT 宮城県 RL LP 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 
全国分布 東北，北関東，北陸，佐渡。 

仙台市内の分布 舟形山，国見，千代田町付近など。 

形態 
全長 120～190mm，頭胴長 60～80mm，体重 11～25g。尾は長く全長の半分を
占め，先端は扁平。背面は暗褐色または暗緑褐色で，黄褐色から褐色の斑
点をもつ個体もいる。 

生息場所 
海岸近くの平地から標高 2500m を超える高山帯まで生息し，産卵期は森林
や湿原が隣接した池や沼，水田，非繁殖期は落ち葉や倒木，岩の下，腐植
土中に生息する。 

繁殖 
産卵期は 2～7 月で，水没した木の枝にぶらさげるように産卵。一腹卵数
は 40～140 で高地ほど少ない。 

食性 
幼生は水生昆虫を捕食するが，共食いが激しい。成体はミミズや小昆虫を
捕食する。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

9 80 対 2 38 対 

主に樹林内もしくは林縁にあるため池で卵のうを確認した。また，一部，林縁沿いの旧水路におい
ても卵のうが確認された。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-31(3) 予測対象種の特性及び確認状況（サンショウウオ属*1） 

種名 サンショウウオ属*1 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1,4*2 **3 C*4 B/A*5   ○*6 ○*7 

環境省 RDB NT*8 宮城県 RL NT/LP*9 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 
【トウホクサンショウウオ】東北地方と新潟県，群馬県，栃木県。 
【クロサンショウウオ】 東北，北関東，北陸，佐渡。 

仙台市内の分布 
【トウホクサンショウウオ】舟形山，大倉ダム，泉ヶ岳芳の平，奥新川，
名取川上流部の支流，サイカチ沼，丸田沢ため池，旗立，太白山付近など。
【クロサンショウウオ】舟形山，国見，千代田町付近など。 

形態 

【トウホクサンショウウオ】全長 90～140mm，頭胴長 50～70mm，体重 4～
10g。体色はふつう暗褐色または黒褐色で，体側や腹に青白色の小点が密
に分布する個体が多い。 
【クロサンショウウオ】全長 120～190mm，頭胴長 60～80mm，体重 11～25g。
尾は長く全長の半分を占め，先端は扁平。背面は暗褐色または暗緑褐色で，
黄褐色から褐色の斑点をもつ個体もいる。 

生息場所 

【トウホクサンショウウオ】海岸近くから標高 1,500m 近くの高所まで幅
広く生息。成体は産卵場付近の朽ち木，岩石や落ち葉の下など湿った場所
に生息する。 
【クロサンショウウオ】海岸近くの平地から標高 2500m を超える高山帯ま
で生息し，産卵期は森林や湿原が隣接した池や沼，水田，非繁殖期は落ち
葉や倒木，岩の下，腐植土中に生息する。 

繁殖 

【トウホクサンショウウオ】33～6 月頃に山間の細流の水のよどんだ場所
などの止水に集まり，20～100 個の卵を産む。 
【クロサンショウウオ】産卵期は 2～7 月で，水没した木の枝にぶらさげ
るように産卵。一腹卵数は 40～140 で高地ほど少ない。 

食性 

【トウホクサンショウウオ】 幼生は動物プランクトン，ヨコエビ類，水
生昆虫，成体はミミズ・昆虫などの土壌動物を食べる。 
【クロサンショウウオ】幼生は水生昆虫を捕食するが，共食いが激しい。
成体はミミズや小昆虫を捕食する。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

10 65 1 1 

落葉広葉樹林やスギ植林内を流れる沢の緩流部や水溜り，樹林内のため池において，幼生や幼体を
確認した。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

*1：サンショウウオ属は，トウホクサンショウウオもしくはクロサンショウウオのいずれかであるが，幼生や幼体のみの確認であり，

種を特定するには至らなかった。 

*2：トウホクサンショウウオは「1」及び「4」に，クロサンショウウオは「4」に該当する。 

*3：トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「*」に該当する。 

*4：トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「C」に該当する。 

*5：トウホクサンショウウオは「B」に，クロサンショウウオは「A」に該当する。 

*6：トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「○」に該当する。 

*7：トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「○」に該当する。 

*8：トウホクサンショウウオ，クロサンショウウオのいずれも「NT」に該当する。 

*9：トウホクサンショウウオは「NT」に，クロサンショウウオは「LP」に該当する。 
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表 8.8-31(4) 予測対象種の特性及び確認状況（アカハライモリ） 

種名 アカハライモリ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

 * C A   ○ ○ 

環境省 RDB NT 宮城県 RL LP 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州，佐渡島，淡路島等の島々。 

仙台市内の分布 川内など。 

形態 全長 70～140mm，頭胴長 40～75mm，体重 3～12g。背が黒く，腹が赤い。 

生息場所 水田や池，小川等に生息する。 
繁殖 4 月から 7月上旬にかけて，池やゆるやかな流れのある小川で産卵する。

食性 主にミミズ，昆虫，カエルの幼生などの小動物を食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

4 11 7 14 

主に，ため池や集水桝などの止水環境で成体を確認した。その他，道路上で幼体の死体を，放棄水
田で現在は樹林化した水路で幼生を確認した。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-31(5) 予測対象種の特性及び確認状況（トウキョウダルマガエル） 

種名 トウキョウダルマガエル 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

 C C B C  ○ ○ 

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(
※) 

全国分布 関東地方，仙台平野，信濃川流域。 

仙台市内の分布 荒井，松陵，四郎丸，大倉，井土など。 

形態 
全長 35～85mm，体重 5～35g。体色は金色ないし緑色で明色の背中線をも
つ。 

生息場所 平地や盆地の水田や池などに生息する。 

繁殖 4～7 月に水田や湿地などで産卵する。1回の産卵数は 800～2200。 

食性 
双翅類，鞘翅類，鱗翅類幼虫など，ほとんどのあらゆる昆虫，クモ，陸貝
をはじめカエルや小さいヘビも食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

2 10 23 177 

主に水田やその水路，河川，ため池などの水辺環境で幼体及び成体を確認した。その確認は，水田
や湿性草地が広がる平野部に偏っていた。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「改訂版 日本カエル図鑑」(文一総合出版，1999 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-31(6) 予測対象種の特性及び確認状況（ツチガエル） 

種名 ツチガエル 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

 * C B   ○  

環境省 RDB  宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州，佐渡島，隠岐など 

仙台市内の分布 大倉，新川，芋沢，上愛子，坪沼，白坂など 

形態 
体長 30～60mm，体重 2～24g。背面は灰褐色で，いぼがたくさんあり，悪
臭のする粘液を分泌する。 

生息場所 都市部の人工地から水田，河川，山間の渓流，湿原までの水辺近くに生息。

繁殖 
5 月末～8月末に池，水田，溝，沼などの水たまりの水草などに約 1000 個
の卵を産む。 

食性 アリ，バッタなどの昆虫，クモなどを食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

9 16 9 14 

主に，水田の水路や落葉広葉樹林及びスギ植林内の沢，ため池などの水辺環境で幼体及び成体を確
認した。 

※:「日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平凡社，1996 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年) 
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e） 昆虫類 
（i） 確認種 

調査範囲の丘陵地にはコナラを主体とした落葉広葉樹林やスギ植林に代表される針葉樹林が

広がっている。一方，平野部には水田や休耕田，ヤナギ低木林のほか，住宅地が広がっている。

また，調査範囲内には七北田川や山田川のような河川の他，ため池が点在するなど水辺環境も複

数存在している。このような環境で任意観察採取調査，ライトトラップ及びベイトトラップ調査

を実施した。その結果，表 8.8-32及び表 8.8-33(1)～(17)に示すとおり 17 目 209 科 1018 種（春

季調査では 14目 131 科 487 種，初夏季調査では 1目 1科 3種，夏季調査では 14目 154 科 529 種，

秋季調査では 11 目 111 科 351 種）の昆虫類が確認された。 

チョウ類やトンボ類のような大型種を中心に様々な種が確認された。調査範囲南側の水田や湿

地ではコガムシやコオイムシ，アメンボ等の水生昆虫類やアキアカネ，ノシメトンボ等のトンボ

類が確認された。耕作地や草地ではジャノメチョウやベニシジミ等の明るく乾いた環境を好むチ

ョウ類が飛翔しており，コバネイナゴやウスイロササキリ等のバッタ類も確認された。湿地に形

成されたヤナギ低木林ではコクワガタ，カナブン等のコウチュウ類やオオヒカゲ，サトキマダラ

ヒカゲ等のチョウ類が樹液に集まっていた。 

丘陵地の樹林環境ではゴマフカミキリ，ドウガネツヤハムシ等の薄暗い環境を好む種が採集さ

れており，セミ類の鳴き声も確認された。また，樹林内を流れる沢周辺ではミルンヤンマやニホ

ンカワトンボ等の流水を生息域とするトンボ類が飛翔していた。その他，丘陵地に点在するため

池ではオオコオイムシ，マツモムシ，クロスジギンヤンマ，オオルリボシヤンマ等の止水域を好

む種が確認されており，山田川ではハグロトンボやゲンジボタルのような開けた流水を生息環境

としている種が確認された。 

 

【ライトトラップ調査】（L1～L6 は表 8.8-7に示すライトトラップ調査地点を示す） 

L1 では春季から秋季にかけて 115 種の昆虫類が確認された。ハンノキ林に設定した L1 では，

アシベニカギバ，ナミガタエダシャク等の様々な広葉樹を餌とする種の他，シロオビマルバナミ

シャク，ハンノトビスジエダシャク等のハンノキを食樹とする種も確認された。 

L2 では春季から秋季にかけて 166 種の昆虫類が確認された。ササが密生するコナラ林に設定し

た L2 では，主にナシイラガ，マエキトビエダシャクといった広葉樹を餌とする種が確認された。 

L3 では春季から秋季にかけて 49 種の昆虫類が確認された。草地環境に設定した L3 では，ヨモ

ギネムシガ，フタオビコヤガのような草本を餌とする種等が確認されているが，樹木を餌とする

種が少なかったこともあり確認種数は少なかったと考えられる。 

L4 では春季から秋季にかけて 125 種の昆虫類が確認された。アカマツ林に設定した L4 では，

フタヤマエダシャクのようなアカマツを摂食する種も確認されたが，周辺に広葉樹が分布してい

たため確認種の多くは広葉樹を餌とする種であった。 

L5 では春季から秋季にかけて 112 種の昆虫類が確認された。スギ植林に設定した L5 では，ツ

マオビアツバのような針葉樹を餌とする種が若干みられたものの，L4 と同様，周辺に広葉樹が分

布していたため確認種の多くは広葉樹を餌とする種であった。 

L6 では春季から秋季にかけて 164 種の昆虫類が確認された。コナラ林に設定した L6 では，主

にマエキカギバ，クチバスズメのような広葉樹を餌とする種が確認された。同様な環境で実施し

たため，L2 と確認種数及び確認種構成が類似していた。 

 

【ベイトトラップ調査】（B1～B6 は表 8.8-7に示すベイトトラップ調査地点を示す） 

B1 では春季から秋季にかけて 29 種の昆虫類が確認された。ハンノキ林に設定した B1 では，コ

ガシラアオゴミムシのような湿地性の種やオオコオイムシ，モンキマメゲンゴロウのような水生

昆虫類が確認されたのが特徴的であった。 

B2 では春季から秋季にかけて 23 種の昆虫類が確認された。ササが密生するコナラ林に設定し

た B2 では，主にアトボシアオゴミムシ，クロオサムシ東北地方東部亜種，センチコガネ，アメ

イロアリ，アズマオオズアリといった平野部から丘陵地にかけてみられる種の確認数が多かった。 

B3 では春季から秋季にかけて 21 種の昆虫類が確認された。草地環境に設定した B3 では，他の
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樹林環境に設定した地点と確認種の構成は異なり，ハラオカメコオロギ，シバスズなど草地を生

息環境としている種が確認された。 

B4 では春季から秋季にかけて 25 種の昆虫類が確認された。アカマツ林に設定した B4 では，B2

や B5，B6 などの樹林環境に設定した地点と確認種数や種構成は類似しており，アトボシアオゴ

ミムシ，クロオサムシ東北地方東部亜種，オオクロツヤヒラタゴミムシ，ムネアカオオアリ，ト

ビイロケアリの確認数が多かった。 

B5 では春季から秋季にかけて 27 種の昆虫類が確認された。スギ植林に設定した B5 では，B2

や B4，B6 などの樹林環境に設定した地点と確認種数や種構成は類似しており，コクロナガオサ

ムシ東北地方南部亜種，クロオサムシ東北地方東部亜種，ヨリトモナガゴミムシ，クロツヤヒラ

タゴミムシ，ヤマトアシナガアリ，ムネアカオオアリ，アズマオオズアリの確認数が多かった。 

B6 では春季から秋季にかけて 22 種の昆虫類が確認された。コナラ林に設定した B6 では，B2

や B4，B5 などの樹林環境に設定した地点と確認種数や種構成は類似しており，アトボシアオゴ

ミムシ，クロオサムシ東北地方東部亜種，マルガタツヤヒラタゴミムシ，クロツヤヒラタゴミム

シ，オオクロツヤヒラタゴミムシ，ムネアカオオアリ，クロヤマアリ，アズマオオズアリといっ

た平野部から丘陵地にかけてみられる種の確認数が多かった。 

 

以上のように調査範囲内には樹林，草地，湿地，河川，池沼など様々な環境が存在しており，

それぞれの環境に適した昆虫類が確認された。 
 

表 8.8-32 生息状況（昆虫類：現地調査） 

目名 
春季 初夏季 夏季 秋季 合計 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

イシノミ 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

カゲロウ 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

トンボ 7 14 0 0 9 28 2 8 9 34

カマキリ 0 0 0 0 1 1 1 1 1 2

ハサミムシ 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1

カワゲラ 2 2 0 0 0 0 1 1 2 2

バッタ 2 4 0 0 9 20 10 31 10 41

チャタテムシ 0 0 0 0 0 0 3 4 3 4

カメムシ 14 29 0 0 26 60 16 47 29 97

ヘビトンボ 1 1 0 0 1 1 0 0 1 2

アミメカゲロウ 2 2 0 0 3 4 0 0 4 5

シリアゲムシ 2 3 0 0 1 1 0 0 2 3

トビケラ 5 6 0 0 0 0 4 5 6 8

チョウ 23 190 0 0 29 176 16 98 30 362

ハエ 26 52 0 0 26 68 26 61 40 115

コウチュウ 34 151 1 3 31 128 21 61 47 266

ハチ 11 31 0 0 15 39 11 34 22 74

17 目 131 科 487 種 1 科 3 種 154科 529種 111科 351種 209 科 1018 種
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イ
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ﾄﾝ
ﾎ
ﾞ 

ﾎ
ｿﾐ
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ﾂﾈ
ﾝ
ﾄﾝ
ﾎ
ﾞ 

In
do
le
st
es
 p
er
eg
ri
nu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

4 
 

 
ｵ
ｵｱ
ｵ
ｲﾄ
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ｱ
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○
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ｵ
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ﾄ
ﾄﾝ
ﾎ
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ra
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○
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○
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○
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ﾗ 
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○
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※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。
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イ
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6 

 
 

ﾔ
ﾁｽ
ｽ
ﾞ 

Pt
er
on
em
ob
iu
s 
oh
ma
ch
ii
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
7 

 
 

ｴ
ｿﾞ
ｽ
ｽﾞ
 

Pt
er
on
em
ob
iu
s 
ye
zo
en
si
s 

○
 

 
○

○
3

 
 

 

6
8 

 
 

ｸ
ｻﾋ
ﾊ
ﾞﾘ
 

Sv
is
te
ll
a 
bi
fa
sc
ia
ta
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
9 

 
 

ｷ
ｱｼ
ﾋ
ﾊﾞ
ﾘ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

Tr
ig
on
id
iu
m 
ja
po
ni
cu
m 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
0 

 
ﾊ
ﾞｯ
ﾀ 

ｼ
ｮｳ
ﾘ
ｮｳ
ﾊ
ﾞｯ
ﾀ 

Ac
ri
da
 c
in
er
ea
 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
1 

 
 

ﾋ
ﾅﾊ
ﾞ
ｯﾀ
 

Gl
yp
to
bo
th
ru
s 
ma
ri
ti
mu
s 
ma
ri
ti
mu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
2 

 
 

ﾄ
ﾉｻ
ﾏ
ﾊﾞ
ｯ
ﾀ 

Lo
cu
st
a 
mi
gr
at
or
ia
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
3 

 
 

ｸ
ﾙﾏ
ﾊ
ﾞｯ
ﾀ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

Oe
da
le
us
 i
nf
er
na
li
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
4 

 
 

ﾂ
ﾏｸ
ﾞ
ﾛﾊ
ﾞ
ｯﾀ
 

St
et
ho
ph
ym
a 
ma
gi
st
er
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
5 

 
ｲ
ﾅｺ
ﾞ 

ｺ
ﾊﾞ
ﾈ
ｲﾅ
ｺ
ﾞ 

Ox
ya
 y
ez
oe
ns
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
6 

 
 

ﾐ
ｶﾄ
ﾞ
ﾌｷ
ﾊ
ﾞｯ
ﾀ 

Pa
ra
po
di
sm
a 
mi
ka
do
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
7 

 
 

ﾔ
ﾏﾄ
ﾌ
ｷﾊ
ﾞ
ｯﾀ
 

Pa
ra
po
di
sm
a 
se
to
uc
hi
en
si
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
8 

 
ｵ
ﾝﾌ
ﾞ
ﾊﾞ
ｯ
ﾀ 

ｵ
ﾝﾌ
ﾞ
ﾊﾞ
ｯ
ﾀ 

At
ra
ct
om
or
ph
a 
la
ta
 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
9 

 
ﾋ
ｼﾊ
ﾞ
ｯﾀ
 

ﾄ
ｹﾞ
ﾋ
ｼﾊ
ﾞ
ｯﾀ
 

Cr
io
te
tt
ix
 j
ap
on
ic
us
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
0 

 
 

ﾊ
ﾈﾅ
ｶ
ﾞﾋ
ｼ
ﾊﾞ
ｯ
ﾀ 

Eu
pa
ra
te
tt
ix
 i
ns
ul
ar
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
1 

 
 

ｺ
ﾊﾞ
ﾈ
ﾋｼ
ﾊ
ﾞｯ
ﾀ 

Fo
rm
os
at
et
ti
x 
la
rv
at
us
 

○
 

 
○

○
1

 
 

 

8
2 

 
 

ﾊ
ﾗﾋ
ｼ
ﾊﾞ
ｯ
ﾀ 

Te
tr
ix
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

8
3 

ﾁ
ｬﾀ
ﾃ
ﾑｼ
 

ﾎ
ｿﾁ
ｬ
ﾀﾃ
 

ﾊ
ｸﾞ
ﾙ
ﾏﾁ
ｬ
ﾀﾃ
 

Ma
ts
um
ur
ai
el
la
 r
ap
io
pi
ct
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
4 

 
 

ﾎ
ｿﾁ
ｬ
ﾀﾃ
 

St
en
op
so
cu
s 
ap
hi
di
fo
rm
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
5 

 
ｹ
ﾌﾞ
ｶ
ﾁｬ
ﾀ
ﾃ 

ｳ
ｽﾍ
ﾞ
ﾆﾁ
ｬ
ﾀﾃ
 

Am
ph
ip
so
cu
s 
ru
br
os
ti
gm
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
6 

 
ﾁ
ｬﾀ
ﾃ 

ﾁ
ｬﾀ
ﾃ科
 

Ps
oc
id
ae
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
7 

ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ﾋ
ｼｳ
ﾝ
ｶ 

ﾁ
ｬｲ
ﾛ
ﾋｼ
ｳ
ﾝｶ
 

Ci
xi
us
 t
ow
ad
en
si
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
8 

 
ｳ
ﾝｶ
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾌ
ﾞﾄ
ｳ
ﾝｶ
 

De
lp
ha
x 
ma
ri
ti
ma
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
9 

 
 

ﾀ
ｹｳ
ﾝ
ｶ 

Ep
eu
ry
sa
 n
aw
ai
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
0 

 
 

ﾎ
ｿﾐ
ﾄ
ﾞﾘ
ｳ
ﾝｶ
 

Sa
cc
ha
ro
sy
dn
e 
pr
oc
er
us
 

 
 

○
○

○
 

 
 

9
1 

 
 

ｴ
ｿﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｳ
ﾝｶ
 

St
en
oc
ra
nu
s 
ma
ts
um
ur
ai
 

 
 

○
○

○
 

 
 

9
2 

 
ﾊ
ﾈﾅ
ｶ
ﾞｳ
ﾝ
ｶ 

ｱ
ｶﾊ
ﾈ
ﾅｶ
ﾞ
ｳﾝ
ｶ 

Di
os
tr
om
bu
s 
po
li
tu
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

9
3 

 
ｱ
ｵﾊ
ﾞ
ﾊｺ
ﾞ
ﾛﾓ
 

ｱ
ｵﾊ
ﾞ
ﾊｺ
ﾞ
ﾛﾓ
 

Ge
is
ha
 d
is
ti
nc
ti
ss
im
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
4 

 
ﾊ
ｺﾞ
ﾛ
ﾓ 

ﾍ
ﾞｯ
ｺ
ｳﾊ
ｺ
ﾞﾛ
ﾓ 

Or
os
an
ga
 j
ap
on
ic
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
5 

 
ｾ
ﾐ 

ｱ
ﾌﾞ
ﾗ
ｾﾞ
ﾐ 

Gr
ap
to
ps
al
tr
ia
 n
ig
ro
fu
sc
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
6 

 
 

ﾐ
ﾝﾐ
ﾝ
ｾﾞ
ﾐ 

Hy
al
es
sa
 m
ac
ul
at
ic
ol
li
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
7 

 
 

ﾂ
ｸﾂ
ｸ
ﾎﾞ
ｳ
ｼ 

Me
im
un
a 
op
al
if
er
a 

 
 

○
○

○
 

 
 

9
8 

 
 

ﾆ
ｲﾆ
ｲ
ｾﾞ
ﾐ 

Pl
at
yp
le
ur
a 
ka
em
pf
er
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
9 

 
 

ﾋ
ｸﾞ
ﾗ
ｼ 

Ta
nn
a 
ja
po
ne
ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
00
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｾ
ﾞﾐ
 

Ti
bi
ce
n 
ja
po
ni
cu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
01
 
 

ﾂ
ﾉｾ
ﾞ
ﾐ 

ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛﾂ
ﾉ
ｾﾞ
ﾐ 

Ma
ch
ae
ro
ty
pu
s 
si
bi
ri
cu
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
02
 
 

ｱ
ﾜﾌ
ｷ
ﾑｼ
 

ｼ
ﾛｵ
ﾋ
ﾞｱ
ﾜ
ﾌｷ
 

Ap
hr
op
ho
ra
 i
nt
er
me
di
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
03
 
 

 
ﾏ
ｴｷ
ｱ
ﾜﾌ
ｷ 

Ap
hr
op
ho
ra
 p
ec
to
ra
li
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
04
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｱ
ﾜ
ﾌｷ
 

Ap
hr
op
ho
ra
 v
it
ta
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
05
 
 

 
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｱﾜ
ﾌ
ｷ 

Aw
af
uk
ia
 n
aw
ae
 

 
 

○
○

○
2

 
 

 

1
06
 
 

 
ｵ
ｶﾀ
ﾞ
ｱﾜ
ﾌ
ｷ 

Le
py
ro
ni
a 
ok
ad
ae
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
07
 
 

 
P
eu
c
ep
t
ye
l
us
属
 

Pe
uc
ep
ty
el
us
 s
p.
 

 
 

 
○

○
3

 
 

 

1
08
 
 

ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｱ
ﾜ
ﾌｷ
ﾑ
ｼ 

ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｱ
ﾜ
ﾌｷ
 

Eo
sc
ar
ta
 a
ss
im
il
is
 

 
 

○
 

○
4

 
 

 

1
09
 
 

ﾖ
ｺﾊ
ﾞ
ｲ 

ﾐ
ﾄﾞ
ﾘ
ｶｽ
ﾘ
ﾖｺ
ﾊ
ﾞｲ
 

Ba
lc
lu
th
a 
in
ci
sa
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

1
10
 
 

 
ﾂ
ﾏｸ
ﾞ
ﾛｵ
ｵ
ﾖｺ
ﾊ
ﾞｲ
 

Bo
th
ro
go
ni
a 
fe
rr
ug
in
ea
 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
11
 
 

 
ｵ
ｵﾖ
ｺ
ﾊﾞ
ｲ 

Ci
ca
de
ll
a 
vi
ri
di
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
12
 
 

 
ｳ
ｽﾌ
ﾞ
ﾁﾐ
ｬ
ｸﾖ
ｺ
ﾊﾞ
ｲ 

Dr
ab
es
cu
s 
pa
ll
id
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
13
 
 

 
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞﾄ
ｶ
ﾞﾘ
ﾖ
ｺﾊ
ﾞ
ｲ 

Fu
ta
su
ji
nu
s 
ca
nd
id
us
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
14
 
 

 
H
an
d
ia
n
us
属
 

Ha
nd
ia
nu
s 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
15
 
 

 
ﾏ
ｴｼ
ﾞ
ﾛｵ
ｵ
ﾖｺ
ﾊ
ﾞｲ
 

Ko
ll
a 
at
ra
me
nt
ar
ia
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
16
 
 

 
ｵ
ﾇｷ
ﾖ
ｺﾊ
ﾞ
ｲ 

On
uk
ia
 o
nu
ki
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
17
 
 

 
ｸ
ﾛﾋ
ﾗ
ﾀﾖ
ｺ
ﾊﾞ
ｲ 

Pe
nt
hi
mi
a 
ni
ti
da
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
18
 
 

 
ｽ
ﾞｷ
ﾝ
ﾖｺ
ﾊ
ﾞｲ
 

Po
du
lm
or
in
us
 v
it
ti
co
ll
is
 

○
 

○
○

○
1

 
 

 

1
19
 
 

 
ｼ
ﾗﾎ
ｼ
ｽｶ
ｼ
ﾖｺ
ﾊ
ﾞｲ
 

Sc
ap
ho
id
eu
s 
fe
st
iv
us
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

1
20
 
 

 
ｲ
ﾈﾋ
ﾗ
ﾀﾖ
ｺ
ﾊﾞ
ｲ 

St
ro
gg
yl
oc
ep
ha
lu
s 
ag
re
st
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
21
 
 

 
T
yp
h
lo
c
yb
a
属
 

Ty
ph
lo
cy
ba
 s
p
. 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

- 
 

 
ﾖ
ｺﾊ
ﾞ
ｲ科
 

Ci
ca
de
ll
id
ae
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
22
 
 

ｷ
ｼﾞ
ﾗ
ﾐ 

ﾈ
ｸﾞ
ﾛ
ｷｼ
ﾞ
ﾗﾐ
 

Pe
ta
lo
ly
ma
 b
ic
ol
or
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
23
 
 

 
ﾍ
ﾞﾆ
ｷ
ｼﾞ
ﾗ
ﾐ 

Ps
yl
la
 c
oc
ci
ne
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
24
 
 

ｻ
ｼｶ
ﾞ
ﾒ 

ﾔ
ﾆｻ
ｼ
ｶﾞ
ﾒ 

Ve
li
nu
s 
no
di
pe
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
25
 
 

ｸ
ﾞﾝ
ﾊ
ﾞｲ
ﾑ
ｼ 

ｱ
ﾜﾀ
ﾞ
ﾁｿ
ｳ
ｸﾞ
ﾝ
ﾊﾞ
ｲ 

Co
ry
th
uc
ha
 m
ar
mo
ra
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
26
 
 

ｶ
ｽﾐ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ﾅ
ｶｸ
ﾞ
ﾛｶ
ｽ
ﾐｶ
ﾒ 

Ad
el
ph
oc
or
is
 s
ut
ur
al
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
27
 
 

A
po
l
yg
u
s
属
 

Ap
ol
yg
us
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-98 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
3
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
3/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B
1
B
2
B
3
B
4
B
5
B
6
L
1
L
2
L
3
L
4 
L
5 
L
6 

1
28
 
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ｶ
ｽﾐ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ﾋ
ﾒｾ
ﾀ
ﾞｶ
ｶ
ｽﾐ
ｶ
ﾒ 

Ch
ar
ag
oc
hi
lu
s 
an
gu
st
ic
ol
li
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
29
 
 

 
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｶｽ
ﾐ
ｶﾒ
 

Cy
ph
od
em
id
ea
 s
au
nd
er
si
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
30
 
 

 
ﾒ
ﾝｶ
ﾞ
ﾀｶ
ｽ
ﾐｶ
ﾒ 

Eu
ry
st
yl
us
 c
oe
le
st
ia
li
um
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
31
 
 

 
ﾋ
ｮｳ
ﾀ
ﾝｶ
ｽ
ﾐｶ
ﾒ 

Pi
lo
ph
or
us
 s
et
ul
os
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
32
 
 

 
ﾌ
ﾀﾄ
ｹ
ﾞﾑ
ｷ
ﾞｶ
ｽ
ﾐｶ
ﾒ 

St
en
od
em
a 
ca
lc
ar
at
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
33
 
 

 
ｱ
ｶｽ
ｼ
ﾞｶ
ｽ
ﾐｶ
ﾒ 

St
en
ot
us
 r
ub
ro
vi
tt
at
us
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
34
 
 

ﾏ
ｷﾊ
ﾞ
ｻｼ
ｶ
ﾞﾒ
 

ｺ
ﾊﾞ
ﾈ
ﾏｷ
ﾊ
ﾞｻ
ｼ
ｶﾞ
ﾒ 

Na
bi
s 
ap
ic
al
is
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
35
 
 

ﾋ
ﾗﾀ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛｵ
ｵ
ﾋﾗ
ﾀ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ne
ur
oc
te
nu
s 
ca
st
an
eu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
36
 
 

ﾎ
ｿﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

ﾎ
ｿﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ri
pt
or
tu
s 
pe
de
st
ri
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
37
 
 

ﾍ
ﾘｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

ﾊ
ﾘｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Cl
et
us
 s
ch
mi
dt
i 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
38
 
 

 
ﾎ
ｼﾊ
ﾗ
ﾋﾞ
ﾛ
ﾍﾘ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Ho
mo
eo
ce
ru
s 
un
ip
un
ct
at
us
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
39
 
 

 
ｵ
ｵﾂ
ﾏ
ｷﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Hy
gi
a 
la
ti
ve
nt
ri
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
40
 
 

ﾋ
ﾒﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

ｱ
ｶﾋ
ﾒ
ﾍﾘ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Rh
op
al
us
 m
ac
ul
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
ﾋ
ﾒﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ科
 

Rh
op
al
id
ae
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
41
 
 

ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ﾋ
ｮｳ
ﾀ
ﾝﾅ
ｶ
ﾞｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Ca
ri
do
ps
 a
lb
om
ar
gi
na
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
42
 
 

 
ﾆ
ｯﾎ
ﾟ
ﾝｺ
ﾊ
ﾞﾈ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Di
mo
rp
ho
pt
er
us
 j
ap
on
ic
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
43
 
 

 
ｺ
ﾊﾞ
ﾈ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Di
mo
rp
ho
pt
er
us
 p
al
li
pe
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
44
 
 

 
ｵ
ｵﾒ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Ge
oc
or
is
 v
ar
iu
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
45
 
 

 
ｷ
ﾍﾞ
ﾘ
ﾋｮ
ｳ
ﾀﾝ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Ho
rr
id
ip
am
er
a 
la
te
ra
li
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
46
 
 

 
ﾋ
ﾒﾅ
ｶ
ﾞｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Ny
si
us
 p
le
be
iu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
N
ys
i
us
属
 

Ny
si
us
 s
p.
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
47
 
 

 
ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Pa
ch
yg
ro
nt
ha
 a
nt
en
na
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
48
 
 

 
ｼ
ﾛﾍ
ﾘ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Pa
na
or
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

1
49
 
 

 
ﾁ
ｬﾓ
ﾝ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Pa
ra
di
eu
ch
es
 d
is
si
mi
li
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
50
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｺ
ﾊ
ﾞﾈ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Pi
rk
im
er
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
51
 
 

 
ﾑ
ﾗｻ
ｷ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Py
lo
rg
us
 c
ol
on
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
52
 
 

 
ｺ
ﾊﾞ
ﾈ
ﾋｮ
ｳ
ﾀﾝ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

To
go
 h
em
ip
te
ru
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
53
 
 

ﾒ
ﾀﾞ
ｶ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

ﾒ
ﾀﾞ
ｶ
ﾅｶ
ﾞ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ch
au
li
op
s 
fa
ll
ax
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
54
 
 

ﾂ
ﾉｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

ﾋ
ﾒﾂ
ﾉ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

El
as
mu
ch
a 
pu
to
ni
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
55
 
 

 
ｴ
ｻｷ
ﾓ
ﾝｷ
ﾂ
ﾉｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Sa
st
ra
ga
la
 e
sa
ki
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
56
 
 

ﾂ
ﾁｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

ﾐ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼﾂ
ﾁ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ad
om
er
us
 t
ri
gu
tt
ul
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
57
 
 

ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

ｼ
ﾛﾍ
ﾘ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ae
na
ri
a 
le
wi
si
 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
58
 
 

 
ﾄ
ｹﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Ca
rb
ul
a 
ab
br
ev
ia
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
59
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Ca
ys
tr
us
 d
ep
re
ss
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
60
 
 

 
ﾌ
ﾞﾁ
ﾋ
ｹﾞ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Do
ly
co
ri
s 
ba
cc
ar
um
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
61
 
 

 
ﾅ
ｶﾞ
ﾒ 

Eu
ry
de
ma
 r
ug
os
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
62
 
 

 
ｵ
ｵﾄ
ｹ
ﾞｼ
ﾗ
ﾎｼ
ｶ
ﾒﾑ
ｼ 

Ey
sa
rc
or
is
 l
ew
is
i 

○
 

○
○

○
 

 
 

1
63
 
 

 
ｴ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Go
no
ps
is
 a
ff
in
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
64
 
 

 
ﾖ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Ho
ma
lo
go
ni
a 
ob
tu
sa
 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
65
 
 

 
ｽ
ｺｯ
ﾄ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Me
ni
da
 d
is
je
ct
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
66
 
 

 
ﾂ
ﾏｼ
ﾞ
ﾛｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Me
ni
da
 v
io
la
ce
a 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
67
 
 

 
ｱ
ｵｸ
ｻ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Ne
za
ra
 a
nt
en
na
ta
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
68
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｱ
ｵｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Pa
lo
me
na
 a
ng
ul
os
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
69
 
 

 
ﾂ
ﾉｱ
ｵ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Pe
nt
at
om
a 
ja
po
ni
ca
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
70
 
 

 
ﾁ
ｬﾊ
ﾞ
ﾈｱ
ｵ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Pl
au
ti
a 
st
al
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
71
 
 

ﾏ
ﾙｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

ﾋ
ﾒﾏ
ﾙ
ｶﾒ
ﾑ
ｼ 

Co
pt
os
om
a 
bi
gu
tt
ul
um
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
72
 
 

 
ﾏ
ﾙｶ
ﾒ
ﾑｼ
 

Me
ga
co
pt
a 
pu
nc
ta
ti
ss
im
a 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
73
 
 

ｱ
ﾒﾝ
ﾎ
ﾞ 

ｵ
ｵｱ
ﾒ
ﾝﾎ
ﾞ 

Aq
ua
ri
us
 e
lo
ng
at
us
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
74
 
 

 
ｱ
ﾒﾝ
ﾎ
ﾞ 

Aq
ua
ri
us
 p
al
ud
um
 p
al
ud
um
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
75
 
 

 
ﾋ
ﾒｱ
ﾒ
ﾝﾎ
ﾞ 

Ge
rr
is
 l
at
ia
bd
om
in
is
 

○
 

○
○

○
 

 
 

1
76
 
 

 
ﾊ
ﾈﾅ
ｼ
ｱﾒ
ﾝ
ﾎﾞ
 

Ge
rr
is
 n
ep
al
en
si
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
77
 
 

 
ｺ
ｾｱ
ｶ
ｱﾒ
ﾝ
ﾎﾞ
 

Ge
rr
is
 g
ra
ci
li
co
rn
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

1
78
 
 

 
ﾔ
ｽﾏ
ﾂ
ｱﾒ
ﾝ
ﾎﾞ
 

Ge
rr
is
 i
ns
ul
ar
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
79
 
 

 
ｼ
ﾏｱ
ﾒ
ﾝﾎ
ﾞ 

Me
tr
oc
or
is
 h
is
tr
io
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
80
 
 

ﾐ
ｽﾞ
ﾑ
ｼ 

ﾊ
ﾗｸ
ﾞ
ﾛｺ
ﾐ
ｽﾞ
ﾑ
ｼ 

Si
ga
ra
 n
ig
ro
ve
nt
ra
li
s 

 
 

○
○

○
1
8

 
 

 

1
81
 
 

ｺ
ｵｲ
ﾑ
ｼ 

ｺ
ｵｲ
ﾑ
ｼ 

Ap
pa
su
s 
ja
po
ni
cu
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
82
 
 

 
ｵ
ｵｺ
ｵ
ｲﾑ
ｼ 

Ap
pa
su
s 
ma
jo
r 

○
 

○
○

○
1

 
 

 

1
83
 
 

ﾏ
ﾂﾓ
ﾑ
ｼ 

ﾏ
ﾂﾓ
ﾑ
ｼ 

No
to
ne
ct
a 
tr
ig
ut
ta
ta
 

 
 

○
○

○
 

 
 

1
84
 
ﾍ
ﾋﾞ
ﾄ
ﾝﾎ
ﾞ 

ﾍ
ﾋﾞ
ﾄ
ﾝﾎ
ﾞ 

ﾀ
ｲﾘ
ｸ
ｸﾛ
ｽ
ｼﾞ
ﾍ
ﾋﾞ
ﾄ
ﾝﾎ
ﾞ 

Pa
ra
ch
au
li
od
es
 c
on
ti
ne
nt
al
is
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

1
85
 
 

 
ﾍ
ﾋﾞ
ﾄ
ﾝﾎ
ﾞ 

Pr
ot
oh
er
me
s 
gr
an
di
s 

 
 

○
 

 
 

 
2 

1
86
 
ｱ
ﾐﾒ
ｶ
ｹﾞ
ﾛ
ｳ 

ﾋ
ﾛﾊ
ﾞ
ｶｹ
ﾞ
ﾛｳ
 

ﾋ
ﾛﾊ
ﾞ
ｶｹ
ﾞ
ﾛｳ
 

Ly
sm
us
 h
ar
ma
nd
in
us
 

○
 

○
 

○
 

 
1 

1
87
 
 

 
ｷ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗﾋ
ﾛ
ﾊﾞ
ｶ
ｹﾞ
ﾛ
ｳ 

Sp
il
os
my
lu
s 
fl
av
ic
or
ni
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
88
 
 

ｸ
ｻｶ
ｹ
ﾞﾛ
ｳ 

ﾌ
ﾀﾓ
ﾝ
ｸｻ
ｶ
ｹﾞ
ﾛ
ｳ 

Di
ch
oc
hr
ys
a 
fo
rm
os
an
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
89
 
 

ﾋ
ﾒｶ
ｹ
ﾞﾛ
ｳ 

ﾋ
ﾒｶ
ｹ
ﾞﾛ
ｳ科
 

He
me
ro
bi
id
ae
 s
p.
 

○
 

 
 

 
 

1 
2 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
4
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
2
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-99 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
4
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
4/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

1
90
 
ｱ
ﾐﾒ
ｶ
ｹﾞ
ﾛ
ｳ 

ｳ
ｽﾊ
ﾞ
ｶｹ
ﾞ
ﾛｳ
 

ｳ
ｽﾊ
ﾞ
ｶｹ
ﾞ
ﾛｳ
 

Ha
ge
no
my
ia
 m
ic
an
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
91
 
ｼ
ﾘｱ
ｹ
ﾞﾑ
ｼ 

ｶ
ﾞｶ
ﾞ
ﾝﾎ
ﾞ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

ｸ
ﾛﾋ
ﾒ
ｶﾞ
ｶ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞﾓ
ﾄ
ﾞｷ
 

Bi
tt
ac
us
 t
ak
ao
en
si
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
92
 
 

ｼ
ﾘｱ
ｹ
ﾞﾑ
ｼ 

ﾔ
ﾏﾄ
ｼ
ﾘｱ
ｹ
ﾞ 

Pa
no
rp
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
93
 
 

 
ﾌ
ﾟﾗ
ｲ
ﾔｼ
ﾘ
ｱｹ
ﾞ 

Pa
no
rp
a 
pr
ye
ri
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
94
 
ﾄ
ﾋﾞ
ｹ
ﾗ 

ｼ
ﾏﾄ
ﾋ
ﾞｹ
ﾗ 

C
he
u
ma
t
op
s
yc
h
e
属
 

Ch
eu
ma
to
ps
yc
he
 s
p.
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

1
95
 
 

 
H
yd
r
op
s
yc
h
e
属
 

Hy
dr
op
sy
ch
e 
s
p.
 

○
 

 
○

 
7

1
4

 
1 

 

1
96
 
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾜﾄ
ﾋ
ﾞｹ
ﾗ 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｶ
ﾜﾄ
ﾋ
ﾞｹ
ﾗ 

St
en
op
sy
ch
e 
ma
rm
or
at
a 

○
 

 
 

 
3

 
 

 

1
97
 
 

ﾆ
ﾝｷ
ﾞ
ｮｳ
ﾄ
ﾋﾞ
ｹ
ﾗ 

ﾆ
ﾝｷ
ﾞ
ｮｳ
ﾄ
ﾋﾞ
ｹ
ﾗ 

Go
er
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
1

1 
 

 

1
98
 
 

ｶ
ｸﾂ
ﾂ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
 

ｶ
ｸﾂ
ﾂ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
科
 

Le
pi
do
st
om
at
id
ae
 s
p.
 

○
 

 
○

○
 

 
 

1
99
 
 

ｴ
ｸﾞ
ﾘ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
 

ｴ
ｸﾞ
ﾘ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
 

Ne
mo
ta
ul
iu
s 
ad
mo
rs
us
 

 
 

 
○

 
1 

 
 

2
00
 
 

 
N
ot
h
op
s
yc
h
e
属
 

No
th
op
sy
ch
e 
s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

- 
 

 
ｴ
ｸﾞ
ﾘ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
科
 

Li
mn
ep
hi
li
da
e 
sp
. 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

2
01
 
 

ﾄ
ﾋﾞ
ｹ
ﾗ 

ﾑ
ﾗｻ
ｷ
ﾄﾋ
ﾞ
ｹﾗ
 

Eu
ba
si
li
ss
a 
re
gi
na
 

 
 

 
○

 
1

2 
 

 

2
02
 
ﾁ
ｮｳ
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｷ
ﾊﾞ
ｶ
ﾞ 

ﾑ
ﾓﾝ
ﾋ
ﾛﾊ
ﾞ
ｷﾊ
ﾞ
ｶﾞ
 

Od
it
es
 l
iv
id
ul
a 

 
 

○
 

 
3

 
 

 

2
03
 
 

ﾏ
ﾙﾊ
ｷ
ﾊﾞ
ｶ
ﾞ 

ﾎ
ｿｵ
ﾋ
ﾞｷ
ﾏ
ﾙﾊ
ｷ
ﾊﾞ
ｶ
ﾞ 

Cr
yp
to
le
ch
ia
 m
al
ac
ob
yr
sa
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

2
04
 
 

ｽ
ｶﾞ
 

ｺ
ﾅｶ
ﾞ 

Pl
ut
el
la
 x
yl
os
te
ll
a 

 
 

 
○

 
 

 
3 

2
05
 
 

 
ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ｽｶ
ﾞ 

Yp
on
om
eu
ta
 m
al
in
el
lu
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
06
 
 

 
ｵ
ｵｷ
ｸ
ﾁﾌ
ﾞ
ｻｶ
ﾞ 

Yp
so
lo
ph
a 
bl
an
de
ll
us
 

 
 

 
○

 
2 

 
 

2
07
 
 

ﾎ
ﾞｸ
ﾄ
ｳｶ
ﾞ 

ﾎ
ﾞｸ
ﾄ
ｳｶ
ﾞ 

Co
ss
us
 j
ez
oe
ns
is
 

 
 

○
 

 
2

 
 

 

2
08
 
 

ﾊ
ﾏｷ
ｶ
ﾞ 

ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ｺｶ
ｸ
ﾓﾝ
ﾊ
ﾏｷ
 

Ad
ox
op
hy
es
 o
ra
na
 f
as
ci
at
a 

○
 

 
 

 
 

 
1 

2
09
 
 

 
ｱ
ﾄｷ
ﾊ
ﾏｷ
 

Ar
ch
ip
s 
au
da
x 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

2
10
 
 

 
ｵ
ｵｱ
ﾄ
ｷﾊ
ﾏ
ｷ 

Ar
ch
ip
s 
in
ge
nt
an
a 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

2
11
 
 

 
ﾍ
ﾘｵ
ﾋ
ﾞﾋ
ﾒ
ﾊﾏ
ｷ 

Cr
yp
ta
sp
as
ma
 m
ar
gi
ni
fa
sc
ia
ta
 

 
 

 
○

 
1 

 
2 

2
12
 
 

 
ﾖ
ﾓｷ
ﾞ
ﾈﾑ
ｼ
ｶﾞ
 

Ep
ib
le
ma
 f
oe
ne
ll
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
13
 
 

 
ｼ
ﾛﾓ
ﾝ
ﾋﾒ
ﾊ
ﾏｷ
 

He
dy
a 
di
mi
di
an
a 

○
 

 
 

 
4

 
 

1 

2
14
 
 

 
ｵ
ｵｻ
ｻ
ﾞﾅ
ﾐ
ﾋﾒ
ﾊ
ﾏｷ
 

He
dy
a 
in
or
na
ta
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

2
15
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ﾄ
ﾋﾞ
ﾊ
ﾏｷ
 

Pa
nd
em
is
 d
um
et
an
a 

 
 

 
○

 
6

 
 

 

2
16
 
 

 
ｸ
ﾛﾈ
ﾊ
ｲｲ
ﾛ
ﾋﾒ
ﾊ
ﾏｷ
 

Rh
op
ob
ot
a 
na
ev
an
a 

 
 

 
○

 
1 

 
 

2
17
 
 

 
ﾔ
ﾅｷ
ﾞ
ｻｻ
ﾞ
ﾅﾐ
ﾋ
ﾒﾊ
ﾏ
ｷ 

Sa
li
ci
ph
ag
a 
ac
ha
ri
s 

 
 

○
○

 
9

 
 

 

2
18
 
 

ｲ
ﾗｶ
ﾞ 

ﾑ
ﾗｻ
ｷ
ｲﾗ
ｶ
ﾞ 

Au
st
ra
po
da
 d
en
ta
ta
 

 
 

○
 

 
1 

 
1 

2
19
 
 

 
ﾃ
ﾝｸ
ﾞ
ｲﾗ
ｶ
ﾞ 

Mi
cr
ol
eo
n 
lo
ng
ip
al
pi
s 

 
 

○
 

○
1

1 
 

 

2
20
 
 

 
ﾅ
ｼｲ
ﾗ
ｶﾞ
 

Na
ro
so
id
eu
s 
fl
av
id
or
sa
li
s 

 
 

○
 

 
3

5
1
7 

4 
1 

2
21
 
 

 
ｸ
ﾛｼ
ﾀ
ｱｵ
ｲ
ﾗｶ
ﾞ 

Pa
ra
sa
 h
il
ar
ul
a 

 
 

○
 

 
2

4 
2 

 

2
22
 
 

ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｶﾞ
 

ｼ
ﾛｼ
ﾀ
ﾎﾀ
ﾙ
ｶﾞ
 

Ne
oc
ha
lc
os
ia
 r
em
ot
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
23
 
 

ｾ
ｾﾘ
ﾁ
ｮｳ
 

ﾀ
ﾞｲ
ﾐ
ｮｳ
ｾ
ｾﾘ
 

Da
im
io
 t
et
hy
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

2
24
 
 

 
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ｾｾ
ﾘ 

Is
ot
ei
no
n 
la
mp
ro
sp
il
us
 l
am
pr
os
pi
lu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
25
 
 

 
ﾋ
ﾒｷ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｾｾ
ﾘ 

Oc
hl
od
es
 o
ch
ra
ce
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
26
 
 

 
ｲ
ﾁﾓ
ﾝ
ｼﾞ
ｾ
ｾﾘ
 

Pa
rn
ar
a 
gu
tt
at
a 
gu
tt
at
a 

 
 

○
○

○
 

 
 

2
27
 
 

 
ｵ
ｵﾁ
ｬ
ﾊﾞ
ﾈ
ｾｾ
ﾘ 

Po
ly
tr
em
is
 p
el
lu
ci
da
 p
el
lu
ci
da
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
28
 
 

 
ｺ
ﾁｬ
ﾊ
ﾞﾈ
ｾ
ｾﾘ
 

Th
or
es
sa
 v
ar
ia
 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
29
 
 

ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾁｮ
ｳ 

ｱ
ｻｷ
ﾞ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗ 

Pa
ra
nt
ic
a 
si
ta
 n
ip
ho
ni
ca
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
30
 
 

ｼ
ｼﾞ
ﾐ
ﾁｮ
ｳ 

ﾙ
ﾘｼ
ｼ
ﾞﾐ
 

Ce
la
st
ri
na
 a
rg
io
lu
s 
la
do
ni
de
s 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
31
 
 

 
ｳ
ﾗｷ
ﾞ
ﾝｼ
ｼ
ﾞﾐ
 

Cu
re
ti
s 
ac
ut
a 
pa
ra
cu
ta
 

 
 

○
○

○
 

 
 

2
32
 
 

 
ﾂ
ﾊﾞ
ﾒ
ｼｼ
ﾞ
ﾐ 

Ev
er
es
 a
rg
ia
de
s 
ar
gi
ad
es
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
33
 
 

 
ｳ
ﾗﾅ
ﾐ
ｼｼ
ﾞ
ﾐ 

La
mp
id
es
 b
oe
ti
cu
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
34
 
 

 
ﾍ
ﾞﾆ
ｼ
ｼﾞ
ﾐ 

Ly
ca
en
a 
ph
la
ea
s 
ch
in
en
si
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
35
 
 

 
ｺ
ﾞｲ
ｼ
ｼｼ
ﾞ
ﾐ 

Ta
ra
ka
 h
am
ad
a 
ha
ma
da
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
36
 
 

 
ｳ
ﾗﾐ
ｽ
ｼﾞ
ｼ
ｼﾞ
ﾐ 

Wa
gi
mo
 s
ig
na
tu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
37
 
 

 
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｼ
ｼ
ﾞ
ﾐ
本
土
亜
種
 

Zi
ze
er
ia
 m
ah
a 
ar
gi
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
38
 
 

ﾀ
ﾃﾊ
ﾁ
ｮｳ
 

ﾐ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾋｮ
ｳ
ﾓﾝ
 

Ar
gy
nn
is
 p
ap
hi
a 
ts
us
hi
ma
na
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
39
 
 

 
ｵ
ｵｳ
ﾗ
ｷﾞ
ﾝ
ｽｼ
ﾞ
ﾋｮ
ｳ
ﾓﾝ
 

Ar
gy
ro
no
me
 r
us
la
na
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
40
 
 

 
ﾒ
ｽｸ
ﾞ
ﾛﾋ
ｮ
ｳﾓ
ﾝ 

Da
mo
ra
 s
ag
an
a 
li
an
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
41
 
 

 
ｳ
ﾗｷ
ﾞ
ﾝﾋ
ｮ
ｳﾓ
ﾝ 

Fa
br
ic
ia
na
 a
di
pp
e 
pa
ll
es
ce
ns
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
42
 
 

 
ｲ
ﾁﾓ
ﾝ
ｼﾞ
ﾁ
ｮｳ
 

Li
me
ni
ti
s 
ca
mi
ll
a 
ja
po
ni
ca
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
43
 
 

 
ｺ
ﾐｽ
ｼ
ﾞ 

Ne
pt
is
 s
ap
ph
o 
in
te
rm
ed
ia
 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
44
 
 

 
ｷ
ﾀﾃ
ﾊ 

Po
ly
go
ni
a 
c-
au
re
um
 c
-a
ur
eu
m 

 
 

○
○

○
 

 
 

2
45
 
 

 
ﾋ
ﾒｱ
ｶ
ﾀﾃ
ﾊ 

Va
ne
ss
a 
ca
rd
ui
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
46
 
 

 
ｱ
ｶﾀ
ﾃ
ﾊ 

Va
ne
ss
a 
in
di
ca
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
47
 
 

ｱ
ｹﾞ
ﾊ
ﾁｮ
ｳ 

ｶ
ﾗ
ｽ
ｱ
ｹ
ﾞ
ﾊ
本
土
亜
種
 

Pa
pi
li
o 
de
ha
an
ii
 d
eh
aa
ni
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
48
 
 

 
ﾓ
ﾝｷ
ｱ
ｹﾞ
ﾊ 

Pa
pi
li
o 
he
le
nu
s 
ni
cc
on
ic
ol
en
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
49
 
 

 
ｷ
ｱｹ
ﾞ
ﾊ 

Pa
pi
li
o 
ma
ch
ao
n 
hi
pp
oc
ra
te
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
50
 
 

 
ｸ
ﾛ
ｱ
ｹ
ﾞ
ﾊ
本
土
亜
種
 

Pa
pi
li
o 
pr
ot
en
or
 d
em
et
ri
us
 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
51
 
 

 
ｱ
ｹﾞ
ﾊ 

Pa
pi
li
o 
xu
th
us
 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
52
 
 

 
ｳ
ｽﾊ
ﾞ
ｼﾛ
ﾁ
ｮｳ
 

Pa
rn
as
si
us
 c
it
ri
na
ri
us
 c
it
ri
na
ri
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-100 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
5
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
5/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

2
53
 
ﾁ
ｮｳ
 

ｼ
ﾛﾁ
ｮ
ｳ 

ﾂ
ﾏ
ｷ
ﾁ
ｮ
ｳ
本
土
亜
種
 

An
th
oc
ha
ri
s 
sc
ol
ym
us
 s
co
ly
mu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

2
54
 
 

 
ﾓ
ﾝｷ
ﾁ
ｮｳ
 

Co
li
as
 e
ra
te
 p
ol
io
gr
ap
hu
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
55
 
 

 
ｷ
ﾁｮ
ｳ 

Eu
re
ma
 h
ec
ab
e 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
56
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ｸ
ﾞﾛ
ｼ
ﾛﾁ
ｮ
ｳ 

Pi
er
is
 m
el
et
e 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
57
 
 

 
ﾓ
ﾝｼ
ﾛ
ﾁｮ
ｳ 

Pi
er
is
 r
ap
ae
 c
ru
ci
vo
ra
 

 
 

○
○

○
 

 
 

2
58
 
 

ｼ
ﾞｬ
ﾉ
ﾒﾁ
ｮ
ｳ 

ｸ
ﾛ
ﾋ
ｶ
ｹ
ﾞ
本
土
亜
種
 

Le
th
e 
di
an
a 
di
an
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
59
 
 

 
ｼ
ﾞｬ
ﾉ
ﾒﾁ
ｮ
ｳ 

Mi
no
is
 d
ry
as
 b
ip
un
ct
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
60
 
 

 
ｺ
ｼﾞ
ｬ
ﾉﾒ
 

My
ca
le
si
s 
fr
an
ci
sc
a 
pe
rd
ic
ca
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

2
61
 
 

 
ﾋ
ﾒｼ
ﾞ
ｬﾉ
ﾒ 

My
ca
le
si
s 
go
ta
ma
 f
ul
gi
ni
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
62
 
 

 
ｻ
ﾄｷ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾋｶ
ｹ
ﾞ 

Ne
op
e 
go
sc
hk
ev
it
sc
hi
i 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
63
 
 

 
ﾔ
ﾏｷ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾋｶ
ｹ
ﾞ本
土
亜
種
 

Ne
op
e 
ni
ph
on
ic
a 
ni
ph
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
64
 
 

 
ｵ
ｵﾋ
ｶ
ｹﾞ
 

Ni
ng
ut
a 
sc
hr
en
ck
ii
 

 
 

○
 

○
 

 
 

2
65
 
 

 
ﾋ
ﾒｳ
ﾗ
ﾅﾐ
ｼ
ﾞｬ
ﾉ
ﾒ 

Yp
th
im
a 
ar
gu
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

2
66
 
 

ﾂ
ﾄｶ
ﾞ 

ｸ
ﾛｳ
ｽ
ﾑﾗ
ｻ
ｷﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ag
ro
te
ra
 p
os
ti
ca
li
s 

○
 

 
 

 
3

 
 

2 

2
67
 
 

 
ﾊ
ﾗﾅ
ｶ
ﾞｷ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

An
al
th
es
 m
ac
ul
al
is
 

 
 

○
 

 
 

 
1 

2
68
 
 

 
ｼ
ﾛﾋ
ﾄ
ﾓﾝ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

An
al
th
es
 s
em
it
ri
ta
li
s 
or
bi
cu
la
ri
s 

○
 

 
 

 
3

 
 

 

2
69
 
 

 
ﾌ
ﾁﾑ
ﾗ
ｻｷ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Au
ro
ro
bo
ty
s 
au
ro
ri
na
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

2
70
 
 

 
ｼ
ﾛﾃ
ﾝ
ｳｽ
ｸ
ﾞﾛ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Br
ad
in
a 
at
op
al
is
 e
re
ct
al
is
 

 
 

○
 

 
2

3
 

2 
 

2
71
 
 

 
ﾓ
ﾝｳ
ｽ
ｸﾞ
ﾛ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

Br
ad
in
a 
ge
mi
na
li
s 

 
 

○
 

 
2 

1 
 

2
72
 
 

 
ｻ
ﾂﾏ
ﾂ
ﾄｶ
ﾞ 

Ca
la
mo
tr
op
ha
 o
ka
no
i 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
73
 
 

 
ﾌ
ﾀｵ
ﾚ
ﾂﾄ
ｶ
ﾞ 

Ca
la
mo
tr
op
ha
 y
am
an
ak
ai
 y
am
an
ak
ai
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
74
 
 

 
ﾊ
ﾅﾀ
ﾞ
ｶﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ca
mp
to
ma
st
ix
 h
is
bo
na
li
s 

○
 

 
 

 
1

1
 

 
1 

2
75
 
 

 
ｳ
ｽｸ
ﾛ
ｽｼ
ﾞ
ﾂﾄ
ｶ
ﾞ 

Ch
ry
so
te
uc
hi
a 
di
pl
og
ra
mm
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

1 

2
76
 
 

 
ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ci
rc
ob
ot
ys
 n
yc
te
ri
na
 

○
 

 
 

 
2

 
 

1 

2
77
 
 

 
ｷ
ｱﾔ
ﾋ
ﾒﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Di
as
em
ia
 a
cc
al
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

2
78
 
 

 
ｼ
ﾛｱ
ﾔ
ﾋﾒ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Di
as
em
ia
 r
et
ic
ul
ar
is
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
79
 
 

 
ｸ
ﾛﾍ
ﾘ
ｷﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Go
ni
or
hy
nc
hu
s 
bu
ty
ro
su
s 

 
 

○
 

 
 

1 
 

2
80
 
 

 
ｵ
ｵﾓ
ﾝ
ｼﾛ
ﾙ
ﾘﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

He
mo
ps
is
 d
is
si
pa
ta
li
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
81
 
 

 
ﾏ
ｴｷ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

He
rp
et
og
ra
mm
a 
ru
de
 

 
 

○
○

 
1

1 
 

 

2
82
 
 

 
ｹ
ﾅｶ
ﾞ
ﾁﾋ
ﾞ
ｸﾛ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

He
rp
et
og
ra
mm
a 
st
ul
ta
le
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

2
83
 
 

 
ﾏ
ﾒﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ma
ru
ca
 v
it
ra
ta
 

 
 

 
○

 
1 

 
 

2
84
 
 

 
ｼ
ﾛﾃ
ﾝ
ｷﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Na
co
le
ia
 c
om
mi
xt
a 

 
 

○
○

 
1 

 
1 

2
85
 
 

 
ｲ
ﾉｳ
ｴ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

Na
co
le
ia
 i
no
ue
i 

 
 

 
○

 
1 

 
 

2
86
 
 

 
ﾎ
ｼｵ
ﾋ
ﾞﾎ
ｿ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

No
mi
s 
al
bo
pe
da
li
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

2
87
 
 

 
ｼ
ﾛｱ
ｼ
ｸﾛ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Om
io
de
s 
tr
is
tr
ia
li
s 

○
 

 
 

 
1

1
 

 
 

2
88
 
 

 
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ﾉ
ﾒ
ｲ
ｶ
ﾞ
本
州
亜
種
 

Os
tr
in
ia
 s
ca
pu
la
li
s 
su
bp
ac
if
ic
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

2
89
 
 

 
ﾏ
ｴﾍ
ﾞ
ﾆﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Pa
li
ga
 m
in
ne
ha
ha
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

2
90
 
 

 
ﾏ
ｴｱ
ｶ
ｽｶ
ｼ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

Pa
lp
it
a 
ni
gr
op
un
ct
al
is
 

○
 

 
○

 
1

2
1 

2 
1 

2
91
 
 

 
ｳ
ｺﾝ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Pl
eu
ro
pt
ya
 r
ur
al
is
 

 
 

 
○

 
3 

 
 

2
92
 
 

 
ｷ
ﾑｼ
ﾞ
ﾉﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

Pr
od
as
yc
ne
mi
s 
in
or
na
ta
 

 
 

 
○

 
3 

 
1 

2
93
 
 

 
ﾐ
ｶｴ
ﾘ
ｿｳ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Pr
on
om
is
 d
el
ic
at
al
is
 

 
 

 
○

 
1 

 
 

2
94
 
 

 
ﾎ
ｿｽ
ｼ
ﾞﾂ
ﾄ
ｶﾞ
 

Ps
eu
da
rg
yr
ia
 i
nt
er
ru
pt
el
la
 

 
 

○
 

 
4

 
 

 

2
95
 
 

 
ﾓ
ﾝｽ
ｶ
ｼｷ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Ps
eu
de
bu
le
a 
fe
nt
on
i 
fe
nt
on
i 

 
 

○
 

 
2

 
 

3 

2
96
 
 

 
ﾋ
ﾄｽ
ｼ
ﾞｵ
ｵ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Sc
ir
po
ph
ag
a 
li
ne
at
a 

 
 

○
 

 
 

1 
 

2
97
 
 

 
ｳ
ﾝﾓ
ﾝ
ｼﾛ
ﾉ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

To
ga
bo
ty
s 
fu
sc
ol
in
ea
ta
li
s 

○
 

○
 

 
3

 
 

3 

2
98
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｼ
ﾞﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ty
sp
an
od
es
 s
tr
ia
tu
s 
st
ri
at
us
 

○
 

○
 

 
1

2
 

 
1 

2
99
 
 

 
ｺ
ﾏﾙ
ﾓ
ﾝﾉ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ud
ea
 m
on
te
ns
is
 

 
 

 
○

 
1

 
 

2 

3
00
 
 

ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

ｷ
ﾞﾝ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Ac
ro
ba
si
s 
ru
br
iz
on
el
la
 

 
 

○
 

 
 

1 
1 

3
01
 
 

 
ﾂ
ﾂﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ac
ro
ba
si
s 
sq
ua
li
de
ll
a 

 
 

○
 

 
 

 
1 

3
02
 
 

 
ｳ
ｽｱ
ｶ
ﾑﾗ
ｻ
ｷﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Ad
dy
me
 c
on
fu
sa
li
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

3
03
 
 

 
ｲ
ﾀﾔ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Et
ie
ll
oi
de
s 
cu
rv
el
lu
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
04
 
 

 
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞﾂ
ﾂ
ﾞﾘ
ｶ
ﾞ 

Eu
lo
ph
op
al
pi
a 
pa
up
er
al
is
 

 
 

○
 

 
1 

 
1 

3
05
 
 

 
ﾌ
ﾀｸ
ﾞ
ﾛﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Fu
rc
at
a 
di
ch
ro
me
ll
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
06
 
 

 
ﾈ
ｱｵ
ﾌ
ﾄﾒ
ｲ
ｶﾞ
 

Or
th
ag
a 
on
er
at
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

1 

3
07
 
 

 
ｵ
ｵﾏ
ｴ
ｼﾞ
ﾛ
ﾎｿ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Pa
ra
em
ma
lo
ce
ra
 g
en
sa
na
li
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
08
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｽ
ｼﾞ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Pa
ta
go
ni
od
es
 n
ip
po
ne
ll
us
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
09
 
 

 
ｵ
ｵﾌ
ﾄ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Sa
lm
a 
am
ic
a 

 
 

○
 

 
 

 
2 

3
10
 
 

 
ﾅ
ｶｱ
ｵ
ﾌﾄ
ﾒ
ｲｶ
ﾞ 

Sa
lm
a 
el
eg
an
s 

 
 

○
 

 
 

 
1 

3
11
 
 

 
ﾋ
ｹﾞ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾒｲ
ｶ
ﾞ 

Sp
at
ul
ip
al
pi
a 
al
bi
st
ri
al
is
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
12
 
 

ﾏ
ﾄﾞ
ｶ
ﾞ 

ﾏ
ﾄﾞ
ｶ
ﾞ 

Th
yr
is
 u
si
ta
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
 

3
13
 
 

ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞｶ
ﾞ 

ﾏ
ｴｷ
ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞ 

Ag
ni
dr
a 
sc
ab
io
sa
 s
ca
bi
os
a 

○
 

○
○

 
7

1
7

6 
3 

4 

3
14
 
 

 
ﾀ
ｹｳ
ﾁ
ﾄｶ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ 

Be
ta
ps
es
ti
s 
um
br
os
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
15
 
 

 
ﾎ
ｼﾍ
ﾞ
ｯｺ
ｳ
ｶｷ
ﾞ
ﾊﾞ
 

De
ro
ca
 i
nc
on
cl
us
a 
ph
as
ma
 

○
 

 
○

 
1 

1 
 

3
16
 
 

 
ﾋ
ﾒｳ
ｽ
ﾍﾞ
ﾆ
ﾄｶ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ 

Ha
br
os
yn
e 
au
ro
ri
na
 

○
 

○
 

 
1

 
 

3 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-101 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
6
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
6/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

3
17
 
ﾁ
ｮｳ
 

ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞｶ
ﾞ 

ｵ
ｶﾞ
ｻ
ﾜﾗ
ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞ 

Mi
cr
ob
le
ps
is
 a
cu
mi
na
ta
 

○
 

○
 

 
1

 
1 

 

3
18
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｶ
ｷﾞ
ﾊ
ﾞ 

No
rd
st
ro
mi
a 
gr
is
ea
ri
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

3
19
 
 

 
ｱ
ｼﾍ
ﾞ
ﾆｶ
ｷ
ﾞﾊ
ﾞ 

Or
et
a 
pu
lc
hr
ip
es
 

○
 

○
○

 
1

3
 

1 
1 

3
20
 
 

 
ｳ
ｽｼ
ﾞ
ﾛﾄ
ｶ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞ 

Pa
ra
ps
es
ti
s 
al
bi
da
 

○
 

 
 

 
1

1
 

 
 

3
21
 
 

 
ｵ
ｵﾊ
ﾞ
ﾄｶ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ 

Te
th
ea
 a
mp
li
at
a 

○
 

○
 

 
1

1
 

1 
1 

3
22
 
 

 
ﾎ
ｿﾄ
ｶ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞ 

Te
th
ea
 o
ct
og
es
im
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

4 

3
23
 
 

ｱ
ｹﾞ
ﾊ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷｶ
ﾞ 

ｷ
ﾝﾓ
ﾝ
ｶﾞ
 

Ps
yc
ho
st
ro
ph
ia
 m
el
an
ar
gi
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

3
24
 
 

ｼ
ｬｸ
ｶ
ﾞ 

ﾋ
ﾄｽ
ｼ
ﾞﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ab
ra
xa
s 
la
ti
fa
sc
ia
ta
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
25
 
 

 
ﾋ
ﾒﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ab
ra
xa
s 
ni
ph
on
ib
ia
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
26
 
 

 
ﾌ
ﾀﾏ
ｴ
ﾎｼ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ac
hr
os
is
 p
au
pe
ra
 

○
 

○
 

 
1

 
1 

 

3
27
 
 

 
ﾊ
ﾝﾉ
ﾄ
ﾋﾞ
ｽ
ｼﾞ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ae
th
al
ur
a 
ig
no
bi
li
s 

○
 

 
 

 
1

1
1 

 
 

3
28
 
 

 
ﾅ
ｶｳ
ｽ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Al
ci
s 
an
gu
li
fe
ra
 

○
 

 
○

 
4

1 
 

2 

3
29
 
 

 
ﾖ
ﾓ
ｷ
ﾞ
ｴ
ﾀ
ﾞ
ｼ
ｬ
ｸ
本
州
以
南
亜
種
 

As
co
ti
s 
se
le
na
ri
a 
cr
et
ac
ea
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
30
 
 

 
ﾑ
ｽｼ
ﾞ
ｼﾛ
ﾅ
ﾐｼ
ｬ
ｸ 

As
th
en
a 
ny
mp
ha
ea
ta
 

○
 

 
○

 
1 

 
1 

3
31
 
 

 
ｷ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗｼ
ﾛ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

As
th
en
a 
oc
to
ma
cu
la
ri
a 

 
 

○
 

 
 

 
1 

3
32
 
 

 
ｵ
ｵﾖ
ｽ
ｼﾞ
ｱ
ｶｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

As
ty
gi
sa
 c
hl
or
or
ph
no
de
s 

○
 

○
 

 
2

 
1 

 

3
33
 
 

 
ﾊ
ｲｲ
ﾛ
ｵｵ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Bi
st
on
 r
eg
al
is
 c
om
it
at
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
34
 
 

 
ｱ
ﾄｸ
ﾞ
ﾛｱ
ﾐ
ﾒｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ca
be
ra
 g
ri
se
ol
im
ba
ta
 g
ri
se
ol
im
ba
ta
 

○
 

 
 

 
 

 
7 

3
35
 
 

 
ｺ
ｽｼ
ﾞ
ｼﾛ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ca
be
ra
 p
ur
us
 

○
 

 
 

 
2

1
 

 
 

3
36
 
 

 
ｱ
ﾄﾎ
ﾞ
ｼｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ce
pp
hi
s 
ad
ve
na
ri
a 

○
 

○
 

 
1 

1 
1 

3
37
 
 

 
ﾌ
ﾀﾃ
ﾝ
ｵｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ch
ia
sm
ia
 d
ef
ix
ar
ia
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
38
 
 

 
ｺ
ﾖﾂ
ﾒ
ｱｵ
ｼ
ｬｸ
 

Co
mo
st
ol
a 
su
bt
il
ia
ri
a 
ny
mp
ha
 

 
 

○
○

 
2

1 
 

 

3
39
 
 

 
ｱ
ｶｱ
ｼ
ｱｵ
ｼ
ｬｸ
 

Cu
lp
in
ia
 d
if
fu
sa
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

3
40
 
 

 
ｼ
ﾛﾓ
ﾝ
ｱｵ
ﾋ
ﾒｼ
ｬ
ｸ 

Di
th
ec
od
es
 e
ra
sa
 

○
 

 
 

 
 

1 
1 

3
41
 
 

 
ｵ
ｵﾊ
ｶ
ﾞﾀ
ﾅ
ﾐｼ
ｬ
ｸ 

Ec
li
pt
op
er
a 
um
br
os
ar
ia
 u
mb
ro
sa
ri
a 

○
 

 
 

 
1 

 
 

3
42
 
 

 
ｼ
ﾛｽ
ﾞ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ec
pe
te
li
a 
al
bi
fr
on
ta
ri
a 

○
 

 
 

 
 

 
1 

3
43
 
 

 
ﾌ
ﾄﾌ
ﾀ
ｵﾋ
ﾞ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ec
tr
op
is
 c
re
pu
sc
ul
ar
ia
 

○
 

○
 

 
6

2 
5 

1 

3
44
 
 

 
ｵ
ｵﾄ
ﾋ
ﾞｽ
ｼ
ﾞｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ec
tr
op
is
 e
xc
el
le
ns
 

○
 

 
 

 
1

5
1 

 
 

3
45
 
 

 
ｳ
ｽｼ
ﾞ
ﾛｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ec
tr
op
is
 o
bl
iq
ua
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

3
46
 
 

 
ﾓ
ﾐｼ
ﾞ
ﾂﾏ
ｷ
ﾘｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

En
dr
op
io
de
s 
in
di
ct
in
ar
ia
 

○
 

○
 

 
2

4
 

5 
1 

3
47
 
 

 
ｻ
ﾗｻ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ep
ho
lc
a 
ar
en
os
a 

 
 

○
 

 
 

 
1 

3
48
 
 

 
ｳ
ｽｵ
ﾋ
ﾞﾋ
ﾒ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Eu
ch
ri
st
op
hi
a 
cu
mu
la
ta
 c
um
ul
at
a 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
49
 
 

 
ﾊ
ｺﾍ
ﾞ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Eu
ph
yi
a 
ci
ne
ra
ri
a 

 
 

 
○

 
1

 
 

1 

3
50
 
 

 
ｷ
ｱﾐ
ﾒ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Eu
st
ro
ma
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○

 
1

1
1 

 
1 

3
51
 
 

 
ﾊ
ｶﾞ
ﾀ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Eu
st
ro
ma
 m
el
an
ch
ol
ic
a 
me
la
nc
ho
li
ca
 

 
 

 
○

 
1 

 
 

3
52
 
 

 
ｾ
ｽｼ
ﾞ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Ev
ec
li
pt
op
er
a 
il
li
ta
ta
 i
ll
it
at
a 

○
 

 
○

 
1

1 
 

 

3
53
 
 

 
ｵ
ｲﾜ
ｹ
ｷｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Ex
an
ge
ro
na
 p
ra
tt
ia
ri
a 

 
 

 
○

 
1

2 
 

 

3
54
 
 

 
ｷ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗｵ
ｵ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Ga
nd
ar
it
is
 f
ix
se
ni
 

 
 

○
 

○
1

 
 

 

3
55
 
 

 
ｶ
ｷﾞ
ｼ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｱ
ｵ
ｼｬ
ｸ 

Ge
om
et
ra
 d
ie
ck
ma
nn
i 

○
 

 
 

 
 

1 
4 

3
56
 
 

 
ﾅ
ﾐｶ
ﾞ
ﾀｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

He
te
ra
rm
ia
 c
ha
ro
n 
ch
ar
on
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
57
 
 

 
ｳ
ﾗﾍ
ﾞ
ﾆｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

He
te
ro
lo
ch
a 
ar
is
to
na
ri
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
58
 
 

 
ｶ
ﾊﾞ
ｲ
ﾛﾋ
ﾒ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Hy
dr
el
ia
 a
de
sm
a 

○
 

 
 

 
1 

 
 

3
59
 
 

 
ﾃ
ﾝｽ
ｼ
ﾞﾋ
ﾒ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Hy
dr
el
ia
 n
is
ar
ia
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
60
 
 

 
ｳ
ｽﾊ
ﾞ
ﾐｽ
ｼ
ﾞｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Hy
po
me
ci
s 
pu
nc
ti
na
li
s 
co
nf
er
en
da
 

○
 

 
 

 
8

3
 

5 
 

3
61
 
 

 
ﾊ
ﾐｽ
ｼ
ﾞｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Hy
po
me
ci
s 
ro
bo
ra
ri
a 
di
sp
li
ce
ns
 

○
 

 
 

 
2

7
 

1 
3 

3
62
 
 

 
ｳ
ｽｷ
ﾋ
ﾒｼ
ｬ
ｸ 

Id
ae
a 
bi
se
la
ta
 

 
 

 
○

 
1

1 
 

 

3
63
 
 

 
ﾋ
ﾒｳ
ｽ
ｱｵ
ｼ
ｬｸ
 

Jo
di
s 
pu
ta
ta
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

3
64
 
 

 
ｼ
ﾛｽ
ｼ
ﾞﾋ
ﾒ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Li
gd
ia
 j
ap
on
ar
ia
 

 
 

○
 

 
 

1 
 

3
65
 
 

 
ｳ
ｽﾌ
ﾀ
ｽｼ
ﾞ
ｼﾛ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Lo
mo
gr
ap
ha
 s
ub
sp
er
sa
ta
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

3
66
 
 

 
ﾊ
ﾞﾗ
ｼ
ﾛｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Lo
mo
gr
ap
ha
 t
em
er
at
a 

○
 

○
 

 
3

1 
1 

1 

3
67
 
 

 
ｼ
ｬﾝ
ﾊ
ｲｵ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ma
ca
ri
a 
sh
an
gh
ai
sa
ri
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
68
 
 

 
ｽ
ﾞｸ
ﾞ
ﾛﾂ
ﾊ
ﾞﾒ
ｱ
ｵｼ
ｬ
ｸ 

Ma
xa
te
s 
fu
sc
of
ro
ns
 

○
 

 
 

 
2 

 
 

3
69
 
 

 
ﾊ
ｶﾞ
ﾀ
ﾂﾊ
ﾞ
ﾒｱ
ｵ
ｼｬ
ｸ 

Ma
xa
te
s 
gr
an
di
fi
ca
ri
a 

 
 

○
 

 
3

 
 

 

3
70
 
 

 
ｳ
ｽｸ
ﾓ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Me
no
ph
ra
 s
en
il
is
 

○
 

 
 

 
1

1
 

1 
 

3
71
 
 

 
ﾁ
ﾋﾞ
ﾄ
ﾋﾞ
ｽ
ｼﾞ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

My
ri
ob
le
ph
ar
a 
na
na
ri
a 

○
 

 
 

 
 

 
1 

3
72
 
 

 
ｸ
ﾛﾐ
ｽ
ｼﾞ
ｼ
ﾛｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

My
rt
et
a 
an
ge
li
ca
 a
ng
el
ic
a 

 
 

 
○

 
1

 
 

1 

3
73
 
 

 
ﾎ
ｼｽ
ｼ
ﾞｼ
ﾛ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

My
rt
et
a 
pu
nc
ta
ta
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

3
74
 
 

 
ﾏ
ｴｷ
ﾄ
ﾋﾞ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

No
th
om
iz
a 
fo
rm
os
a 

○
 

○
○

 
1

4
2
1 

1 
2 

3
75
 
 

 
ｺ
ﾖﾂ
ﾒ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Op
ht
ha
lm
it
is
 i
rr
or
at
ar
ia
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
76
 
 

 
ｳ
ｽｷ
ﾂ
ﾊﾞ
ﾒ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ou
ra
pt
er
yx
 n
iv
ea
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

3
77
 
 

 
ﾂ
ﾏｷ
ﾘ
ｳｽ
ｷ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Pa
re
cl
ip
si
s 
gr
ac
il
is
 

○
 

○
○

 
4

2 
 

4 

3
78
 
 

 
ｳ
ﾗﾓ
ﾝ
ｱｶ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Pa
re
pi
on
e 
gr
at
a 

○
 

○
 

 
1

1
2 

5 
 

3
79
 
 

 
ｳ
ｽｸ
ﾞ
ﾛﾅ
ﾐ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ph
an
er
ot
hy
ri
s 
si
ne
ar
ia
 n
oc
ti
vo
la
ns
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
80
 
 

 
ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ﾂﾉ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Ph
th
on
os
em
a 
te
nd
in
os
ar
ia
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-102 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
7
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
7/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

3
81
 
ﾁ
ｮｳ
 

ｼ
ｬｸ
ｶ
ﾞ 

ﾅ
ｶｷ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Pl
ag
od
is
 d
ol
ab
ra
ri
a 

 
 

○
 

 
1

2 
 

1 

3
82
 
 

 
ｺ
ﾅﾌ
ｷ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Pl
ag
od
is
 p
ul
ve
ra
ri
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

 
1

1
2 

1 
1 

3
83
 
 

 
ｵ
ｵｸ
ﾛ
ｵﾋ
ﾞ
ﾅﾐ
ｼ
ｬｸ
 

Pr
ae
th
er
a 
pr
ae
fe
ct
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
84
 
 

 
ｵ
ﾚｸ
ｷ
ﾞｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Pr
ot
ob
oa
rm
ia
 s
im
pl
ic
ia
ri
a 

○
 

 
 

 
3

 
 

2 

3
85
 
 

 
ﾈ
ｸﾞ
ﾛ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ra
mo
bi
a 
ba
si
fu
sc
ar
ia
 

 
 

 
○

 
3

 
 

1 

3
86
 
 

 
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞｵ
ｴ
ﾀﾞ
ｼ
ｬｸ
 

Rh
yn
ch
ob
ap
ta
 c
er
vi
na
ri
a 
bi
li
ne
at
a 

○
 

○
○

 
1

1
1

2 
1 

1 

3
87
 
 

 
ﾌ
ﾀﾔ
ﾏ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Ri
ki
os
at
oa
 g
ri
se
a 

 
 

 
○

 
4 

 
 

3
88
 
 

 
ﾓ
ﾝﾄ
ﾋ
ﾞﾋ
ﾒ
ｼｬ
ｸ 

Sc
op
ul
a 
mo
di
ca
ri
a 

○
 

 
 

 
 

 
2 

3
89
 
 

 
ﾊ
ｶﾞ
ﾀ
ﾑﾗ
ｻ
ｷｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Se
le
ni
a 
so
rd
id
ar
ia
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
90
 
 

 
ｼ
ﾛｵ
ﾋ
ﾞﾏ
ﾙ
ﾊﾞ
ﾅ
ﾐｼ
ｬ
ｸ 

So
li
ta
ne
a 
de
fr
ic
at
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
91
 
 

 
ﾊ
ｸﾞ
ﾙ
ﾏｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Sy
ne
gi
a 
ha
da
ss
a 
ha
da
ss
a 

 
 

○
 

 
1 

 
 

3
92
 
 

 
ﾏ
ﾙﾊ
ｸ
ﾞﾙ
ﾏ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Sy
ne
gi
a 
ic
hi
no
sa
wa
na
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

3
93
 
 

 
ﾃ
ﾝﾂ
ﾞ
ﾏﾅ
ﾐ
ｼｬ
ｸ 

Te
le
no
me
ut
a 
pu
nc
ti
ma
rg
in
ar
ia
 p
un
ct
im
ar
gi
na
ri
a

○
 

 
 

 
1

 
 

 

3
94
 
 

 
ﾐ
ﾔﾏ
ﾂ
ﾊﾞ
ﾒ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Th
in
op
te
ry
x 
de
le
ct
an
s 

 
 

 
○

 
1 

 
 

3
95
 
 

 
ﾓ
ﾝｼ
ﾛ
ﾂﾏ
ｷ
ﾘｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Xe
ro
de
s 
al
bo
no
ta
ri
a 
al
bo
no
ta
ri
a 

○
 

 
 

 
1

 
1 

1 

3
96
 
 

 
ﾐ
ｽｼ
ﾞ
ﾂﾏ
ｷ
ﾘｴ
ﾀ
ﾞｼ
ｬ
ｸ 

Xe
ro
de
s 
ru
fe
sc
en
ta
ri
a 

 
 

○
 

 
2

 
 

 

3
97
 
 

 
ﾄ
ｶﾞ
ﾘ
ｴﾀ
ﾞ
ｼｬ
ｸ 

Xy
lo
sc
ia
 s
ub
sp
er
sa
ta
 

○
 

 
 

 
1

 
1 

 

3
98
 
 

ﾂ
ﾊﾞ
ﾒ
ｶﾞ
 

ｸ
ﾛﾎ
ｼ
ﾌﾀ
ｵ 

Dy
sa
et
hr
ia
 m
oz
a 

○
 

○
○

 
2

 
2 

 

3
99
 
 

 
ｸ
ﾛﾌ
ﾀ
ｵ 

Ep
ip
le
ma
 s
ty
x 

 
 

 
○

 
1

1 
 

 

4
00
 
 

ｶ
ｲｺ
ｶ
ﾞ 

ｸ
ﾜｺ
 

Bo
mb
yx
 m
an
da
ri
na
 

 
 

○
 

 
1

1 
 

 

4
01
 
 

 
ｵ
ｵｸ
ﾜ
ｺﾞ
ﾓ
ﾄﾞ
ｷ 

Ob
er
th
ue
ri
a 
fa
lc
ig
er
a 

○
 

○
 

 
2 

 
1 

4
02
 
 

ｶ
ﾚﾊ
ｶ
ﾞ 

ﾏ
ﾂｶ
ﾚ
ﾊ 

De
nd
ro
li
mu
s 
sp
ec
ta
bi
li
s 

 
 

○
 

 
4 

 
 

4
03
 
 

 
ﾂ
ｶﾞ
ｶ
ﾚﾊ
 

De
nd
ro
li
mu
s 
su
pe
ra
ns
 

 
 

○
 

 
1

 
2 

1 

4
04
 
 

 
ﾀ
ｹｶ
ﾚ
ﾊ 

Eu
th
ri
x 
al
bo
ma
cu
la
ta
 d
ir
ec
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
 

4
05
 
 

 
ﾖ
ｼｶ
ﾚ
ﾊ 

Eu
th
ri
x 
po
ta
to
ri
a 
be
rg
ma
ni
 

 
 

○
 

○
3

 
 

1 

4
06
 
 

 
ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ｶﾚ
ﾊ 

Od
on
es
ti
s 
pr
un
i 
ja
po
ne
ns
is
 

 
 

○
 

 
1

1
 

 
 

4
07
 
 

ﾔ
ﾏﾏ
ﾕ
ｶﾞ
 

ｵ
ｵﾐ
ｽ
ﾞｱ
ｵ 

Ac
ti
as
 a
li
en
a 
al
ie
na
 

○
 

○
 

○
1

3
7 

1 
4 

4
08
 
 

 
ﾔ
ﾏﾏ
ﾕ 

An
th
er
ae
a 
ya
ma
ma
i 
ya
ma
ma
i 

 
 

○
○

○
3

1
 

1 
 

4
09
 
 

 
ｸ
ｽｻ
ﾝ 

Sa
tu
rn
ia
 j
ap
on
ic
a 
ja
po
ni
ca
 

 
 

○
○

○
1

7 
 

 

4
10
 
 

ｽ
ｽﾞ
ﾒ
ｶﾞ
 

ｸ
ﾙﾏ
ｽ
ｽﾞ
ﾒ 

Am
pe
lo
ph
ag
a 
ru
bi
gi
no
sa
 r
ub
ig
in
os
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

4
11
 
 

 
ｳ
ﾝﾓ
ﾝ
ｽｽ
ﾞ
ﾒ 

Ca
ll
am
bu
ly
x 
ta
ta
ri
no
vi
i 
ga
by
ae
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
12
 
 

 
ｻ
ｻﾞ
ﾅ
ﾐｽ
ｽ
ﾞﾒ
 

Do
lb
in
a 
ta
nc
re
i 

○
 

 
 

 
 

 
2 

4
13
 
 

 
ｸ
ﾛﾃ
ﾝ
ｹﾝ
ﾓ
ﾝｽ
ｽ
ﾞﾒ
 

Ke
nt
ro
ch
ry
sa
li
s 
co
ns
im
il
is
 

○
 

○
 

 
6

2 
2 

3 

4
14
 
 

 
ﾓ
ﾓｽ
ｽ
ﾞﾒ
 

Ma
ru
mb
a 
ga
sc
hk
ew
it
sc
hi
i 
ec
he
ph
ro
n 

○
 

○
 

 
5

4
1

6 
1 

1
2 

4
15
 
 

 
ｸ
ﾁﾊ
ﾞ
ｽｽ
ﾞ
ﾒ 

Ma
ru
mb
a 
sp
er
ch
iu
s 
sp
er
ch
iu
s 

 
 

○
 

 
2

2
1 

1 
6 

4
16
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｼ
ﾓﾌ
ﾘ
ｽｽ
ﾞ
ﾒ 

Me
ga
no
to
n 
an
al
is
 s
cr
ib
ae
 

 
 

○
 

 
1

1
 

 
 

4
17
 
 

 
ｺ
ｳﾁ
ｽ
ｽﾞ
ﾒ 

Sm
er
in
th
us
 t
ok
yo
ni
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

4
18
 
 

ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺｶ
ﾞ 

ｾ
ｸﾞ
ﾛ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Cl
os
te
ra
 a
na
st
om
os
is
 

 
 

○
 

 
 

1 
 

4
19
 
 

 
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾞﾗ
ｼ
ﾛｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Cn
et
ho
do
nt
a 
gr
is
es
ce
ns
 g
ri
se
sc
en
s 

○
 

○
 

 
1

9
 

2 
7 

4
20
 
 

 
ｷ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Cu
tu
za
 s
tr
am
in
ea
 

○
 

 
 

 
1 

1 
 

4
21
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ﾓ
ﾝｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Dr
ym
on
ia
 d
od
on
id
es
 d
ai
se
ne
ns
is
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

4
22
 
 

 
ｺ
ﾄﾋ
ﾞ
ﾓﾝ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Dr
ym
on
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

 
1

2 
 

6 

4
23
 
 

 
ｸ
ﾛﾃ
ﾝ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

El
li
da
 b
ra
ni
ck
ii
 

○
 

 
 

 
1
5

 
2 

8 

4
24
 
 

 
ｾ
ﾀﾞ
ｶ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Eu
ha
mp
so
ni
a 
cr
is
ta
ta
 

○
 

○
 

 
2

2
 

2 
2 

4
25
 
 

 
ｱ
ｵｾ
ﾀ
ﾞｶ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Eu
ha
mp
so
ni
a 
sp
le
nd
id
a 

 
 

○
 

 
7 

 
1
0 

4
26
 
 

 
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Fe
nt
on
ia
 o
cy
pe
te
 

○
 

○
 

 
1

 
 

2 

4
27
 
 

 
ｱ
ｶｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Ga
ng
ar
id
op
si
s 
ci
tr
in
a 

○
 

○
 

 
1

9
4 

2 
8 

4
28
 
 

 
ｷ
ﾞﾝ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Ha
rp
yi
a 
um
br
os
a 
gi
nk
ak
uj
i 

○
 

 
 

 
 

 
2 

4
29
 
 

 
ﾂ
ﾏｼ
ﾞ
ﾛｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

He
xa
fr
en
um
 l
eu
co
de
ra
 

○
 

○
 

 
2

3
 

4 
1 

4
30
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Lo
ph
oc
os
ma
 s
ar
an
tu
ja
 

○
 

 
 

 
2

 
1 

 

4
31
 
 

 
ﾋ
ﾅｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Mi
cr
om
el
al
op
ha
 t
ro
gl
od
yt
a 

 
 

○
 

 
 

 
1 

4
32
 
 

 
ﾊ
ｲｲ
ﾛ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Mi
cr
op
ha
le
ra
 g
ri
se
a 

○
 

 
 

 
3

1 
2 

4 

4
33
 
 

 
ﾌ
ﾀｼ
ﾞ
ﾏﾈ
ｸ
ﾞﾛ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Ne
od
ry
mo
ni
a 
de
li
a 

 
 

○
 

 
1 

 
1 

4
34
 
 

 
ﾅ
ｶｽ
ｼ
ﾞｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

Ne
ri
ce
 b
ip
ar
ti
ta
 

○
 

○
 

 
1

9
1 

2 
4 

4
35
 
 

 
ﾆ
ﾄﾍ
ﾞ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Pe
ri
de
a 
al
ie
na
 

○
 

○
 

 
1

 
1 

1 

4
36
 
 

 
ﾅ
ｶｷ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Pe
ri
de
a 
gi
ga
nt
ea
 

 
 

○
 

 
2

3
 

1 
 

4
37
 
 

 
ﾙ
ﾘﾓ
ﾝ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Pe
ri
de
a 
ob
er
th
ue
ri
 

○
 

○
 

 
6

2
 

 
 

4
38
 
 

 
ﾓ
ﾝｸ
ﾛ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Ph
al
er
a 
fl
av
es
ce
ns
 

 
 

○
 

 
 

 
2 

4
39
 
 

 
ｽ
ｽﾞ
ｷ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Ph
eo
si
op
si
s 
ci
ne
re
a 

○
 

 
 

 
2

8
 

5 
1
4 

4
40
 
 

 
ｵ
ｵｴ
ｸ
ﾞﾘ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Pt
er
os
to
ma
 g
ig
an
ti
nu
m 

○
 

○
 

 
5

6 
3 

3 

4
41
 
 

 
ｸ
ﾛｴ
ｸ
ﾞﾘ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Pt
il
od
on
 o
ka
no
i 

○
 

○
 

 
2

1 
2 

 

4
42
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｷ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｼ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Ro
sa
ma
 o
rn
at
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

4
43
 
 

 
ｶ
ｴﾃ
ﾞ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Se
mi
do
nt
a 
bi
lo
ba
 

○
 

○
 

 
 

1 
1 

4
44
 
 

 
ｸ
ﾋﾞ
ﾜ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Sh
ak
a 
at
ro
vi
tt
at
us
 

 
 

○
 

 
1

1 
2 

2 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-103 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
8
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
8/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B
1
B
2
B
3
B
4
B
5
B
6
L
1
L
2
L
3
L
4 
L
5 
L
6 

4
45
 
ﾁ
ｮｳ
 

ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺｶ
ﾞ 

ｳ
ｽｲ
ﾛ
ｷﾞ
ﾝ
ﾓﾝ
ｼ
ｬﾁ
ﾎ
ｺ 

Sp
at
al
ia
 d
oe
rr
ie
si
 

○
 

○
 

 
7

2 
1 

4 

4
46
 
 

 
ｵ
ｵｱ
ｵ
ｼｬ
ﾁ
ﾎｺ
 

Sy
nt
yp
is
ti
s 
cy
an
ea
 c
ya
ne
a 

○
 

 
 

 
 

2 
1 

4
47
 
 

 
ﾀ
ﾃｽ
ｼ
ﾞｼ
ｬ
ﾁﾎ
ｺ 

To
ge
pt
er
yx
 v
el
ut
in
a 

○
 

 
 

 
 

1 
5 

4
48
 
 

ﾋ
ﾄﾘ
ｶ
ﾞ 

ﾋ
ﾄﾘ
ｶ
ﾞ 

Ar
ct
ia
 c
aj
a 
ph
ae
os
om
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

4
49
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ﾍ
ﾞﾆ
ｺ
ｹｶ
ﾞ 

Ba
rs
in
e 
st
ri
at
a 
st
ri
at
a 

○
 

 
 

 
7

1
5

1 
3 

4 

4
50
 
 

 
ｼ
ﾛﾋ
ﾄ
ﾘ 

Ch
io
na
rc
ti
a 
ni
ve
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

4
51
 
 

 
ｱ
ｶｽ
ｼ
ﾞｼ
ﾛ
ｺｹ
ｶ
ﾞ 

Cy
an
a 
ha
ma
ta
 h
am
at
a 

 
 

○
 

 
1

2
 

1 
1 

4
52
 
 

 
ﾋ
ﾒｷ
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ 

Do
lg
om
a 
cr
ib
ra
ta
 

○
 

 
 

 
2

 
 

1 

4
53
 
 

 
ﾑ
ｼﾞ
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ 

Ei
le
ma
 d
ep
la
na
 p
av
es
ce
ns
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

4
54
 
 

 
ﾆ
ｾｷ
ﾏ
ｴﾎ
ｿ
ﾊﾞ
 

Ei
le
ma
 n
an
ki
ng
ic
a 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

4
55
 
 

 
ｷ
ｼﾀ
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ 

Ei
le
ma
 v
et
us
ta
 a
eg
ro
ta
 

 
 

 
○

 
3

 
 

 

4
56
 
 

 
ｸ
ﾛﾌ
ｼ
ﾛﾋ
ﾄ
ﾘ 

Eo
sp
il
ar
ct
ia
 l
ew
is
ii
 

○
 

 
 

 
1

 
2 

 

4
57
 
 

 
ｷ
ﾏｴ
ｸ
ﾛﾎ
ｿ
ﾊﾞ
 

Gh
or
ia
 c
ol
li
to
id
es
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

4
58
 
 

 
ｸ
ﾜｺ
ﾞ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗﾋ
ﾄ
ﾘ 

Le
my
ra
 i
mp
ar
il
is
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
59
 
 

 
ｸ
ﾛﾐ
ｬ
ｸﾎ
ｿ
ﾊﾞ
 

Pe
lo
si
a 
ra
mo
su
la
 j
ez
oe
ns
is
 

 
 

○
 

 
1

3
1

 
1 

 

4
60
 
 

 
ｱ
ｶﾊ
ﾗ
ｺﾞ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾋﾄ
ﾘ 

Sp
il
os
om
a 
pu
nc
ta
ri
um
 

○
 

 
 

 
 

1 
1 

4
61
 
 

ﾄ
ﾞｸ
ｶ
ﾞ 

ﾄ
ﾞｸ
ｶ
ﾞ 

Ar
ta
xa
 s
ub
fl
av
a 

 
 

○
 

 
1 

1 
 

4
62
 
 

 
ｽ
ｽﾞ
ｷ
ﾄﾞ
ｸ
ｶﾞ
 

Ca
ll
it
ea
ra
 c
on
ju
nc
ta
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

4
63
 
 

 
ｱ
ｶﾋ
ｹ
ﾞﾄ
ﾞ
ｸｶ
ﾞ 

Ca
ll
it
ea
ra
 l
un
ul
at
a 

○
 

 
 

 
 

1 
1 

4
64
 
 

 
ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ﾄﾞ
ｸ
ｶﾞ
 

Ca
ll
it
ea
ra
 p
se
ud
ab
ie
ti
s 

○
 

○
 

 
2

2
1 

1 
1 

4
65
 
 

 
ﾏ
ﾒﾄ
ﾞ
ｸｶ
ﾞ 

Ci
fu
na
 l
oc
up
le
s 
co
nf
us
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

4
66
 
 

 
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞ
ｳﾄ
ﾞ
ｸｶ
ﾞ 

Il
em
a 
eu
ry
di
ce
 

 
 

○
○

 
1

1 
 

 

4
67
 
 

 
ｷ
ﾄﾞ
ｸ
ｶﾞ
 

Ki
do
ku
ga
 p
ip
er
it
a 

○
 

 
 

○
1

 
 

1 

4
68
 
 

 
ｽ
ｹﾞ
ｵ
ｵﾄ
ﾞ
ｸｶ
ﾞ 

La
el
ia
 g
ig
an
te
a 

 
 

 
○

 
3

 
 

 

4
69
 
 

 
ﾏ
ｲﾏ
ｲ
ｶﾞ
 

Ly
ma
nt
ri
a 
di
sp
ar
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

4
70
 
 

ﾔ
ｶﾞ
 

ｻ
ｸﾗ
ｹ
ﾝﾓ
ﾝ 

Ac
ro
ni
ct
a 
ad
au
ct
a 

○
 

 
 

 
 

 
1 

4
71
 
 

 
ｵ
ｵｳ
ｽ
ﾂﾞ
ﾏ
ｶﾗ
ｽ
ﾖﾄ
ｳ 

Am
ph
ip
yr
a 
er
eb
in
a 

 
 

○
○

 
1

 
1 

 

4
72
 
 

 
ｶ
ﾗｽ
ﾖ
ﾄｳ
 

Am
ph
ip
yr
a 
li
vi
da
 c
or
vi
na
 

 
 

○
○

 
1

 
 

1 

4
73
 
 

 
ｼ
ﾏｶ
ﾗ
ｽﾖ
ﾄ
ｳ 

Am
ph
ip
yr
a 
py
ra
mi
de
a 
ya
ma
 

 
 

○
○

 
2

 
 

1 

4
74
 
 

 
ﾂ
ﾏｼ
ﾞ
ﾛｶ
ﾗ
ｽﾖ
ﾄ
ｳ 

Am
ph
ip
yr
a 
sc
hr
en
ck
ii
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

4
75
 
 

 
ｼ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｶ
ﾗ
ｽﾖ
ﾄ
ｳ 

Am
ph
ip
yr
a 
tr
ip
ar
ti
ta
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

4
76
 
 

 
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ｶﾊ
ﾞ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

An
ac
hr
os
ti
s 
mi
nu
ti
ss
im
a 

 
 

 
○

 
1 

 
 

4
77
 
 

 
ｳ
ｽﾍ
ﾞ
ﾘｹ
ﾝ
ﾓﾝ
 

An
ac
ro
ni
ct
a 
ni
ti
da
 

○
 

○
 

 
1

6
 

 
1 

4
78
 
 

 
ﾈ
ｽｼ
ﾞ
ｼﾗ
ｸ
ﾓﾖ
ﾄ
ｳ 

Ap
am
ea
 h
am
ps
on
i 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
79
 
 

 
ｼ
ﾛﾓ
ﾝ
ｵﾋ
ﾞ
ﾖﾄ
ｳ 

At
he
ti
s 
li
ne
os
a 

○
 

 
 

 
1

 
1 

 

4
80
 
 

 
ﾋ
ﾒｻ
ﾋ
ﾞｽ
ｼ
ﾞﾖ
ﾄ
ｳ 

At
he
ti
s 
st
el
la
ta
 

○
 

 
 

 
1

 
 

3 

4
81
 
 

 
ﾓ
ｸﾒ
ﾔ
ｶﾞ
 

Ax
yl
ia
 p
ut
ri
s 

○
 

 
○

 
1 

 
2 

4
82
 
 

 
ｺ
ｳﾝ
ﾓ
ﾝｸ
ﾁ
ﾊﾞ
 

Bl
as
ti
co
rh
in
us
 u
ss
ur
ie
ns
is
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

4
83
 
 

 
ﾎ
ｼﾑ
ﾗ
ｻｷ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Bo
mo
lo
ch
a 
ni
gr
ob
as
al
is
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
84
 
 

 
ｼ
ﾗｸ
ﾓ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Bo
mo
lo
ch
a 
zi
ll
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
85
 
 

 
ｳ
ｽｱ
ｵ
ﾓﾝ
ｺ
ﾔｶ
ﾞ 

Br
yo
ph
il
in
a 
mo
ll
ic
ul
a 

○
 

 
 

 
 

 
4 

4
86
 
 

 
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ﾂﾏ
ｷ
ﾘﾖ
ﾄ
ｳ 

Ca
ll
op
is
tr
ia
 r
ep
le
ta
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

4
87
 
 

 
ﾏ
ﾒｷ
ｼ
ﾀﾊ
ﾞ 

Ca
to
ca
la
 d
up
li
ca
ta
 

 
 

 
○

 
 

 
1 

4
88
 
 

 
ｼ
ﾞｮ
ﾅ
ｽｷ
ｼ
ﾀﾊ
ﾞ 

Ca
to
ca
la
 j
on
as
ii
 

 
 

 
○

 
1

1 
 

 

4
89
 
 

 
ｼ
ﾛｼ
ﾀ
ﾊﾞ
 

Ca
to
ca
la
 n
iv
ea
 n
iv
ea
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

4
90
 
 

 
ﾋ
ﾄﾃ
ﾝ
ﾖﾄ
ｳ 

Ch
al
co
ny
x 
yp
si
lo
n 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
91
 
 

 
ﾏ
ｴﾓ
ﾝ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Ch
or
si
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
1

 
1 

 

4
92
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｺ
ﾔｶ
ﾞ 

Ch
or
si
a 
no
lo
id
es
 

 
 

○
 

 
 

1 
 

4
93
 
 

 
ｶ
ｸﾓ
ﾝ
ｷｼ
ﾀ
ﾊﾞ
 

Ch
ry
so
ri
th
ru
m 
am
at
um
 

○
 

○
 

 
 

2 
 

4
94
 
 

 
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ﾈｸ
ﾞ
ﾛﾖ
ﾄ
ｳ 

Ch
yt
on
ix
 s
ub
al
bo
no
ta
ta
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
95
 
 

 
ﾈ
ｸﾞ
ﾛ
ｹﾝ
ﾓ
ﾝ 

Co
lo
ca
si
a 
je
zo
en
si
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

4
96
 
 

 
ﾂ
ﾏﾍ
ﾞ
ﾆｼ
ﾏ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Co
rg
at
ha
 o
bs
ol
et
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

4
97
 
 

 
ｸ
ﾛﾌ
ｹ
ﾝﾓ
ﾝ 

Cr
an
io
ph
or
a 
ja
nk
ow
sk
ii
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

4
98
 
 

 
ｸ
ｼﾋ
ｹ
ﾞｳ
ｽ
ｷﾖ
ﾄ
ｳ 

Ct
en
os
to
la
 s
pa
rg
an
oi
de
s 

 
 

 
○

 
1
2

4
 

 
 

4
99
 
 

 
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞｺ
ﾔ
ｶﾞ
 

De
lt
ot
e 
ba
nk
ia
na
 a
mu
ru
la
 

○
 

 
 

 
 

 
3 

5
00
 
 

 
ｵ
ｵﾊ
ﾞ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Di
ar
si
a 
ca
ne
sc
en
s 

○
 

 
○

 
1

2
1 

 
2 

5
01
 
 

 
ｺ
ｳｽ
ﾁ
ｬﾔ
ｶ
ﾞ 

Di
ar
si
a 
de
pa
rc
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

5
02
 
 

 
ｳ
ｽﾂ
ﾞ
ﾏｸ
ﾁ
ﾊﾞ
 

Di
nu
mm
a 
de
po
ne
ns
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
03
 
 

 
ﾖ
ﾂﾓ
ﾝ
ﾑﾗ
ｻ
ｷｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Di
om
ea
 d
is
ci
si
gn
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

5
04
 
 

 
ﾏ
ｴﾍ
ﾘ
ﾓﾝ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Di
om
ea
 j
an
ko
ws
ki
i 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
05
 
 

 
ｺ
ﾞﾎ
ﾞ
ｳﾄ
ｶ
ﾞﾘ
ﾖ
ﾄｳ
 

Go
rt
yn
a 
fo
rt
is
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

5
06
 
 

 
ｳ
ｽｷ
ﾐ
ｽｼ
ﾞ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

He
rm
in
ia
 a
re
no
sa
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

5
07
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

He
rm
in
ia
 g
ri
se
al
is
 

 
 

 
○

 
2 

 
1 

5
08
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｽ
ｼﾞ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

He
rm
in
ia
 t
ar
si
cr
in
al
is
 

○
 

 
○

 
3

3
2 

3 
1 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-104 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
9
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
9/
1
7）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

5
09
 
ﾁ
ｮｳ
 

ﾔ
ｶﾞ
 

ﾎ
ｼﾎ
ﾞ
ｼﾔ
ｶ
ﾞ 

He
rm
on
as
sa
 a
re
no
sa
 

 
 

 
○

 
2

 
 

 

5
10
 
 

 
ｸ
ﾛｸ
ﾓ
ﾔｶ
ﾞ 

He
rm
on
as
sa
 c
ec
il
ia
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
11
 
 

 
ﾋ
ﾛｵ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
ｸﾞ
ﾛ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Hy
dr
il
lo
de
s 
mo
ro
sa
 

○
 

 
 

 
2

6
 

1 
5 

5
12
 
 

 
ﾋ
ﾛﾊ
ﾞ
ﾁﾋ
ﾞ
ﾄｶ
ﾞ
ﾘｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Hy
pe
no
mo
rp
ha
 c
al
am
in
a 

 
 

○
○

 
1

1 
 

 

5
13
 
 

 
ﾓ
ﾝｷ
ｺ
ﾔｶ
ﾞ 

Hy
pe
rs
tr
ot
ia
 f
la
vi
pu
nc
ta
 

 
 

○
 

 
2

 
 

 

5
14
 
 

 
ｸ
ﾛﾓ
ﾝ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Ko
ya
ga
 s
en
ex
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

5
15
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Le
io
st
ol
a 
mo
ll
is
 

○
 

 
 

 
1 

 
 

5
16
 
 

 
ｷ
ﾏﾀ
ﾞ
ﾗｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Lo
ph
om
il
ia
 p
ol
yb
ap
ta
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

5
17
 
 

 
ﾁ
ﾋﾞ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Lu
ce
ri
a 
fl
et
ch
er
i 

 
 

 
○

 
1

3
3

8 
2 

 

5
18
 
 

 
ｸ
ﾋﾞ
ｸ
ﾞﾛ
ｸ
ﾁﾊ
ﾞ 

Ly
ge
ph
il
a 
ma
xi
ma
 

 
 

 
○

 
1

1
 

 
 

5
19
 
 

 
ﾈ
ｼﾞ
ﾛ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Ma
li
at
th
a 
ch
al
co
gr
am
ma
 

 
 

○
 

 
 

2 
 

5
20
 
 

 
ﾖ
ﾄｳ
ｶ
ﾞ 

Ma
me
st
ra
 b
ra
ss
ic
ae
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

5
21
 
 

 
ﾂ
ﾏｵ
ﾋ
ﾞｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Me
so
pl
ec
tr
a 
gr
is
el
da
 

 
 

 
○

 
2 

 
 

5
22
 
 

 
ﾌ
ﾀﾎ
ｼ
ｺﾔ
ｶ
ﾞ 

Mi
ca
rd
ia
 p
ul
ch
ra
 

○
 

 
 

 
4

 
1 

 

5
23
 
 

 
ｳ
ﾗﾓ
ﾝ
ﾁﾋ
ﾞ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Mi
cr
er
em
it
es
 p
yr
al
oi
de
s 

 
 

 
○

 
3 

 
1 

5
24
 
 

 
ﾆ
ｾｳ
ﾝ
ﾓﾝ
ｸ
ﾁﾊ
ﾞ 

Mo
ci
s 
an
ci
ll
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
25
 
 

 
ｳ
ﾝﾓ
ﾝ
ｸﾁ
ﾊ
ﾞ 

Mo
ci
s 
an
ne
tt
a 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
26
 
 

 
ｺ
ﾞﾏ
ｹ
ﾝﾓ
ﾝ 

Mo
ma
 a
lp
iu
m 

○
 

○
 

 
2

6
 

6 
1 

5
27
 
 

 
ﾌ
ｻｷ
ﾊ
ﾞｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Mo
so
pi
a 
so
rd
id
um
 

 
 

○
 

 
1

 
2 

 

5
28
 
 

 
ﾅ
ｶﾞ
ﾌ
ﾀｵ
ﾋ
ﾞｷ
ﾖ
ﾄｳ
 

My
th
im
na
 d
iv
er
ge
ns
 

 
 

○
 

 
3

1 
5 

3 

5
29
 
 

 
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｷﾖ
ﾄ
ｳ 

My
th
im
na
 f
la
vo
st
ig
ma
 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

5
30
 
 

 
ｸ
ﾛｼ
ﾀ
ｷﾖ
ﾄ
ｳ 

My
th
im
na
 p
la
ci
da
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
31
 
 

 
ﾌ
ﾀｵ
ﾋ
ﾞｷ
ﾖ
ﾄｳ
 

My
th
im
na
 t
ur
ca
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
32
 
 

 
ﾌ
ﾀｵ
ﾋ
ﾞｺ
ﾔ
ｶﾞ
 

Na
ra
ng
a 
ae
ne
sc
en
s 

 
 

○
 

 
2

 
 

 

5
33
 
 

 
ｱ
ﾄｷ
ｽ
ｼﾞ
ｸ
ﾙﾏ
ｺ
ﾔｶ
ﾞ 

Or
uz
a 
mi
ra
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
34
 
 

 
ﾂ
ﾏｼ
ﾞ
ﾛﾂ
ﾏ
ｷﾘ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Pa
ng
ra
pt
a 
lu
nu
la
ta
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

5
35
 
 

 
ｵ
ﾋﾞ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Pa
ra
co
la
x 
fa
sc
ia
li
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

5
36
 
 

 
ﾐ
ｽｼ
ﾞ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Pa
ra
co
la
x 
tr
il
in
ea
li
s 

○
 

 
 

 
2 

1 
1 

5
37
 
 

 
ｼ
ﾛﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ｺ
ﾔｶ
ﾞ 

Pr
ot
od
el
to
te
 d
is
ti
ng
ue
nd
a 

○
 

○
 

 
2

 
 

1 

5
38
 
 

 
ﾌ
ﾀｽ
ｼ
ﾞﾖ
ﾄ
ｳ 

Pr
ot
om
is
el
ia
 b
il
in
ea
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

5
39
 
 

 
ﾏ
ｴﾎ
ｼ
ﾖﾄ
ｳ 

Py
rr
hi
di
va
lv
a 
so
rd
id
a 

 
 

○
○

 
1

 
 

1 

5
40
 
 

 
ﾃ
ﾝｸ
ﾛ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Ri
vu
la
 s
er
ic
ea
li
s 

 
 

○
○

○
1

 
 

 

5
41
 
 

 
ｳ
ｽﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Sc
ed
op
la
 d
if
fu
sa
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
42
 
 

 
ｷ
ﾂﾞ
ﾏ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Sc
ed
op
la
 r
eg
al
is
 

○
 

 
 

 
2

1
 

1 
1 

5
43
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｼ
ﾞﾋ
ﾒ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Sc
hr
an
ki
a 
co
st
ae
st
ri
ga
li
s 

 
 

 
○

 
5 

 
 

5
44
 
 

 
ｳ
ｽｵ
ﾋ
ﾞﾋ
ﾒ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Sc
hr
an
ki
a 
ma
su
ii
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

5
45
 
 

 
ﾊ
ｽｵ
ﾋ
ﾞﾋ
ﾒ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

Sc
hr
an
ki
a 
se
pa
ra
ta
li
s 

 
 

 
○

 
1

3
4 

1 
 

5
46
 
 

 
ｳ
ｽｲ
ﾛ
ｶﾊ
ﾞ
ｽｼ
ﾞ
ﾔｶ
ﾞ 

Si
ne
ug
ra
ph
e 
bi
pa
rt
it
a 

 
 

 
○

 
3 

 
 

5
47
 
 

 
ｶ
ﾊﾞ
ｽ
ｼﾞ
ﾔ
ｶﾞ
 

Si
ne
ug
ra
ph
e 
ex
us
ta
 

 
 

 
○

 
1 

 
 

5
48
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ｷ
ﾘﾖ
ﾄ
ｳ 

Sp
od
op
te
ra
 d
ep
ra
va
ta
 

○
 

 
○

 
1 

1 
1 

5
49
 
 

 
ｼ
ﾛﾃ
ﾝ
ｱﾂ
ﾊ
ﾞ 

St
en
be
rg
ma
ni
a 
al
bo
ma
cu
la
li
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
50
 
 

 
ﾅ
ﾏﾘ
ｹ
ﾝﾓ
ﾝ 

Ta
mb
an
a 
pl
um
be
a 

○
 

 
 

 
2

4
 

 
3 

5
51
 
 

 
ｼ
ﾛｽ
ｼ
ﾞｱ
ｵ
ﾖﾄ
ｳ 

Tr
ac
he
a 
at
ri
pl
ic
is
 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

5
52
 
 

 
ｳ
ｽｸ
ﾞ
ﾛｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Tr
au
di
ng
es
 f
um
os
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

5
53
 
 

 
ｷ
ｲﾛ
ｱ
ﾂﾊ
ﾞ 

Tr
ei
ts
ch
ke
nd
ia
 h
el
va
 

○
 

 
 

 
1

2
 

 
 

5
54
 
 

 
ﾋ
ﾒｺ
ﾌ
ﾞﾋ
ｹ
ﾞｱ
ﾂ
ﾊﾞ
 

Tr
ei
ts
ch
ke
nd
ia
 t
ar
si
pe
nn
al
is
 

○
 

○
 

 
1

 
1 

 

5
55
 
 

 
ｼ
ﾛﾓ
ﾝ
ﾔｶ
ﾞ 

Xe
st
ia
 c
-n
ig
ru
m 

○
 

 
 

 
 

 
1 

5
56
 
 

 
ｷ
ｼﾀ
ﾐ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾔｶ
ﾞ 

Xe
st
ia
 e
ff
lo
re
sc
en
s 

 
 

○
○

 
2

 
1 

1 

5
57
 
 

 
ｸ
ﾛﾌ
ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛﾔ
ｶ
ﾞ 

Xe
st
ia
 f
us
co
st
ig
ma
 

 
 

 
○

 
2

 
 

 

5
58
 
 

 
ﾊ
ｺﾍ
ﾞ
ﾔｶ
ﾞ 

Xe
st
ia
 k
ol
la
ri
 p
lu
mb
at
a 

 
 

 
○

 
3

 
 

 

5
59
 
 

ｺ
ﾌﾞ
ｶ
ﾞ 

ｷ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞｼ
ﾘ
ﾝｶ
ﾞ 

Ar
io
li
ca
 a
rg
en
te
a 

○
 

○
 

 
1

 
1 

2 

5
60
 
 

 
ﾍ
ﾞﾆ
ﾓ
ﾝｱ
ｵ
ﾘﾝ
ｶ
ﾞ 

Ea
ri
as
 r
os
ei
fe
ra
 

○
 

 
 

 
1

 
1 

 

5
61
 
 

 
ｸ
ﾛｵ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾝ
ｶﾞ
 

Ge
la
st
oc
er
a 
ko
ts
ch
ub
ej
i 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
62
 
 

 
ﾏ
ｴｷ
ﾘ
ﾝｶ
ﾞ 

Ir
ag
ao
de
s 
no
bi
li
s 

○
 

 
 

 
2

 
 

1 

5
63
 
 

 
ｱ
ｵｽ
ｼ
ﾞｱ
ｵ
ﾘﾝ
ｶ
ﾞ 

Ps
eu
do
ip
s 
pr
as
in
an
us
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

5
64
 
ﾊ
ｴ 

ｶ
ﾞｶ
ﾞ
ﾝﾎ
ﾞ 

A
nt
o
ch
a
属
 

An
to
ch
a 
sp
. 

○
 

 
○

○
1

1
 

 
 

5
65
 
 

 
ﾐ
ｶﾄ
ﾞ
ｶﾞ
ｶ
ﾞﾝ
ﾎ
ﾞ 

Ct
en
ac
ro
sc
el
is
 m
ik
ad
o 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
66
 
 

 
C
te
n
op
h
or
a
 t
s
ur
u
gi
an
a

Ct
en
op
ho
ra
 t
su
ru
gi
an
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
67
 
 

 
E
le
p
ha
n
to
m
yi
a
属
 

El
ep
ha
nt
om
yi
a 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

5
68
 
 

 
L
im
o
ni
a
属
 

Li
mo
ni
a 
sp
. 

○
 

 
○

○
1

 
 

 

5
69
 
 

 
M
ol
o
ph
i
lu
s
属
 

Mo
lo
ph
il
us
 s
p
. 

○
 

 
○

 
1

7
 

 
 

5
70
 
 

 
ｷ
ｲﾛ
ﾎ
ｿｶ
ﾞ
ｶﾞ
ﾝ
ﾎﾞ
 

Ne
ph
ro
to
ma
 v
ir
ga
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
71
 
 

 
ﾀ
ﾞｲ
ﾐ
ｮｳ
ｶ
ﾞｶ
ﾞ
ﾝﾎ
ﾞ 

Pe
di
ci
a 
da
im
io
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
72
 
 

 
ｷ
ﾘｳ
ｼ
ﾞｶ
ﾞ
ｶﾞ
ﾝ
ﾎﾞ
 

Ti
pu
la
 a
in
o 

○
 

○
○

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-105 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
0
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
0/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

5
73
 
ﾊ
ｴ 

ｶ
ﾞｶ
ﾞ
ﾝﾎ
ﾞ 

ﾏ
ｴｷ
ｶ
ﾞｶ
ﾞ
ﾝﾎ
ﾞ 

Ti
pu
la
 y
am
at
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
T
ip
u
la
属
 

Ti
pu
la
 
sp
. 

○
 

 
○

○
1

 
1 

1 

5
74
 
 

ﾇ
ｶｶ
 

ﾇ
ｶｶ
科
 

Ce
ra
to
po
go
ni
da
e 
sp
. 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

5
75
 
 

ﾕ
ｽﾘ
ｶ 

ﾕ
ｽﾘ
ｶ科
 

Ch
ir
on
om
id
ae
 s
p.
 

○
 

○
○

○
9

1 
 

 

5
76
 
 

ｶ 
ﾋ
ﾄｽ
ｼ
ﾞｼ
ﾏ
ｶ 

Ae
de
s 
al
bo
pi
ct
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
A
ed
e
s
属
 

Ae
de
s 
s
p.
 

○
 

○
 

○
2

1 
1 

 

5
77
 
 

 
C
ul
e
x
属
 

Cu
le
x 
s
p.
 

 
 

 
○

○
2

1 
 

 

5
78
 
 

ｹ
ﾊﾞ
ｴ 

ﾒ
ｽｱ
ｶ
ｹﾊ
ﾞ
ｴ 

Bi
bi
o 
ru
fi
ve
nt
ri
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
79
 
 

 
ﾊ
ｸﾞ
ﾛ
ｹﾊ
ﾞ
ｴ 

Bi
bi
o 
te
ne
br
os
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
80
 
 

P
le
c
ii
d
ae
 

ﾋ
ﾒｾ
ｱ
ｶｹ
ﾊ
ﾞｴ
 

Pe
nt
he
tr
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
81
 
 

ﾀ
ﾏﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾀ
ﾏﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Ce
ci
do
my
ii
da
e 
sp
. 

○
 

 
○

○
5

1
6 

 
 

5
82
 
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾀ
ｹｶ
 

M
ac
r
oc
e
ra
属
 

Ma
cr
oc
er
a 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

5
83
 
 

ｷ
ﾉｺ
ﾊ
ﾞｴ
 

ﾂ
ﾏｸ
ﾞ
ﾛｵ
ｵ
ｷﾉ
ｺ
ﾊﾞ
ｴ 

Le
pt
om
or
ph
us
 p
an
or
pi
fo
rm
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
ｷ
ﾉｺ
ﾊ
ﾞｴ
科
 

My
ce
to
ph
il
id
ae
 s
p.
 

○
 

○
○

○
 

 
 

5
84
 
 

ｸ
ﾛﾊ
ﾞ
ﾈｷ
ﾉ
ｺﾊ
ﾞ
ｴ 

ｸ
ﾛﾊ
ﾞ
ﾈｷ
ﾉ
ｺﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Sc
ia
ri
da
e 
sp
. 

○
 

○
○

○
1 

 
 

5
85
 
 

ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｱ
ﾌ
ﾞ 

ｾ
ﾀﾞ
ｶ
ｺｶ
ﾞ
ｼﾗ
ｱ
ﾌﾞ
 

Ol
ig
on
eu
ra
 n
ig
ro
ae
ne
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
86
 
 

ｼ
ｷﾞ
ｱ
ﾌﾞ
 

ｷ
ｲﾛ
ｼ
ｷﾞ
ｱ
ﾌﾞ
 

Rh
ag
io
 f
la
vi
me
di
us
 

○
 

○
 

○
 

 
2 

5
87
 
 

ﾐ
ｽﾞ
ｱ
ﾌﾞ
 

ﾄ
ｹﾞ
ﾅ
ｼﾐ
ｽ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞ 

Al
lo
gn
os
ta
 v
ag
an
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
88
 
 

 
ﾈ
ｸﾞ
ﾛ
ﾐｽ
ﾞ
ｱﾌ
ﾞ 

Cr
as
pe
do
me
to
po
n 
fr
on
ta
le
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
89
 
 

 
ﾊ
ﾗｷ
ﾝ
ﾐｽ
ﾞ
ｱﾌ
ﾞ 

Mi
cr
oc
hr
ys
a 
fl
av
iv
en
tr
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
90
 
 

 
ｺ
ｳｶ
ｱ
ﾌﾞ
 

Pt
ec
ti
cu
s 
te
ne
br
if
er
 

 
 

○
○

○
 

 
 

5
91
 
 

ｱ
ﾌﾞ
 

A
ty
l
ot
u
s
属
 

At
yl
ot
us
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
92
 
 

 
ｱ
ｵｺ
ｱ
ﾌﾞ
 

Hi
ro
si
a 
hu
mi
li
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
93
 
 

 
ｲ
ﾖｼ
ﾛ
ｵﾋ
ﾞ
ｱﾌ
ﾞ 

Hi
ro
si
a 
iy
oe
ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
94
 
 

 
ｷ
ﾝｲ
ﾛ
ｱﾌ
ﾞ 

Hi
ro
si
a 
sa
pp
or
oe
ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
95
 
 

 
ｱ
ｶｳ
ｼ
ｱﾌ
ﾞ 

Ta
ba
nu
s 
ch
ry
su
ru
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
96
 
 

 
ﾔ
ﾏﾄ
ｱ
ﾌﾞ
 

Ta
ba
nu
s 
ru
fi
de
ns
 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
97
 
 

ｷ
ｱﾌ
ﾞ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

ﾐ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼｷ
ｱ
ﾌﾞ
ﾓ
ﾄﾞ
ｷ 

Xy
lo
my
a 
mo
iw
an
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
98
 
 

ﾑ
ｼﾋ
ｷ
ｱﾌ
ﾞ 

ﾄ
ﾗﾌ
ﾑ
ｼﾋ
ｷ 

As
to
ch
ia
 v
ir
ga
ti
pe
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

5
99
 
 

 
ｲ
ｯｼ
ｷ
ｲｼ
ｱ
ﾌﾞ
 

Ch
oe
ra
de
s 
is
sh
ik
ii
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
00
 
 

 
ｱ
ｵﾒ
ｱ
ﾌﾞ
 

Co
ph
in
op
od
a 
ch
in
en
si
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
01
 
 

 
E
ut
o
lm
u
s
属
 

Eu
to
lm
us
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
02
 
 

 
L
ep
t
og
a
st
e
r
属
 

Le
pt
og
as
te
r 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
03
 
 

 
N
eo
i
ta
m
us
属
 

Ne
oi
ta
mu
s 
sp
. 

○
 

○
 

○
1 

 
 

6
04
 
 

 
ｼ
ｵﾔ
ｱ
ﾌﾞ
 

Pr
om
ac
hu
s 
ye
so
ni
cu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
05
 
 

 
ｻ
ｷｸ
ﾞ
ﾛﾑ
ｼ
ﾋｷ
 

Tr
ic
ho
ma
ch
im
us
 s
cu
te
ll
ar
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
06
 
 

ﾂ
ﾘｱ
ﾌ
ﾞ 

ｸ
ﾛﾊ
ﾞ
ﾈﾂ
ﾘ
ｱﾌ
ﾞ 

Li
gy
ra
 t
an
ta
lu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
07
 
 

 
ﾆ
ﾄﾍ
ﾞ
ﾊﾗ
ﾎ
ﾞｿ
ﾂ
ﾘｱ
ﾌ
ﾞ 

Sy
st
ro
pu
s 
ni
to
be
i 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
08
 
 

 
ｽ
ｷﾊ
ﾞ
ﾂﾘ
ｱ
ﾌﾞ
 

Vi
ll
a 
li
mb
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
09
 
 

ｱ
ｼﾅ
ｶ
ﾞﾊ
ﾞ
ｴ 

C
hr
y
so
t
us
属
 

Ch
ry
so
tu
s 
sp
. 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
10
 
 

 
C
on
d
yl
o
st
y
lu
s
属
 

Co
nd
yl
os
ty
lu
s 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
11
 
 

 
D
ol
i
ch
o
pu
s
属
 

Do
li
ch
op
us
 s
p
. 

○
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
ｱ
ｼﾅ
ｶ
ﾞﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Do
li
ch
op
od
id
ae
 s
p.
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
12
 
 

ﾔ
ﾘﾊ
ﾞ
ｴ 

ｾ
ｽｼ
ﾞ
ﾔﾘ
ﾊ
ﾞｴ
 

Lo
nc
ho
pt
er
a 
ja
po
ni
ca
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
13
 
 

ｱ
ﾀﾏ
ｱ
ﾌﾞ
 

ｱ
ﾀﾏ
ｱ
ﾌﾞ
科
 

Pi
pu
nc
ul
id
ae
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
14
 
 

ﾊ
ﾅｱ
ﾌ
ﾞ 

ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｺｼ
ﾎ
ﾞｿ
ﾊ
ﾅｱ
ﾌ
ﾞ 

Ba
cc
ha
 m
ac
ul
at
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
15
 
 

 
B
et
a
sy
r
ph
u
s
属
 

Be
ta
sy
rp
hu
s 
s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
16
 
 

 
ﾖ
ｺｼ
ﾞ
ﾏｵ
ｵ
ﾋﾗ
ﾀ
ｱﾌ
ﾞ 

Di
de
oi
de
s 
la
tu
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
17
 
 

 
ﾎ
ｿﾋ
ﾗ
ﾀｱ
ﾌ
ﾞ 

Ep
is
yr
ph
us
 b
al
te
at
us
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
18
 
 

 
ｼ
ﾏﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

Er
is
ta
li
s 
ce
re
al
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
19
 
 

 
ｷ
ｮｳ
ｺ
ｼﾏ
ﾊ
ﾅｱ
ﾌ
ﾞ 

Er
is
ta
li
s 
ky
ok
oa
e 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
20
 
 

 
ﾅ
ﾐﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

Er
is
ta
li
s 
te
na
x 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
21
 
 

 
ｱ
ｼﾌ
ﾞ
ﾄﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

He
lo
ph
il
us
 v
ir
ga
tu
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
22
 
 

 
M
el
a
no
s
to
m
a
属
 

Me
la
no
st
om
a 
s
p.
 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
23
 
 

 
ｼ
ﾏｱ
ｼ
ﾌﾞ
ﾄ
ﾊﾅ
ｱ
ﾌﾞ
 

Me
se
mb
ri
us
 f
la
vi
ce
ps
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
24
 
 

 
ﾄ
ｹﾞ
ｱ
ﾘﾉ
ｽ
ｱﾌ
ﾞ 

Mi
cr
od
on
 o
it
an
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

- 
 

 
M
ic
r
od
o
n
属
 

Mi
cr
od
on
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
25
 
 

 
ｷ
ｱｼ
ﾏ
ﾒﾋ
ﾗ
ﾀｱ
ﾌ
ﾞ 

Pa
ra
gu
s 
ha
em
or
rh
ou
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
26
 
 

 
ｵ
ｵﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

Ph
yt
om
ia
 z
on
at
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
27
 
 

 
P
la
t
yc
h
ei
r
us
属
 

Pl
at
yc
he
ir
us
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
28
 
 

 
ﾐ
ﾅﾐ
ﾋ
ﾒﾋ
ﾗ
ﾀｱ
ﾌ
ﾞ 

Sp
ha
er
op
ho
ri
a 
in
di
an
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
29
 
 

 
ﾎ
ｿﾋ
ﾒ
ﾋﾗ
ﾀ
ｱﾌ
ﾞ 

Sp
ha
er
op
ho
ri
a 
ma
cr
og
as
te
r 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
30
 
 

 
ｵ
ｵﾌ
ﾀ
ﾎｼ
ﾋ
ﾗﾀ
ｱ
ﾌﾞ
 

Sy
rp
hu
s 
ri
be
si
i 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
31
 
 

 
ﾍ
ﾞｯ
ｺ
ｳﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

Vo
lu
ce
ll
a 
je
dd
on
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-106 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
1
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
1/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

6
32
 
ﾊ
ｴ 

ﾊ
ﾅｱ
ﾌ
ﾞ 

ﾅ
ﾐﾙ
ﾘ
ｲﾛ
ﾊ
ﾗﾅ
ｶ
ﾞﾊ
ﾅ
ｱﾌ
ﾞ 

Xy
lo
ta
 a
ma
mi
en
si
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
33
 
 

ﾉ
ﾐﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾉ
ﾐﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Ph
or
id
ae
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
34
 
 

ﾊ
ﾓｸ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ
ｴ 

A
gr
o
my
z
a
属
 

Ag
ro
my
za
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
ﾊ
ﾓｸ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Ag
ro
my
zi
da
e 
s
p.
 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
35
 
 

ｷ
ﾓｸ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ
ｴ 

ｶ
ﾄｳ
ﾄ
ｹﾞ
ﾑ
ﾈｷ
ﾓ
ｸﾞ
ﾘ
ﾊﾞ
ｴ 

To
ge
ci
ph
us
 k
at
oi
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
ｷ
ﾓｸ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Ch
lo
ro
pi
da
e 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
36
 
 

ｼ
ｮｳ
ｼ
ﾞｮ
ｳ
ﾊﾞ
ｴ 

A
mi
o
ta
属
 

Am
io
ta
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
37
 
 

 
D
ro
s
op
h
il
a
属
 

Dr
os
op
hi
la
 s
p.
 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
38
 
 

ﾍ
ﾞｯ
ｺ
ｳﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾍ
ﾞｯ
ｺ
ｳﾊ
ﾞ
ｴ 

Dr
yo
my
za
 f
or
mo
sa
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
39
 
 

ﾐ
ｷﾞ
ﾜ
ﾊﾞ
ｴ 

N
ot
i
ph
i
la
属
 

No
ti
ph
il
a 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
40
 
 

 
P
ar
y
dr
a
属
 

Pa
ry
dr
a 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
41
 
 

 
P
si
l
op
a
属
 

Ps
il
op
a 
sp
. 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
42
 
 

ｼ
ﾏﾊ
ﾞ
ｴ 

ｼ
ﾓﾌ
ﾘ
ｼﾏ
ﾊ
ﾞｴ
 

Ho
mo
ne
ur
a 
eu
ar
es
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
H
om
o
ne
u
ra
属
 

Ho
mo
ne
ur
a 
sp
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
43
 
 

 
L
uz
o
no
m
yz
a
属
 

Lu
zo
no
my
za
 s
p
. 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
44
 
 

 
M
in
e
tt
i
a
属
 

Mi
ne
tt
ia
 s
p.
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
45
 
 

 
S
ap
r
om
y
za
属
 

Sa
pr
om
yz
a 
sp
. 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
46
 
 

 
S
te
g
an
o
ps
i
s
属
 

St
eg
an
op
si
s 
s
p.
 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
47
 
 

 
T
ri
g
on
o
me
t
op
u
s
属
 

Tr
ig
on
om
et
op
us
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
48
 
 

ﾌ
ﾄﾓ
ﾓ
ﾎｿ
ﾊ
ﾞｴ
 

ｸ
ﾛﾌ
ﾄ
ﾓﾓ
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ｴ 

Te
xa
ra
 c
om
pr
es
sa
 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
49
 
 

ﾋ
ﾛｸ
ﾁ
ﾊﾞ
ｴ 

R
iv
e
ll
i
a
属
 

Ri
ve
ll
ia
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
50
 
 

ﾔ
ﾁﾊ
ﾞ
ｴ 

L
im
n
ia
属
 

Li
mn
ia
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
51
 
 

 
ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ﾔ
ﾁﾊ
ﾞ
ｴ 

Se
pe
do
n 
ae
ne
sc
en
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

- 
 

 
ﾔ
ﾁﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Sc
io
my
zi
da
e 
s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
52
 
 

ﾂ
ﾔﾎ
ｿ
ﾊﾞ
ｴ 

ﾋ
ﾄﾃ
ﾝ
ﾂﾔ
ﾎ
ｿﾊ
ﾞ
ｴ 

Se
ps
is
 m
on
os
ti
gm
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
53
 
 

ﾌ
ﾝｺ
ﾊ
ﾞｴ
 

ﾌ
ﾝｺ
ﾊ
ﾞｴ
科
 

Sp
ha
er
oc
er
id
ae
 s
p.
 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
54
 
 

ﾐ
ﾊﾞ
ｴ 

ﾋ
ﾗﾔ
ﾏ
ｱﾐ
ﾒ
ｹﾌ
ﾞ
ｶﾐ
ﾊ
ﾞｴ
 

Ca
mp
ig
lo
ss
a 
hi
ra
ya
ma
e 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
55
 
 

ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ｴ科
 

An
th
om
yi
id
ae
 
sp
. 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
56
 
 

ｸ
ﾛﾊ
ﾞ
ｴ 

ｷ
ﾝﾊ
ﾞ
ｴ 

Lu
ci
li
a 
ca
es
ar
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
57
 
 

 
ﾐ
ﾔﾏ
ｷ
ﾝﾊ
ﾞ
ｴ 

Lu
ci
li
a 
pa
pu
en
si
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

- 
 

 
L
uc
i
li
a
属
 

Lu
ci
li
a 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
58
 
 

 
ｺ
ﾁﾋ
ﾞ
ｸﾛ
ﾊ
ﾞｴ
 

Me
li
nd
a 
pr
ui
no
sa
 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
59
 
 

 
ﾂ
ﾏｸ
ﾞ
ﾛｷ
ﾝ
ﾊﾞ
ｴ 

St
om
or
hi
na
 o
bs
ol
et
a 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
60
 
 

ｲ
ｴﾊ
ﾞ
ｴ 

ｲ
ﾈｸ
ｷ
ｲｴ
ﾊ
ﾞｴ
 

At
he
ri
go
na
 o
ry
za
e 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
61
 
 

 
C
ar
i
ce
a
属
 

Ca
ri
ce
a 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
62
 
 

 
ｱ
ｼﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾅﾚ
ﾒ
ｲｴ
ﾊ
ﾞｴ
 

Co
en
os
ia
 v
ar
ie
ga
ta
 

 
 

○
○

○
 

 
 

- 
 

 
C
oe
n
os
i
a
属
 

Co
en
os
ia
 s
p.
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
63
 
 

 
ｶ
ｶﾞ
ﾊ
ﾅｹ
ﾞ
ﾊﾞ
ｴ 

Di
ch
ae
to
my
ia
 b
ib
ax
 

 
 

○
○

○
 

 
 

6
64
 
 

 
H
el
i
na
属
 

He
li
na
 
sp
. 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
65
 
 

 
ｷ
ﾀﾐ
ｽ
ﾞｷ
ﾞ
ﾜｲ
ｴ
ﾊﾞ
ｴ 

Li
mn
op
ho
ra
 s
ep
te
nt
ri
on
al
is
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
66
 
 

 
ﾄ
ｰﾖ
ｰ
ｶﾄ
ﾘ
ﾊﾞ
ｴ 

Li
sp
e 
or
ie
nt
al
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
L
is
p
e
属
 

Li
sp
e 
s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
67
 
 

 
ﾉ
ｲｴ
ﾊ
ﾞｴ
 

Mu
sc
a 
he
rv
ei
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
68
 
 

 
ｵ
ｵｾ
ｱ
ｶｸ
ﾛ
ﾊﾞ
ｴ 

Mu
sc
in
a 
pa
sc
uo
ru
m 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
69
 
 

 
ｵ
ｵｲ
ｴ
ﾊﾞ
ｴ 

Mu
sc
in
a 
st
ab
ul
an
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
70
 
 

 
ﾍ
ﾘｸ
ﾞ
ﾛﾊ
ﾅ
ﾚﾒ
ｲ
ｴﾊ
ﾞ
ｴ 

Or
ch
is
ia
 c
os
ta
ta
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
71
 
 

 
P
ha
o
ni
a
属
 

Ph
ao
ni
a 
sp
. 

○
 

 
○

○
 

 
 

6
72
 
 

ﾆ
ｸﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾎ
ﾘﾆ
ｸ
ﾊﾞ
ｴ 

Sa
rc
op
ha
ga
 h
or
ii
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
73
 
 

 
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾆ
ｸﾊ
ﾞ
ｴ 

Sa
rc
op
ha
ga
 u
ni
se
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
74
 
 

ﾌ
ﾝﾊ
ﾞ
ｴ 

ﾌ
ﾝﾊ
ﾞ
ｴ科
 

Sc
at
ho
ph
ag
id
ae
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
75
 
 

ﾔ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾊﾞ
ｴ 

A
ct
i
a
属
 

Ac
ti
a 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
76
 
 

 
C
yl
i
nd
r
om
y
ia
属
 

Cy
li
nd
ro
my
 s
p
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
77
 
 

 
G
on
i
a
属
 

Go
ni
a 
s
p.
 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
78
 
 

 
T
ac
h
in
a
属
 

Ta
ch
in
a 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

- 
 

 
ﾔ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾊﾞ
ｴ科
 

Ta
ch
in
id
ae
 s
p
. 

○
 

○
○

○
 

 
 

6
79
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ｵ
ｻﾑ
ｼ 

ﾏ
ﾙｶ
ﾞ
ﾀｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Am
ar
a 
ch
al
ci
te
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
80
 
 

 
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

An
is
od
ac
ty
lu
s 
si
gn
at
us
 

 
 

 
○

○
 

 
 

6
81
 
 

 
ﾋ
ﾒｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

An
is
od
ac
ty
lu
s 
tr
ic
us
pi
da
tu
s 
tr
ic
us
pi
da
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
82
 
 

 
ｷ
ﾍﾞ
ﾘ
ｺﾞ
ﾓ
ｸﾑ
ｼ 

An
op
lo
ge
ni
us
 c
ya
ne
sc
en
s 

○
 

○
 

 
3 

 
1 

6
83
 
 

 
ｸ
ﾛ
ｵ
ｻ
ﾑ
ｼ
東
北
地
方
東
部
亜
種
 

Ca
ra
bu
s 
al
br
ec
ht
i 
to
ho
ku
en
si
s 

○
 

○
○

 
4

1
9

1
1
1
2
1
1
2

 
 

 

6
84
 
 

 
ｺ
ｸ
ﾛ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｻﾑ
ｼ
東
北
地
方
南
部
亜
種

Ca
ra
bu
s 
ar
bo
re
us
 p
ar
ex
il
is
 

○
 

○
○

 
1

4
5

1
3

6
 

 
 

6
85
 
 

 
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ
ｶ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
東
北
地
方
南
部
亜
種

Ca
ra
bu
s 
bl
ap
to
id
es
 b
ab
ai
an
us
 

○
 

○
 

○
1

1
2

2
 

 
 

6
86
 
 

 
ｱ
ｵｵ
ｻ
ﾑｼ
東
北
地
方
亜
種
 

Ca
ra
bu
s 
in
su
li
co
la
 k
it
a 

○
 

○
○

 
3

1
5

1
 

 
 

6
87
 
 

 
ｱ
ｷﾀ
ｸ
ﾛﾅ
ｶ
ﾞｵ
ｻ
ﾑｼ
 

Ca
ra
bu
s 
po
rr
ec
ti
co
ll
is
 p
or
re
ct
ic
ol
li
s 

○
 

○
 

 
6

3
1

 
 

 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-107 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
2
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
2/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

6
88
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ｵ
ｻﾑ
ｼ 

ｸ
ﾛﾅ
ｶ
ﾞｵ
ｻ
ﾑｼ
 

Ca
ra
bu
s 
pr
oc
er
ul
us
 p
ro
ce
ru
lu
s 

○
 

○
○

 
1

1
2

 
 

 

6
89
 
 

 
ｱ
ｶｶ
ﾞ
ﾈｱ
ｵ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Ch
la
en
iu
s 
ab
st
er
su
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

6
90
 
 

 
ｵ
ｵｱ
ﾄ
ﾎﾞ
ｼ
ｱｵ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Ch
la
en
iu
s 
mi
ca
ns
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

6
91
 
 

 
ｱ
ﾄﾎ
ﾞ
ｼｱ
ｵ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Ch
la
en
iu
s 
na
ev
ig
er
 

○
 

○
○

○
2

6
2
7

4
1
4

 
 

 

6
92
 
 

 
ｱ
ｵｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Ch
la
en
iu
s 
pa
ll
ip
es
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

6
93
 
 

 
ｷ
ﾎﾞ
ｼ
ｱｵ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Ch
la
en
iu
s 
po
st
ic
al
is
 

○
 

○
 

○
3

 
 

 

6
94
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｱ
ｵ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Ch
la
en
iu
s 
va
ri
ic
or
ni
s 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

6
95
 
 

 
ｱ
ﾄﾜ
ｱ
ｵｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Ch
la
en
iu
s 
vi
rg
ul
if
er
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

6
96
 
 

 
ｸ
ﾛﾓ
ﾘ
ﾋﾗ
ﾀ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Co
lp
od
es
 a
tr
ic
om
es
 

○
 

 
○

 
3

 
3 

1 

6
97
 
 

 
ｵ
ｵｱ
ｵ
ﾓﾘ
ﾋ
ﾗﾀ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Co
lp
od
es
 b
uc
ha
na
ni
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

6
98
 
 

 
ﾔ
ｾﾓ
ﾘ
ﾋﾗ
ﾀ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Co
lp
od
es
 e
la
in
us
 e
la
in
us
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

6
99
 
 

 
C
o
l
p
o
d
e
s
 h
a
k
o
n
u
s
 t
a
k
a
c
h
i
h
o
i
Co
lp
od
es
 h
ak
on
us
 t
ak
ac
hi
ho
i 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
00
 
 

 
ｻ
ﾄﾞ
ﾓ
ﾘﾋ
ﾗ
ﾀｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Co
lp
od
es
 l
im
od
ro
mo
id
es
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

7
01
 
 

 
ｾ
ｱｶ
ﾋ
ﾗﾀ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Do
li
ch
us
 h
al
en
si
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
02
 
 

 
ﾍ
ﾞｰ
ﾂ
ﾎｿ
ｱ
ﾄｷ
ﾘ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Dr
om
iu
s 
ba
te
si
 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
03
 
 

 
ﾎ
ｿｱ
ﾄ
ｷﾘ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Dr
om
iu
s 
pr
ol
ix
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
04
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ｱ
ｵｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Ha
pl
oc
hl
ae
ni
us
 c
os
ti
ge
r 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

7
05
 
 

 
ｵ
ｵｽ
ﾞ
ｹｺ
ﾞ
ﾓｸ
ﾑ
ｼ 

Ha
rp
al
us
 e
ou
s 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

7
06
 
 

 
ﾋ
ﾒｹ
ｺ
ﾞﾓ
ｸ
ﾑｼ
 

Ha
rp
al
us
 j
ur
ec
ek
i 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
07
 
 

 
ｱ
ｶｱ
ｼ
ﾏﾙ
ｶ
ﾞﾀ
ｺ
ﾞﾓ
ｸ
ﾑｼ
 

Ha
rp
al
us
 t
in
ct
ul
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
08
 
 

 
ﾄ
ｯｸ
ﾘ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

La
ch
no
cr
ep
is
 p
ro
li
xa
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
09
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ﾊ
ﾈﾋ
ﾞ
ﾛｱ
ﾄ
ｷﾘ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Le
bi
a 
fu
sc
a 

○
 

 
 

 
1

1 
1 

6 

7
10
 
 

 
ｵ
ｵﾖ
ﾂ
ｱﾅ
ｱ
ﾄｷ
ﾘ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Pa
re
na
 p
er
fo
ra
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
11
 
 

 
ｵ
ｵﾋ
ﾗ
ﾀｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Pl
at
yn
us
 m
ag
nu
s 

○
 

 
 

 
1 

 
 

7
12
 
 

 
ﾆ
ｾｸ
ﾛ
ﾅｶ
ﾞ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Pt
er
os
ti
ch
us
 f
ul
ig
in
eu
s 

○
 

○
 

 
1

1
 

 
 

7
13
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗﾅ
ｶ
ﾞｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Pt
er
os
ti
ch
us
 m
ic
ro
ce
ph
al
us
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

7
14
 
 

 
ｷ
ﾝﾅ
ｶ
ﾞｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Pt
er
os
ti
ch
us
 p
la
ni
co
ll
is
 

○
 

○
○

○
6

 
 

 

7
15
 
 

 
ﾆ
ｯｺ
ｳ
ﾋﾒ
ﾅ
ｶﾞ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Pt
er
os
ti
ch
us
 p
ol
yg
en
us
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

7
16
 
 

 
ｱ
ｼﾐ
ｿ
ﾞﾅ
ｶ
ﾞｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Pt
er
os
ti
ch
us
 s
ul
ci
ta
rs
is
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

7
17
 
 

 
ﾖ
ﾘﾄ
ﾓ
ﾅｶ
ﾞ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Pt
er
os
ti
ch
us
 y
or
it
om
us
 

○
 

○
○

 
1

3
2

8
 

 
 

7
18
 
 

 
ﾏ
ﾙｶ
ﾞ
ﾀﾂ
ﾔ
ﾋﾗ
ﾀ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Sy
nu
ch
us
 a
rc
ua
ti
co
ll
is
 

○
 

 
○

 
2
0

3
1

1
1
4

 
 

 

7
19
 
 

 
ｸ
ﾛﾂ
ﾔ
ﾋﾗ
ﾀ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Sy
nu
ch
us
 c
yc
lo
de
ru
s 

○
 

○
○

○
4

3
2

7
2
5

1
 

 
 

7
20
 
 

 
ｺ
ｸﾛ
ﾂ
ﾔﾋ
ﾗ
ﾀｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ 

Sy
nu
ch
us
 m
el
an
th
o 

 
 

 
○

 
2

3
 

 
 

7
21
 
 

 
ｵ
ｵｸ
ﾛ
ﾂﾔ
ﾋ
ﾗﾀ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Sy
nu
ch
us
 n
it
id
us
 

 
 

○
○

 
7

3
1
1

2
1
5

1
 

 
 

7
22
 
 

 
ﾑ
ﾗｻ
ｷ
ｵｵ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼ 

Tr
ig
on
og
na
th
a 
co
re
an
a 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
23
 
 

 
ｱ
ｶｶ
ﾞ
ﾈｵ
ｵ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
 

Tr
ig
on
og
na
th
a 
cu
pr
es
ce
ns
 

 
 

○
 

 
1

1
 

 
 

7
24
 
 

ﾊ
ﾝﾐ
ｮ
ｳ 

ﾏ
ｶﾞ
ﾀ
ﾏﾊ
ﾝ
ﾐｮ
ｳ 

Cy
li
nd
er
a 
ov
ip
en
ni
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

7
25
 
 

ｹ
ﾞﾝ
ｺ
ﾞﾛ
ｳ 

ﾏ
ﾒｹ
ﾞ
ﾝｺ
ﾞ
ﾛｳ
 

Ag
ab
us
 j
ap
on
ic
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
26
 
 

 
ﾎ
ｿｾ
ｽ
ｼﾞ
ｹ
ﾞﾝ
ｺ
ﾞﾛ
ｳ 

Co
pe
la
tu
s 
we
ym
ar
ni
 

 
 

○
 

 
5

 
 

 

7
27
 
 

 
ｸ
ﾛｹ
ﾞ
ﾝｺ
ﾞ
ﾛｳ
 

Cy
bi
st
er
 b
re
vi
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
28
 
 

 
ﾏ
ﾙｶ
ﾞ
ﾀｹ
ﾞ
ﾝｺ
ﾞ
ﾛｳ
 

Gr
ap
ho
de
ru
s 
ad
am
si
i 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
29
 
 

 
ﾓ
ﾝｷ
ﾏ
ﾒｹ
ﾞ
ﾝｺ
ﾞ
ﾛｳ
 

Pl
at
am
bu
s 
pi
ct
ip
en
ni
s 

 
 

○
○

○
1

 
 

 

7
30
 
 

 
ﾋ
ﾒｹ
ﾞ
ﾝｺ
ﾞ
ﾛｳ
 

Rh
an
tu
s 
su
tu
ra
li
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
31
 
 

ﾐ
ｽﾞ
ｽ
ﾏｼ
 

ﾐ
ｽﾞ
ｽ
ﾏｼ
 

Gy
ri
nu
s 
ja
po
ni
cu
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
32
 
 

ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗﾐ
ｽ
ﾞﾑ
ｼ 

ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗﾐ
ｽ
ﾞﾑ
ｼ 

Pe
lt
od
yt
es
 i
nt
er
me
di
us
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
33
 
 

ｺ
ﾂﾌ
ﾞ
ｹﾞ
ﾝ
ｺﾞ
ﾛ
ｳ 

ｺ
ﾂﾌ
ﾞ
ｹﾞ
ﾝ
ｺﾞ
ﾛ
ｳ 

No
te
ru
s 
ja
po
ni
cu
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
34
 
 

ｶ
ﾞﾑ
ｼ 

ﾄ
ｹﾞ
ﾊ
ﾞｺ
ﾞ
ﾏﾌ
ｶ
ﾞﾑ
ｼ 

Be
ro
su
s 
le
wi
si
us
 

 
 

○
 

 
1
7

 
 

 

7
35
 
 

 
ｷ
ﾍﾞ
ﾘ
ﾋﾗ
ﾀ
ｶﾞ
ﾑ
ｼ 

En
oc
hr
us
 j
ap
on
ic
us
 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
36
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ﾑ
ｼ 

Hy
dr
oc
ha
ra
 a
ff
in
is
 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
37
 
 

 
ｶ
ﾞﾑ
ｼ 

Hy
dr
op
hi
lu
s 
ac
um
in
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
38
 
 

ﾀ
ﾏｷ
ﾉ
ｺﾑ
ｼ 

ｸ
ｼﾋ
ｹ
ﾞﾁ
ﾋ
ﾞｼ
ﾃ
ﾞﾑ
ｼ 

Ca
to
po
de
s 
fu
sc
if
ro
ns
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

7
39
 
 

ｼ
ﾃﾞ
ﾑ
ｼ 

ｵ
ｵﾋ
ﾗ
ﾀｼ
ﾃ
ﾞﾑ
ｼ 

Eu
si
lp
ha
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

 
2

1
 

 
 

7
40
 
 

 
ｸ
ﾛｼ
ﾃ
ﾞﾑ
ｼ 

Ni
cr
op
ho
ru
s 
co
nc
ol
or
 

○
 

○
 

 
1

1 
1 

 

7
41
 
 

 
ﾖ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼﾓ
ﾝ
ｼﾃ
ﾞ
ﾑｼ
 

Ni
cr
op
ho
ru
s 
qu
ad
ri
pu
nc
ta
tu
s 

○
 

○
○

 
1

1
1

1
5

1
3

4 
7 

4 

7
42
 
 

ﾊ
ﾈｶ
ｸ
ｼ 

ｵ
ｵｱ
ｶ
ﾊﾞ
ﾊ
ﾈｶ
ｸ
ｼ 

Ag
el
os
us
 c
ar
in
at
us
 c
ar
in
at
us
 

○
 

 
 

 
2

 
 

 

7
43
 
 

 
ｶ
ﾒﾉ
ｺ
ﾃﾞ
ｵ
ｷﾉ
ｺ
ﾑｼ
 

Cy
pa
ri
um
 m
ik
ad
o 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
44
 
 

 
ｱ
ｶｱ
ｼ
ｵｵ
ﾒ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

In
do
qu
ed
iu
s 
pr
ae
di
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
45
 
 

 
ｻ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛﾓ
ﾝ
ｷﾊ
ﾈ
ｶｸ
ｼ 

Oc
yp
us
 d
or
sa
li
s 

 
 

 
○

 
1

2
1

2
 

 
 

7
46
 
 

 
ｵ
ｵｻ
ﾋ
ﾞｲ
ﾛ
ﾓﾝ
ｷ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

Oc
yp
us
 s
cu
ti
ge
r 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
47
 
 

 
ｱ
ｶﾊ
ﾞ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

Pl
at
yd
ra
cu
s 
br
ev
ic
or
ni
s 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

7
48
 
 

 
ｶ
ﾗｶ
ﾈ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

Pl
at
yd
ra
cu
s 
sh
ar
pi
 

○
 

○
 

 
3

3
3

4
 

 
 

7
49
 
 

 
ｵ
ｵﾋ
ﾒ
ｷﾉ
ｺ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

Se
pe
do
ph
il
us
 f
im
br
ia
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
50
 
 

 
ｱ
ｼﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ﾒ
ﾀﾞ
ｶ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

St
en
us
 c
ic
id
el
oi
de
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
51
 
 

 
ﾔ
ﾏﾄ
ﾏ
ﾙｸ
ﾋ
ﾞﾊ
ﾈ
ｶｸ
ｼ 

Ta
ch
in
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-108 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
3
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
3/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

7
52
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ﾊ
ﾈｶ
ｸ
ｼ 

ﾅ
ﾐｸ
ｼ
ﾋｹ
ﾞ
ﾊﾈ
ｶ
ｸｼ
 

Ve
ll
ei
us
 d
il
at
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
53
 
 

ﾏ
ﾙﾊ
ﾅ
ﾉﾐ
 

ﾏ
ﾙｶ
ﾞ
ﾀﾁ
ﾋ
ﾞﾏ
ﾙ
ﾊﾅ
ﾉ
ﾐ 

Co
nt
ac
yp
ho
n 
gr
an
ul
os
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
C
on
t
ac
y
ph
o
n
属
 

Co
nt
ac
yp
ho
n 
s
p.
 

 
 

○
○

○
 

 
 

7
54
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛﾏ
ﾙ
ﾊﾅ
ﾉ
ﾐ 

Sc
ir
te
s 
ja
po
ni
cu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
55
 
 

ｾ
ﾝﾁ
ｺ
ｶﾞ
ﾈ 

ｾ
ﾝﾁ
ｺ
ｶﾞ
ﾈ 

Ph
el
ot
ru
pe
s 
la
ev
is
tr
ia
tu
s 

○
 

○
○

○
1

7
5

2
6

1
 

 
 

7
56
 
 

ｸ
ﾜｶ
ﾞ
ﾀﾑ
ｼ 

ｺ
ｸﾜ
ｶ
ﾞﾀ
 

Do
rc
us
 r
ec
tu
s 
re
ct
us
 

○
 

○
 

○
2 

 
1 

7
57
 
 

 
ﾐ
ﾔﾏ
ｸ
ﾜｶ
ﾞ
ﾀ 

Lu
ca
nu
s 
ma
cu
li
fe
mo
ra
tu
s 
ma
cu
li
fe
mo
ra
tu
s 

 
 

○
 

○
1

 
 

 

7
58
 
 

 
ﾉ
ｺｷ
ﾞ
ﾘｸ
ﾜ
ｶﾞ
ﾀ 

Pr
os
op
oc
oi
lu
s 
in
cl
in
at
us
 i
nc
li
na
tu
s 

 
 

○
 

 
1 

 
 

7
59
 
 

ｺ
ｶﾞ
ﾈ
ﾑｼ
 

ｺ
ｲﾁ
ｬ
ｺｶ
ﾞ
ﾈ 

Ad
or
et
us
 t
en
ui
ma
cu
la
tu
s 

○
 

 
 

 
 

 
4 

7
60
 
 

 
ｵ
ｵｽ
ｼ
ﾞｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

An
om
al
a 
co
st
at
a 

 
 

○
 

 
1
6 

 
 

7
61
 
 

 
ﾄ
ﾞｳ
ｶ
ﾞﾈ
ﾌ
ﾞｲ
ﾌ
ﾞｲ
 

An
om
al
a 
cu
pr
ea
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
62
 
 

 
ﾋ
ﾒｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

An
om
al
a 
ru
fo
cu
pr
ea
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
63
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ｺ
ｶﾞ
ﾈ 

An
om
al
a 
te
st
ac
ei
pe
s 

 
 

○
 

○
1

1
1 

 
 

7
64
 
 

 
ｱ
ｵﾊ
ﾅ
ﾑｸ
ﾞ
ﾘ 

Ce
to
ni
a 
ro
el
of
si
 r
oe
lo
fs
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
65
 
 

 
ｺ
ｱｵ
ﾊ
ﾅﾑ
ｸ
ﾞﾘ
 

Ga
me
ti
s 
ju
cu
nd
a 

○
 

 
○

○
 

 
 

7
66
 
 

 
ﾅ
ｶﾞ
ﾁ
ｬｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

He
pt
op
hy
ll
a 
pi
ce
a 

 
 

 
○

○
 

 
 

7
67
 
 

 
ﾋ
ﾞﾛ
ｳ
ﾄﾞ
ｺ
ｶﾞ
ﾈ 

Ma
la
de
ra
 j
ap
on
ic
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

 
1

1
1 

1 
 

7
68
 
 

 
ﾋ
ﾒﾋ
ﾞ
ﾛｳ
ﾄ
ﾞｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

Ma
la
de
ra
 o
ri
en
ta
li
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
69
 
 

 
ｺ
ﾌｷ
ｺ
ｶﾞ
ﾈ 

Me
lo
lo
nt
ha
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

○
1

2 
 

1 

7
70
 
 

 
ﾋ
ﾒｽ
ｼ
ﾞｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

Mi
me
la
 f
la
vi
la
br
is
 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

7
71
 
 

 
ﾊ
ﾗｹ
ﾞ
ﾋﾞ
ﾛ
ｳﾄ
ﾞ
ｺｶ
ﾞ
ﾈ 

Ni
pp
on
os
er
ic
a 
pu
bi
ve
nt
ri
s 

○
 

 
 

 
 

 
1 

7
72
 
 

 
ﾋ
ﾗﾀ
ﾊ
ﾅﾑ
ｸ
ﾞﾘ
 

Ni
pp
on
ov
al
gu
s 
an
gu
st
ic
ol
li
s 
an
gu
st
ic
ol
li
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
73
 
 

 
ｺ
ﾌﾞ
ﾏ
ﾙｴ
ﾝ
ﾏｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

On
th
op
ha
gu
s 
at
ri
pe
nn
is
 

 
 

○
 

 
3

1
 

 
 

7
74
 
 

 
ﾏ
ﾒｺ
ｶ
ﾞﾈ
 

Po
pi
ll
ia
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
75
 
 

 
ｼ
ﾛﾃ
ﾝ
ﾊﾅ
ﾑ
ｸﾞ
ﾘ 

Pr
ot
ae
ti
a 
or
ie
nt
al
is
 s
ub
ma
rm
or
ea
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
76
 
 

 
ｶ
ﾅﾌ
ﾞ
ﾝ 

Ps
eu
do
to
ry
no
rr
hi
na
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
77
 
 

 
ｸ
ﾛｶ
ﾅ
ﾌﾞ
ﾝ 

Rh
om
bo
rh
in
a 
po
li
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
78
 
 

 
ｱ
ｵｶ
ﾅ
ﾌﾞ
ﾝ 

Rh
om
bo
rh
in
a 
un
ic
ol
or
 u
ni
co
lo
r 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
79
 
 

 
ｶ
ﾌﾞ
ﾄ
ﾑｼ
 

Tr
yp
ox
yl
us
 d
ic
ho
to
mu
s 
se
pt
en
tr
io
na
li
s 

 
 

○
○

○
 

2 
 

7
80
 
 

ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ 

Pa
ra
li
ch
as
 p
ec
ti
na
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
81
 
 

ﾀ
ﾏﾑ
ｼ 

ﾋ
ﾒｱ
ｻ
ｷﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ﾀ
ﾏﾑ
ｼ 

Ag
ri
lu
s 
ha
tt
or
ii
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
82
 
 

 
ｳ
ｸﾞ
ｲ
ｽﾅ
ｶ
ﾞﾀ
ﾏ
ﾑｼ
 

Ag
ri
lu
s 
te
mp
es
ti
vu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
83
 
 

 
ﾎ
ｿｱ
ｼ
ﾅｶ
ﾞ
ﾀﾏ
ﾑ
ｼ 

Ag
ri
lu
s 
ti
bi
al
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
84
 
 

 
ｸ
ｽﾞ
ﾉ
ﾁﾋ
ﾞ
ﾀﾏ
ﾑ
ｼ 

Tr
ac
hy
s 
au
ri
co
ll
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
85
 
 

 
ﾔ
ﾅｷ
ﾞ
ﾁﾋ
ﾞ
ﾀﾏ
ﾑ
ｼ 

Tr
ac
hy
s 
mi
nu
ta
 s
al
ic
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
86
 
 

 
ｱ
ｶｶ
ﾞ
ﾈﾁ
ﾋ
ﾞﾀ
ﾏ
ﾑｼ
 

Tr
ac
hy
s 
ts
us
hi
ma
e 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
87
 
 

 
ﾔ
ﾉﾅ
ﾐ
ｶﾞ
ﾀ
ﾁﾋ
ﾞ
ﾀﾏ
ﾑ
ｼ 

Tr
ac
hy
s 
ya
no
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
88
 
 

ｺ
ﾒﾂ
ｷ
ﾑｼ
 

ﾎ
ｿｼ
ﾓ
ﾌﾘ
ｺ
ﾒﾂ
ｷ 

Ac
te
ni
ce
ru
s 
ki
as
hi
an
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
89
 
 

 
ｻ
ﾋﾞ
ｷ
ｺﾘ
 

Ag
ry
pn
us
 b
in
od
ul
us
 b
in
od
ul
us
 

○
 

○
 

○
1

 
 

 

7
90
 
 

 
ﾍ
ﾞﾆ
ｺ
ﾒﾂ
ｷ 

De
nt
ic
ol
li
s 
ni
pp
on
en
si
s 
ni
pp
on
en
si
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
91
 
 

 
ｷ
ﾊﾞ
ﾈ
ﾎｿ
ｺ
ﾒﾂ
ｷ 

Do
le
ro
so
mu
s 
gr
ac
il
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

7
92
 
 

 
ｶ
ﾊﾞ
ｲ
ﾛｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Ec
ti
nu
s 
se
ri
ce
us
 s
er
ic
eu
s 

○
 

 
 

 
 

1 
1 

7
93
 
 

 
ﾋ
ﾒｷ
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｺﾒ
ﾂ
ｷ 

Ga
me
pe
nt
he
s 
si
mi
li
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
94
 
 

 
ｸ
ﾁﾎ
ﾞ
ｿｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Gl
yp
ho
ny
x 
il
le
pi
du
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
95
 
 

 
ｸ
ﾛﾂ
ﾔ
ｸｼ
ｺ
ﾒﾂ
ｷ 

Me
la
no
tu
s 
an
no
su
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
96
 
 

 
ﾋ
ﾒｸ
ｼ
ｺﾒ
ﾂ
ｷ 

Me
la
no
tu
s 
le
ga
to
id
es
 

○
 

 
 

○
 

 
1 

7
97
 
 

 
ｸ
ｼｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Me
la
no
tu
s 
le
ga
tu
s 
le
ga
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
1 

7
98
 
 

 
ｸ
ﾛｸ
ｼ
ｺﾒ
ﾂ
ｷ 

Me
la
no
tu
s 
se
ni
li
s 
se
ni
li
s 

○
 

 
 

○
1

 
 

1 

7
99
 
 

 
ｵ
ｵﾅ
ｶ
ﾞｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Ni
pp
on
oe
la
te
r 
si
eb
ol
di
 s
ie
bo
ld
i 

 
 

○
 

 
1

1
7 

 
 

8
00
 
 

 
ﾋ
ｹﾞ
ｺ
ﾒﾂ
ｷ 

Pe
ct
oc
er
a 
hi
ge
 h
ig
e 

○
 

 
 

 
2

2
 

1 
1
2 

8
01
 
 

 
ｸ
ﾁﾌ
ﾞ
ﾄｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Si
le
si
s 
mu
sc
ul
us
 m
us
cu
lu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
02
 
 

 
ﾋ
ﾗﾀ
ｸ
ｼｺ
ﾒ
ﾂｷ
 

Sp
he
ni
sc
os
om
us
 k
oi
ke
i 

 
 

○
 

 
1

1 
 

 

8
03
 
 

 
ｵ
ｵｸ
ｼ
ﾋｹ
ﾞ
ｺﾒ
ﾂ
ｷ 

Te
tr
ig
us
 l
ew
is
i 

 
 

○
 

○
1

 
 

 

8
04
 
 

ｼ
ﾞｮ
ｳ
ｶｲ
ﾎ
ﾞﾝ
 

ｸ
ﾛﾋ
ﾒ
ｸﾋ
ﾞ
ﾎﾞ
ｿ
ｼﾞ
ｮ
ｳｶ
ｲ 

As
io
po
da
br
us
 m
al
th
in
oi
de
s 
ma
lt
hi
no
id
es
 

○
 

 
 

○
1

 
 

 

8
05
 
 

 
ｱ
ﾍﾞ
ｸ
ﾋﾞ
ﾎ
ﾞｿ
ｼ
ﾞｮ
ｳ
ｶｲ
 

Ha
tc
hi
an
a 
ab
ei
 

○
 

 
 

○
 

1 
 

8
06
 
 

 
ｸ
ﾛｼ
ﾞ
ｮｳ
ｶ
ｲ 

Ly
co
ce
ru
s 
at
tr
is
ta
tu
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

2 

8
07
 
 

 
ｳ
ｽﾁ
ｬ
ｼﾞ
ｮ
ｳｶ
ｲ 

Ly
co
ce
ru
s 
in
su
ls
us
 i
ns
ul
su
s 

○
 

 
 

 
 

3 
2 

8
08
 
 

 
ﾐ
ﾔﾏ
ｸ
ﾋﾞ
ｱ
ｶｼ
ﾞ
ｮｳ
ｶ
ｲ 

Ly
co
ce
ru
s 
na
ka
ne
i 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

8
09
 
 

 
ｼ
ﾞｮ
ｳ
ｶｲ
ﾎ
ﾞﾝ
 

Ly
co
ce
ru
s 
su
tu
re
ll
us
 s
ut
ur
el
lu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
10
 
 

 
ﾋ
ｶﾞ
ｼ
ﾏﾙ
ﾑ
ﾈｼ
ﾞ
ｮｳ
ｶ
ｲ 

Pr
ot
he
mu
s 
re
in
i 

○
 

 
 

○
1 

 
 

8
11
 
 

 
ｸ
ﾘｲ
ﾛ
ｼﾞ
ｮ
ｳｶ
ｲ 

St
en
ot
he
mu
s 
ba
di
us
 

 
 

○
 

 
1 

 
 

8
12
 
 

 
ｱ
ｵｼ
ﾞ
ｮｳ
ｶ
ｲ 

Th
em
us
 c
ya
ni
pe
nn
is
 

○
 

 
 

○
1 

 
 

8
13
 
 

ﾎ
ﾀﾙ
 

ｵ
ﾊﾞ
ﾎ
ﾞﾀ
ﾙ 

Lu
ci
di
na
 b
ip
la
gi
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
14
 
 

 
ｹ
ﾞﾝ
ｼ
ﾞﾎ
ﾞ
ﾀﾙ
 

Lu
ci
ol
a 
cr
uc
ia
ta
 

 
○
 

 
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-109 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
4
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
4/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

8
15
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ﾎ
ﾀﾙ
 

ﾍ
ｲｹ
ﾎ
ﾞﾀ
ﾙ 

Lu
ci
ol
a 
la
te
ra
li
s 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

8
16
 
 

 
ﾋ
ﾒﾎ
ﾞ
ﾀﾙ
 

Lu
ci
ol
a 
pa
rv
ul
a 

 
○
 

 
 

○
 

 
 

8
17
 
 

ﾍ
ﾞﾆ
ﾎ
ﾞﾀ
ﾙ 

ﾋ
ﾒｶ
ｸ
ﾑﾈ
ﾍ
ﾞﾆ
ﾎ
ﾞﾀ
ﾙ 

Ly
po
ni
a 
os
aw
ai
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
18
 
 

 
ｶ
ｸﾑ
ﾈ
ﾍﾞ
ﾆ
ﾎﾞ
ﾀ
ﾙ 

Ly
po
ni
a 
qu
ad
ri
co
ll
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
19
 
 

 
ｸ
ｼﾋ
ｹ
ﾞﾍ
ﾞ
ﾆﾎ
ﾞ
ﾀﾙ
 

Ma
cr
ol
yc
us
 f
la
be
ll
at
us
 

○
 

 
 

 
1

 
 

1 

8
20
 
 

ｶ
ｯｺ
ｳ
ﾑｼ
 

ﾀ
ﾞﾝ
ﾀ
ﾞﾗ
ｶ
ｯｺ
ｳ
ﾑｼ
 

St
ig
ma
ti
um
 p
il
os
el
lu
m 

○
 

 
 

 
1 

 
 

8
21
 
 

ｼ
ﾞｮ
ｳ
ｶｲ
ﾓ
ﾄﾞ
ｷ 

ﾂ
ﾏｷ
ｱ
ｵｼ
ﾞ
ｮｳ
ｶ
ｲﾓ
ﾄ
ﾞｷ
 

Ma
la
ch
iu
s 
pr
ol
on
ga
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
22
 
 

ﾃ
ﾝﾄ
ｳ
ﾑｼ
 

ﾋ
ﾒｱ
ｶ
ﾎｼ
ﾃ
ﾝﾄ
ｳ 

Ch
il
oc
or
us
 k
uw
an
ae
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
23
 
 

 
ｱ
ｶﾎ
ｼ
ﾃﾝ
ﾄ
ｳ 

Ch
il
oc
or
us
 r
ub
id
us
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
24
 
 

 
ﾅ
ﾅﾎ
ｼ
ﾃﾝ
ﾄ
ｳ 

Co
cc
in
el
la
 s
ep
te
mp
un
ct
at
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

8
25
 
 

 
ﾅ
ﾐﾃ
ﾝ
ﾄｳ
 

Ha
rm
on
ia
 a
xy
ri
di
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

8
26
 
 

 
ｵ
ｵﾆ
ｼ
ﾞｭ
ｳ
ﾔﾎ
ｼ
ﾃﾝ
ﾄ
ｳ 

He
no
se
pi
la
ch
na
 v
ig
in
ti
oc
to
ma
cu
la
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
 

8
27
 
 

 
ｼ
ﾞｭ
ｳ
ｻﾝ
ﾎ
ｼﾃ
ﾝ
ﾄｳ
 

Hi
pp
od
am
ia
 t
re
de
ci
mp
un
ct
at
a 
ti
mb
er
la
ke
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
28
 
 

 
ﾋ
ﾒｶ
ﾒ
ﾉｺ
ﾃ
ﾝﾄ
ｳ 

Pr
op
yl
ea
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
○

○
 

 
 

8
29
 
 

 
ｶ
ｸﾞ
ﾔ
ﾋﾒ
ﾃ
ﾝﾄ
ｳ 

Sc
ym
nu
s 
ka
gu
ya
hi
me
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
30
 
 

 
ｶ
ﾜﾑ
ﾗ
ﾋﾒ
ﾃ
ﾝﾄ
ｳ 

Sc
ym
nu
s 
ka
wa
mu
ra
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
31
 
 

 
ｺ
ｸﾛ
ﾋ
ﾒﾃ
ﾝ
ﾄｳ
 

Sc
ym
nu
s 
po
st
ic
al
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
S
cy
m
nu
s
属
 

Sc
ym
nu
s 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
32
 
 

ｵ
ｵｷ
ﾉ
ｺﾑ
ｼ 

ﾙ
ﾘｵ
ｵ
ｷﾉ
ｺ
ﾑｼ
 

Au
la
co
ch
il
us
 s
ib
ir
ic
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
33
 
 

 
ｱ
ｶﾊ
ﾊ
ﾞﾋ
ﾞ
ﾛｵ
ｵ
ｷﾉ
ｺ
ﾑｼ
 

Ne
ot
ri
pl
ax
 l
ew
is
ii
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
34
 
 

ｵ
ｵｷ
ｽ
ｲﾑ
ｼ 

ﾖ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼｵ
ｵ
ｷｽ
ｲ 

He
lo
ta
 g
em
ma
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
35
 
 

ｺ
ﾒﾂ
ｷ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

ﾂ
ﾏｸ
ﾞ
ﾛﾋ
ﾒ
ｺﾒ
ﾂ
ｷﾓ
ﾄ
ﾞｷ
 

An
ad
as
tu
s 
pr
ae
us
tu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
36
 
 

ｹ
ｼｷ
ｽ
ｲ 

ｶ
ｸｱ
ｼ
ﾋﾗ
ﾀ
ｹｼ
ｷ
ｽｲ
 

Ep
ur
ae
a 
be
rg
er
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

- 
 

 
E
pu
r
ae
a
属
 

Ep
ur
ae
a 
sp
. 

 
 

 
○

 
1

 
 

 

8
37
 
 

 
ｺ
ﾖﾂ
ﾎ
ﾞｼ
ｹ
ｼｷ
ｽ
ｲ 

Li
br
od
or
 i
ps
oi
de
s 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

8
38
 
 

 
ﾖ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼｹ
ｼ
ｷｽ
ｲ 

Li
br
od
or
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

○
 

○
 

 
2 

8
39
 
 

ﾋ
ﾒﾊ
ﾅ
ﾑｼ
 

S
ti
l
bu
s
属
 

St
il
bu
s 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
40
 
 

ﾎ
ｿﾋ
ﾗ
ﾀﾑ
ｼ 

P
sa
m
mo
e
cu
s
属
 

Ps
am
mo
ec
us
 s
p
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
41
 
 

ﾆ
ｾｸ
ﾋ
ﾞﾎ
ﾞ
ｿﾑ
ｼ 

ｱ
ｼﾏ
ｶ
ﾞﾘ
ﾆ
ｾｸ
ﾋ
ﾞﾎ
ﾞ
ｿﾑ
ｼ 

Ps
eu
do
lo
te
lu
s 
di
st
or
tu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
42
 
 

ﾅ
ｶﾞ
ｸ
ﾁｷ
ﾑ
ｼ 

ｸ
ﾛﾎ
ｿ
ﾅｶ
ﾞ
ｸﾁ
ｷ 

Ph
lo
eo
tr
ya
 r
ug
ic
ol
li
s 

○
 

 
 

 
 

 
3 

8
43
 
 

ﾂ
ﾁﾊ
ﾝ
ﾐｮ
ｳ 

ﾏ
ﾒﾊ
ﾝ
ﾐｮ
ｳ 

Ep
ic
au
ta
 g
or
ha
mi
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
44
 
 

ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ 

ﾁ
ｬｲ
ﾛ
ﾋﾒ
ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ 

Gl
ip
os
te
no
da
 r
os
se
ol
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
45
 
 

 
ｸ
ﾛﾋ
ﾒ
ﾊﾅ
ﾉ
ﾐ 

Mo
rd
el
li
st
en
a 
co
me
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
46
 
 

ｺ
ｷﾉ
ｺ
ﾑｼ
 

ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｺｷ
ﾉ
ｺﾑ
ｼ 

My
ce
to
ph
ag
us
 i
rr
or
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
47
 
 

ｶ
ﾐｷ
ﾘ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

ﾓ
ﾓﾌ
ﾞ
ﾄｶ
ﾐ
ｷﾘ
ﾓ
ﾄﾞ
ｷ 

Oe
de
me
ra
 l
uc
id
ic
ol
li
s 
lu
ci
di
co
ll
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
48
 
 

ｱ
ｶﾊ
ﾈ
ﾑｼ
 

ﾑ
ﾅﾋ
ﾞ
ﾛｱ
ｶ
ﾊﾈ
ﾑ
ｼ 

Ps
eu
do
py
ro
ch
ro
a 
la
ti
co
ll
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
49
 
 

ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ
ﾀﾞ
ﾏ
ｼ 

ｸ
ﾛﾌ
ﾅ
ｶﾞ
ﾀ
ﾊﾅ
ﾉ
ﾐ 

An
as
pi
s 
ma
rs
eu
li
 

○
 

 
 

○
 

 
 

- 
 

 
ﾊ
ﾅﾉ
ﾐ
ﾀﾞ
ﾏ
ｼ科
 

Sc
ra
pt
ii
da
e 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
50
 
 

ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼﾀ
ﾞ
ﾏｼ
 

ｱ
ｵﾊ
ﾑ
ｼﾀ
ﾞ
ﾏｼ
 

Ar
th
ro
ma
cr
a 
vi
ri
di
ss
im
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
51
 
 

 
ｽ
ﾅｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ
ﾀﾞ
ﾏ
ｼ 

Go
no
ce
ph
al
um
 j
ap
an
um
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
52
 
 

 
ｽ
ｼﾞ
ｺ
ｶﾞ
ｼ
ﾗｺ
ﾞ
ﾐﾑ
ｼ
ﾀﾞ
ﾏ
ｼ 

He
te
ro
ta
rs
us
 c
ar
in
ul
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

8
53
 
 

 
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾑｼ
ﾀ
ﾞﾏ
ｼ 

Ma
cr
ol
ag
ri
a 
ru
fo
br
un
ne
a 

○
 

 
 

○
2

 
 

1 

8
54
 
 

 
ｸ
ﾛﾂ
ﾔ
ｷﾉ
ｺ
ｺﾞ
ﾐ
ﾑｼ
ﾀ
ﾞﾏ
ｼ 

Pl
at
yd
em
a 
ni
gr
oa
en
eu
m 

○
 

 
 

 
 

 
1 

8
55
 
 

 
ﾁ
ﾋﾞ
ｷ
ﾉｺ
ｺ
ﾞﾐ
ﾑ
ｼﾀ
ﾞ
ﾏｼ
 

Pl
at
yd
em
a 
sy
lv
es
tr
e 

○
 

 
 

 
 

 
1 

8
56
 
 

 
ｷ
ﾏﾜ
ﾘ 

Pl
es
io
ph
th
al
mu
s 
ni
gr
oc
ya
ne
us
 n
ig
ro
cy
an
eu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
57
 
 

ｷ
ﾉｺ
ﾑ
ｼﾀ
ﾞ
ﾏｼ
 

ﾓ
ﾝｷ
ﾅ
ｶﾞ
ｸ
ﾁｷ
ﾑ
ｼ 

Pe
nt
he
 j
ap
an
a 

 
 

 
○

 
1 

 
 

8
58
 
 

ｶ
ﾐｷ
ﾘ
ﾑｼ
 

ｾ
ﾝﾉ
ｷ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Ac
al
ol
ep
ta
 l
ux
ur
io
sa
 l
ux
ur
io
sa
 

 
 

○
○

○
 

 
 

8
59
 
 

 
ｺ
ﾞﾏ
ﾀ
ﾞﾗ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

An
op
lo
ph
or
a 
ma
la
si
ac
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
60
 
 

 
ｱ
ｶﾊ
ﾅ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Ar
ed
ol
po
na
 s
uc
ce
da
ne
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
61
 
 

 
ﾊ
ｽｵ
ﾋ
ﾞﾋ
ｹ
ﾞﾅ
ｶ
ﾞｶ
ﾐ
ｷﾘ
 

Cl
ep
to
me
to
pu
s 
bi
ma
cu
la
tu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
62
 
 

 
ﾋ
ﾅﾙ
ﾘ
ﾊﾅ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Di
no
pt
er
a 
mi
nu
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
63
 
 

 
ﾑ
ﾈｱ
ｶ
ｸﾛ
ﾊ
ﾅｶ
ﾐ
ｷﾘ
 

Le
pt
ur
a 
di
mo
rp
ha
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
64
 
 

 
ﾖ
ﾂｽ
ｼ
ﾞﾊ
ﾅ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Le
pt
ur
a 
oc
hr
ac
eo
fa
sc
ia
ta
 o
ch
ra
ce
of
as
ci
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
65
 
 

 
ﾐ
ﾔﾏ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Ma
ss
ic
us
 r
ad
de
i 

 
 

○
 

 
1

 
 

 

8
66
 
 

 
ｳ
ｽﾊ
ﾞ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Me
go
pi
s 
si
ni
ca
 s
in
ic
a 

 
 

○
 

 
1 

 
 

8
67
 
 

 
ｺ
ﾞﾏ
ﾌ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Me
so
sa
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
68
 
 

 
ﾍ
ﾘｸ
ﾞ
ﾛﾘ
ﾝ
ｺﾞ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Nu
ps
er
ha
 m
ar
gi
ne
ll
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
69
 
 

 
ﾎ
ｿｷ
ﾘ
ﾝｺ
ﾞ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Ob
er
ea
 i
nf
ra
ni
gr
es
ce
ns
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
70
 
 

 
ｷ
ｸｽ
ｲ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Ph
yt
oe
ci
a 
ru
fi
ve
nt
ri
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
71
 
 

 
ｷ
ﾀｾ
ｽ
ｼﾞ
ﾋ
ﾒﾊ
ﾅ
ｶﾐ
ｷ
ﾘ 

Pi
do
ni
a 
am
en
ta
ta
 k
ur
os
aw
ai
 

○
 

 
 

 
1

 
 

 

8
72
 
 

 
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾞﾋ
ﾒ
ﾊﾅ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Pi
do
ni
a 
si
gn
if
er
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
73
 
 

 
ﾉ
ｺｷ
ﾞ
ﾘｶ
ﾐ
ｷﾘ
 

Pr
io
nu
s 
in
su
la
ri
s 
in
su
la
ri
s 

 
 

○
 

○
1

3 
 

 

8
74
 
 

 
ﾄ
ｶﾞ
ﾘ
ｼﾛ
ｵ
ﾋﾞ
ｻ
ﾋﾞ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Pt
er
ol
op
hi
a 
ca
ud
at
a 
ca
ud
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
75
 
 

 
ﾍ
ﾞﾆ
ｶ
ﾐｷ
ﾘ 

Pu
rp
ur
ic
en
us
 t
em
mi
nc
ki
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-110 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
5
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
5/
17
）
 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季
 
初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

8
76
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ﾊ
ﾑｼ
 

ｱ
ｶｶ
ﾞ
ﾈｻ
ﾙ
ﾊﾑ
ｼ 

Ac
ro
th
in
iu
m 
ga
sc
hk
ev
it
ch
ii
 g
as
ch
ke
vi
tc
hi
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
77
 
 

 
ｷ
ｸﾋ
ﾞ
ｱｵ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ag
el
as
a 
ni
gr
ic
ep
s 

○
 

○
 

○
 

 
 

8
78
 
 

 
ｱ
ｶﾊ
ﾞ
ﾅｶ
ﾐ
ﾅﾘ
ﾊ
ﾑｼ
 

Al
ti
ca
 o
le
ra
ce
a 

○
 

○
 

○
 

 
 

- 
 

 
A
lt
i
ca
属
 

Al
ti
ca
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

8
79
 
 

 
ﾂ
ﾌﾞ
ﾉ
ﾐﾊ
ﾑ
ｼ 

Ap
ht
ho
na
 p
er
mi
nu
ta
 

○
 

○
 

○
 

1 
 

8
80
 
 

 
ﾑ
ﾅｸ
ﾞ
ﾛﾂ
ﾔ
ﾊﾑ
ｼ 

Ar
th
ro
tu
s 
ni
ge
r 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
81
 
 

 
ｳ
ﾘﾊ
ﾑ
ｼﾓ
ﾄ
ﾞｷ
 

At
ra
ch
ya
 m
en
et
ri
es
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
82
 
 

 
ｳ
ﾘﾊ
ﾑ
ｼ 

Au
la
co
ph
or
a 
in
di
ca
 

○
 

 
○

○
 

 
 

8
83
 
 

 
ｸ
ﾛｳ
ﾘ
ﾊﾑ
ｼ 

Au
la
co
ph
or
a 
ni
gr
ip
en
ni
s 
ni
gr
ip
en
ni
s 

○
 

○
 

○
 

 
 

8
84
 
 

 
ｱ
ｵﾊ
ﾞ
ﾈｻ
ﾙ
ﾊﾑ
ｼ 

Ba
si
le
pt
a 
fu
lv
ip
es
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
85
 
 

 
ｾ
ﾓﾝ
ｼ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｻ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ca
ss
id
a 
ve
rs
ic
ol
or
 

○
 

 
○

○
 

 
 

8
86
 
 

 
ﾖ
ﾓｷ
ﾞ
ﾊﾑ
ｼ 

Ch
ry
so
li
na
 a
ur
ic
ha
lc
ea
 

○
 

 
○

○
 

 
 

8
87
 
 

 
ﾊ
ｯｶ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ch
ry
so
li
na
 e
xa
nt
he
ma
ti
ca
 l
ae
vi
pu
nc
ta
ta
 

○
 

 
○

○
 

 
 

8
88
 
 

 
ｽ
ｽﾞ
ｷ
ﾐﾄ
ﾞ
ﾘﾄ
ﾋ
ﾞﾊ
ﾑ
ｼ 

Cr
ep
id
od
er
a 
sa
ha
li
ne
ns
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
89
 
 

 
ﾊ
ﾞﾗ
ﾙ
ﾘﾂ
ﾂ
ﾊﾑ
ｼ 

Cr
yp
to
ce
ph
al
us
 a
pp
ro
xi
ma
tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
90
 
 

 
ﾔ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼﾂ
ﾂ
ﾊﾑ
ｼ 

Cr
yp
to
ce
ph
al
us
 j
ap
an
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
91
 
 

 
ｸ
ﾛﾎ
ﾞ
ｼﾂ
ﾂ
ﾊﾑ
ｼ 

Cr
yp
to
ce
ph
al
us
 s
ig
na
ti
ce
ps
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
92
 
 

 
ｶ
ﾀﾋ
ﾞ
ﾛﾄ
ｹ
ﾞﾊ
ﾑ
ｼ 

Da
ct
yl
is
pa
 s
ub
qu
ad
ra
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
93
 
 

 
ｸ
ﾜﾊ
ﾑ
ｼ 

Fl
eu
ti
au
xi
a 
ar
ma
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
94
 
 

 
ｲ
ﾀﾄ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾑ
ｼ 

Ga
ll
er
uc
id
a 
bi
fa
sc
ia
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
95
 
 

 
ｸ
ﾙﾐ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ga
st
ro
li
na
 d
ep
re
ss
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
96
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ﾀ
ﾙﾘ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ga
st
ro
ph
ys
a 
at
ro
cy
an
ea
 

○
 

 
 

○
 

 
 

8
97
 
 

 
ｷ
ﾍﾞ
ﾘ
ｸﾋ
ﾞ
ﾎﾞ
ｿ
ﾊﾑ
ｼ 

Le
ma
 a
da
ms
ii
 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
98
 
 

 
ｷ
ｲﾛ
ｸ
ﾋﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾑｼ
 

Li
li
oc
er
is
 r
ug
at
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

8
99
 
 

 
ｷ
ｱｼ
ﾉ
ﾐﾊ
ﾑ
ｼ 

Lu
pe
ro
mo
rp
ha
 t
en
eb
ro
sa
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
00
 
 

 
ﾄ
ﾞｳ
ｶ
ﾞﾈ
ﾂ
ﾔﾊ
ﾑ
ｼ 

Oo
mo
rp
ho
id
es
 c
up
re
at
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
01
 
 

 
ﾏ
ﾙｷ
ﾊ
ﾞﾈ
ｻ
ﾙﾊ
ﾑ
ｼ 

Pa
gr
ia
 u
ss
ur
ie
ns
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
02
 
 

 
ﾖ
ﾂﾎ
ﾞ
ｼﾊ
ﾑ
ｼ 

Pa
ri
de
a 
qu
ad
ri
pl
ag
ia
ta
 

 
 

 
○

○
 

 
 

9
03
 
 

 
ﾁ
ｬﾊ
ﾞ
ﾈﾂ
ﾔ
ﾊﾑ
ｼ 

Ph
yg
as
ia
 f
ul
vi
pe
nn
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
04
 
 

 
ﾔ
ﾅｷ
ﾞ
ﾙﾘ
ﾊ
ﾑｼ
 

Pl
ag
io
de
ra
 v
er
si
co
lo
ra
 

○
 

○
 

○
 

 
 

9
05
 
 

 
ｴ
ｿﾞ
ｵ
ｵﾐ
ｽ
ﾞｸ
ｻ
ﾊﾑ
ｼ 

Pl
at
eu
ma
ri
s 
co
ns
tr
ic
ti
co
ll
is
 c
on
st
ri
ct
ic
ol
li
s

○
 

 
 

○
 

 
 

9
06
 
 

 
ｷ
ﾇﾂ
ﾔ
ﾐｽ
ﾞ
ｸｻ
ﾊ
ﾑｼ
 

Pl
at
eu
ma
ri
s 
se
ri
ce
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
07
 
 

 
ﾙ
ﾘﾅ
ｶ
ﾞｽ
ﾈ
ﾄﾋ
ﾞ
ﾊﾑ
ｼ 

Ps
yl
li
od
es
 b
re
tt
in
gh
am
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

- 
 

 
P
sy
l
li
o
de
s
属
 

Ps
yl
li
od
es
 s
p
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

9
08
 
 

 
ｷ
ﾎﾞ
ｼ
ﾙﾘ
ﾊ
ﾑｼ
 

Sm
ar
ag
di
na
 a
ur
it
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
09
 
 

 
ﾑ
ﾅｷ
ﾙ
ﾘﾊ
ﾑ
ｼ 

Sm
ar
ag
di
na
 s
em
ia
ur
an
ti
ac
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
10
 
 

 
ｷ
ｲﾛ
ﾀ
ﾏﾉ
ﾐ
ﾊﾑ
ｼ 

Sp
ha
er
od
er
ma
 u
ni
co
lo
r 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
11
 
 

 
ｲ
ﾁﾓ
ﾝ
ｼﾞ
ｶ
ﾒﾉ
ｺ
ﾊﾑ
ｼ 

Th
la
sp
id
a 
cr
ib
ro
sa
 

○
 

○
○

○
 

 
 

9
12
 
 

 
ﾜ
ﾓﾝ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾑｼ
 

Ze
ug
op
ho
ra
 a
nn
ul
at
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
13
 
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

ｷ
ﾉｺ
ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Eu
pa
ri
us
 o
cu
la
tu
s 
oc
ul
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
14
 
 

 
ｳ
ｽﾓ
ﾝ
ﾂﾂ
ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Oz
ot
om
er
us
 j
ap
on
ic
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

- 
 

 
ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ科
 

An
th
ri
bi
da
e 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
15
 
 

ﾎ
ｿｸ
ﾁ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
 

ﾋ
ｹﾞ
ﾅ
ｶﾞ
ﾎ
ｿｸ
ﾁ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
 

Ps
eu
do
pi
ra
pi
on
 p
la
ci
du
m 

○
 

 
○

○
 

 
 

9
16
 
 

 
ﾏ
ﾒﾎ
ｿ
ｸﾁ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Ps
eu
do
pi
ez
ot
ra
ch
el
us
 c
ol
la
ri
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

- 
 

 
ﾎ
ｿｸ
ﾁ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
科
 

Ap
io
ni
da
e 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

9
17
 
 

ｵ
ﾄｼ
ﾌ
ﾞﾐ
 

ｳ
ｽﾓ
ﾝ
ｵﾄ
ｼ
ﾌﾞ
ﾐ 

Ap
od
er
us
 b
al
te
at
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
18
 
 

 
ﾋ
ﾒｸ
ﾛ
ｵﾄ
ｼ
ﾌﾞ
ﾐ 

Ap
od
er
us
 e
ry
th
ro
ga
st
er
 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
19
 
 

 
ﾌ
ｧｳ
ｽ
ﾄﾊ
ﾏ
ｷﾁ
ｮ
ｯｷ
ﾘ 

By
ct
is
cu
s 
fa
us
ti
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
20
 
 

 
ﾄ
ﾞﾛ
ﾊ
ﾏｷ
ﾁ
ｮｯ
ｷ
ﾘ 

By
ct
is
cu
s 
pu
be
ru
lu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
21
 
 

 
ｺ
ﾅﾗ
ｲ
ｸﾋ
ﾞ
ﾁｮ
ｯ
ｷﾘ
 

De
po
ra
us
 u
ni
co
lo
r 

○
 

○
 

○
 

 
 

9
22
 
 

 
ｶ
ｼﾙ
ﾘ
ｵﾄ
ｼ
ﾌﾞ
ﾐ 

Eu
op
s 
sp
le
nd
id
us
 

○
 

○
 

○
 

 
 

9
23
 
 

 
ﾘ
ｭｲ
ｽ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ｵ
ﾄｼ
ﾌ
ﾞﾐ
 

He
ni
co
la
bu
s 
le
wi
si
i 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
24
 
 

 
ｸ
ﾁﾌ
ﾞ
ﾄﾁ
ｮ
ｯｷ
ﾘ 

La
si
or
hy
nc
hi
te
s 
br
ev
ir
os
tr
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

9
25
 
 

 
ﾋ
ﾒｺ
ﾌ
ﾞｵ
ﾄ
ｼﾌ
ﾞ
ﾐ 

Ph
ym
at
ap
od
er
us
 p
av
en
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
26
 
 

 
ｶ
ｼﾙ
ﾘ
ﾁｮ
ｯ
ｷﾘ
 

Rh
od
oc
yr
tu
s 
as
si
mi
li
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
27
 
 

ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

ｴ
ｿﾞ
ﾋ
ﾒｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

Ba
ri
s 
ez
oa
na
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
28
 
 

 
ﾏ
ﾀﾞ
ﾗ
ｸﾁ
ｶ
ｸｼ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Cr
yp
to
rh
yn
ch
us
 e
le
ct
us
 

○
 

 
 

 
 

 
1 

9
29
 
 

 
ﾔ
ﾅｷ
ﾞ
ｼﾘ
ｼ
ﾞﾛ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Cr
yp
to
rh
yn
ch
us
 l
ap
at
hi
 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
30
 
 

 
ｸ
ﾜｻ
ｻ
ﾗｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

De
mi
ma
ea
 m
or
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
31
 
 

 
ｺ
ﾌｷ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Eu
gn
at
hu
s 
di
st
in
ct
us
 

○
 

○
○

○
 

 
 

9
32
 
 

 
ｽ
ｹﾞ
ﾉ
ﾊﾗ
ｼ
ﾞﾛ
ﾋ
ﾒｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

Li
mn
ob
ar
is
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

○
 

 
 

9
33
 
 

 
ﾊ
ｽｼ
ﾞ
ｶﾂ
ｵ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
 

Li
xu
s 
ac
ut
ip
en
ni
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
34
 
 

 
ｶ
ﾂｵ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Li
xu
s 
im
pr
es
si
ve
nt
ri
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

9
35
 
 

 
ｸ
ﾜﾋ
ﾒ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
 

Mo
re
ob
ar
is
 d
ep
la
na
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。

 
 



 

 

8.8-111 

表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
6
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
6/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季

初
夏
季
*1

夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B
1

B
2

B 3
B 4

B
5

B
6

L 1
L 2

L 3
L 4 

L 5 
L 6 

9
36
 
ｺ
ｳﾁ
ｭ
ｳ 

ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

ｶ
ｼﾜ
ｸ
ﾁﾌ
ﾞ
ﾄｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

My
ll
oc
er
us
 g
ri
se
us
 

 
 

○
○

○
 

 
 

 
 

 
 

- 
 

 
M
yl
l
oc
e
ru
s
属
 

My
ll
oc
er
us
 s
p
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
37
 
 

 
ﾑ
ﾈｽ
ｼ
ﾞﾉ
ﾐ
ｿﾞ
ｳ
ﾑｼ
 

Or
ch
es
te
s 
am
ur
en
si
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
38
 
 

 
ﾑ
ﾓﾝ
ﾉ
ﾐｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

Or
ch
es
te
s 
at
er
ri
mu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
39
 
 

 
ｵ
ｼﾞ
ﾛ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Or
na
ta
lc
id
es
 t
ri
fi
du
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
40
 
 

 
ﾋ
ﾗｽ
ﾞ
ﾈﾋ
ｹ
ﾞﾎ
ﾞ
ｿｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

Ph
yl
lo
bi
us
 i
nt
ru
su
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1 
 

9
41
 
 

 
ｸ
ﾛｸ
ﾁ
ﾌﾞ
ﾄ
ｻﾙ
ｿ
ﾞｳ
ﾑ
ｼ 

Rh
in
on
co
mi
mu
s 
ni
ge
r 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
42
 
 

 
S
te
r
eo
n
yc
h
us
属
 

St
er
eo
ny
ch
us
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
43
 
 

ｵ
ｻｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

ｵ
ｵｿ
ﾞ
ｳﾑ
ｼ 

Si
pa
li
nu
s 
gi
ga
s 
gi
ga
s 

○
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
44
 
 

ｷ
ｸｲ
ﾑ
ｼ 

ﾊ
ﾝﾉ
ｷ
ｷｸ
ｲ
ﾑｼ
 

Xy
lo
sa
nd
ru
s 
ge
rm
an
us
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

 
 

9
45
 
ﾊ
ﾁ 

ﾐ
ﾌｼ
ﾊ
ﾊﾞ
ﾁ 

ﾆ
ﾎﾝ
ﾁ
ｭｳ
ﾚ
ﾝｼ
ﾞ 

Ar
ge
 n
ip
po
ne
ns
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

- 
 

 
A
rg
e
属
 

Ar
ge
 s
p
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
46
 
 

ﾊ
ﾊﾞ
ﾁ 

ｾ
ｸﾞ
ﾛ
ｶﾌ
ﾞ
ﾗﾊ
ﾊ
ﾞﾁ
 

At
ha
li
a 
in
fu
ma
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
47
 
 

 
ｶ
ﾌﾞ
ﾗ
ﾊﾊ
ﾞ
ﾁ 

At
ha
li
a 
ro
sa
e 
ru
fi
co
rn
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
48
 
 

 
C
la
d
iu
s
属
 

Cl
ad
iu
s 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
49
 
 

 
ｵ
ｽｸ
ﾞ
ﾛﾊ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Do
le
ru
s 
si
mi
li
s 
ja
po
ni
cu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

- 
 

 
D
ol
e
ru
s
属
 

Do
le
ru
s 
sp
. 

○
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
50
 
 

 
E
mp
r
on
u
s
属
 

Em
pr
on
us
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
51
 
 

 
ｸ
ﾛﾑ
ﾈ
ﾊﾊ
ﾞ
ﾁ 

La
gi
di
na
 i
rr
it
an
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
52
 
 

 
P
ac
h
yp
r
ot
a
si
s
属
 

Pa
ch
yp
ro
ta
si
s 
sp
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
53
 
 

 
S
tr
o
ng
y
lo
g
as
t
er
属
 

St
ro
ng
yl
og
as
te
r 
sp
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
54
 
 

ｷ
ﾊﾞ
ﾁ 

T
re
m
ex
属
 

Tr
em
ex
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
55
 
 

ｺ
ﾏﾕ
ﾊ
ﾞﾁ
 

R
og
a
s
属
 

Ro
ga
s 
s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
1

 
 

 

- 
 

 
ｺ
ﾏﾕ
ﾊ
ﾞﾁ
科
 

Br
ac
on
id
ae
 s
p.
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
56
 
 

ﾋ
ﾒﾊ
ﾞ
ﾁ 

D
ic
a
mp
t
us
属
 

Di
ca
mp
tu
s 
sp
. 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

9
57
 
 

 
ｷ
ﾌﾀ
ﾎ
ｼﾋ
ﾗ
ﾀﾋ
ﾒ
ﾊﾞ
ﾁ 

Ep
hi
al
te
s 
ru
fa
tu
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
58
 
 

 
N
et
e
li
a
属
 

Ne
te
li
a 
sp
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
59
 
 

 
O
ph
i
on
属
 

Op
hi
on
 s
p.
 

 
 

 
○

 
 

 
 

 
1 

 
 

- 
 

 
ﾋ
ﾒﾊ
ﾞ
ﾁ科
 

Ic
hn
eu
mo
ni
da
e 
sp
. 

○
 

○
○

○
 

 
 

 
 

 
1 

9
60
 
 

ｼ
ﾘﾎ
ﾞ
ｿｸ
ﾛ
ﾊﾞ
ﾁ 

ｼ
ﾘﾎ
ﾞ
ｿｸ
ﾛ
ﾊﾞ
ﾁ科
 

Pr
oc
to
tr
up
id
ae
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
61
 
 

ﾋ
ﾒｺ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ﾋ
ﾒｺ
ﾊ
ﾞﾁ
科
 

Eu
lo
ph
id
ae
 s
p
. 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
62
 
 

ｶ
ﾀﾋ
ﾞ
ﾛｺ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ｶ
ﾀﾋ
ﾞ
ﾛｺ
ﾊ
ﾞﾁ
科
 

Eu
ry
to
mi
da
e 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
63
 
 

ｺ
ｶﾞ
ﾈ
ｺﾊ
ﾞ
ﾁ 

ｺ
ｶﾞ
ﾈ
ｺﾊ
ﾞ
ﾁ科
 

Pt
er
om
al
id
ae
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
64
 
 

ｱ
ﾘｶ
ﾞ
ﾀﾊ
ﾞ
ﾁ 

ｱ
ﾘｶ
ﾞ
ﾀﾊ
ﾞ
ﾁ科
 

Be
th
yl
id
ae
 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
65
 
 

ｱ
ﾘ 

ｱ
ｼﾅ
ｶ
ﾞｱ
ﾘ 

Ap
ha
en
og
as
te
r 
fa
me
li
ca
 

○
 

○
 

○
 

2
1
5

 
 

 
 

9
66
 
 

 
ﾔ
ﾏﾄ
ｱ
ｼﾅ
ｶ
ﾞｱ
ﾘ 

Ap
ha
en
og
as
te
r 
ja
po
ni
ca
 

 
 

 
○

 
 

4
8

2
5

 
 

 
 

9
67
 
 

 
ｸ
ﾛｵ
ｵ
ｱﾘ
 

Ca
mp
on
ot
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
68
 
 

 
ﾐ
ｶﾄ
ﾞ
ｵｵ
ｱ
ﾘ 

Ca
mp
on
ot
us
 k
iu
si
ue
ns
is
 

 
 

 
○

 
 

 
1

 
 

 
 

9
69
 
 

 
ﾑ
ﾈｱ
ｶ
ｵｵ
ｱ
ﾘ 

Ca
mp
on
ot
us
 o
bs
cu
ri
pe
s 

○
 

○
○

○
2

7
2

5
8

1
9

1
9

1
1 

5 
5 

9
70
 
 

 
ﾃ
ﾗﾆ
ｼ
ｼﾘ
ｱ
ｹﾞ
ｱ
ﾘ 

Cr
em
at
og
as
te
r 
te
ra
ni
sh
ii
 

 
 

○
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
71
 
 

 
ﾊ
ﾔｼ
ｸ
ﾛﾔ
ﾏ
ｱﾘ
 

Fo
rm
ic
a 
ha
ya
sh
i 

 
 

 
○

 
 

 
 

5
 

 
 

9
72
 
 

 
ｸ
ﾛﾔ
ﾏ
ｱﾘ
 

Fo
rm
ic
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
○

○
3

1
4

3
4
1
1

4
3
1

 
 

 

9
73
 
 

 
ｷ
ｲﾛ
ｹ
ｱﾘ
 

La
si
us
 f
la
vu
s 

○
 

 
○

○
1

 
 

 
 

 
 

9
74
 
 

 
ｸ
ﾛｸ
ｻ
ｱﾘ
 

La
si
us
 f
uj
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
75
 
 

 
ﾊ
ﾔｼ
ｹ
ｱﾘ
 

La
si
us
 h
ay
as
hi
 

○
 

 
 

 
 

3
7

 
 

 
 

 

9
76
 
 

 
ﾄ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛｹ
ｱ
ﾘ 

La
si
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

○
○

○
1
6

 
1
2
4
4

2
1

 
 

 

9
77
 
 

 
ｸ
ｻｱ
ﾘ
ﾓﾄ
ﾞ
ｷ 

La
si
us
 s
pa
th
ep
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
78
 
 

 
ｶ
ﾄﾞ
ﾌ
ｼｱ
ﾘ 

My
rm
ec
in
a 
ni
pp
on
ic
a 

○
 

 
○

 
2

 
 

 
 

 
 

9
79
 
 

 
ｼ
ﾜｸ
ｼ
ｹｱ
ﾘ 

My
rm
ic
a 
ko
to
ku
i 

 
 

 
○

 
5

 
 

 
 

 
 

9
80
 
 

 
ｱ
ﾒｲ
ﾛ
ｱﾘ
 

Ny
la
nd
er
ia
 f
la
vi
pe
s 

○
 

○
○

○
4
9

2
35

2
0

1
8
4

3
 

 
 

9
81
 
 

 
ｱ
ｽﾞ
ﾏ
ｵｵ
ｽ
ﾞｱ
ﾘ 

Ph
ei
do
le
 f
er
vi
da
 

○
 

○
○

○
2
03

6
25

1
6

4
66

6
90

 
 

 

9
82
 
 

 
ｱ
ﾐﾒ
ｱ
ﾘ 

Pr
is
to
my
rm
ex
 p
un
ct
at
us
 

○
 

○
○

○
 

 
6

1
 

 
 

 

9
83
 
 

 
ｳ
ﾒﾏ
ﾂ
ｱﾘ
 

Vo
ll
en
ho
vi
a 
em
er
yi
 

 
 

○
 

 
 

 
4

 
 

 
 

 

9
84
 
 

ﾄ
ﾞﾛ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ﾐ
ｶﾄ
ﾞ
ﾄｯ
ｸ
ﾘﾊ
ﾞ
ﾁ 

Eu
me
ne
s 
mi
ca
do
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
85
 
 

 
ｽ
ｽﾞ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Or
eu
me
ne
s 
de
co
ra
tu
s 

 
 

○
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
86
 
 

 
ｶ
ﾀｸ
ﾞ
ﾛﾁ
ﾋ
ﾞﾄ
ﾞ
ﾛﾊ
ﾞ
ﾁ 

St
en
od
yn
er
us
 c
hi
ne
ns
is
 s
im
il
li
mu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
87
 
 

ｽ
ｽﾞ
ﾒ
ﾊﾞ
ﾁ 

ﾑ
ﾓﾝ
ﾎ
ｿｱ
ｼ
ﾅｶ
ﾞ
ﾊﾞ
ﾁ 

Pa
ra
po
ly
bi
a 
in
di
ca
 i
nd
ic
a 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
88
 
 

 
ﾌ
ﾀﾓ
ﾝ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Po
li
st
es
 c
hi
ne
ns
is
 a
nt
en
na
li
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
89
 
 

 
ｷ
ﾎﾞ
ｼ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Po
li
st
es
 n
ip
po
ne
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
90
 
 

 
ｷ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Po
li
st
es
 r
ot
hn
ey
i 
iw
at
ai
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
91
 
 

 
ｺ
ｱｼ
ﾅ
ｶﾞ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Po
li
st
es
 s
ne
ll
en
i 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
92
 
 

 
ｺ
ｶﾞ
ﾀ
ｽｽ
ﾞ
ﾒﾊ
ﾞ
ﾁ 

Ve
sp
a 
an
al
is
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

9
93
 
 

 
ﾋ
ﾒｽ
ｽ
ﾞﾒ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Ve
sp
a 
du
ca
li
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
94
 
 

 
ｵ
ｵｽ
ｽ
ﾞﾒ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Ve
sp
a 
ma
nd
ar
in
ia
 

○
 

 
○

○
 

 
 

 
 

 
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。
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表
 
8
.
8
-
3
3
(
1
7
)
 
確
認
種
（
昆
虫
類
：
現
地
調
査
）
（
1
7/
17
）

 

№
 

目
名
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

調
査
時
期
 

調
査
方
法
 

春
季

初
夏
季
*1
 
夏
季

秋
季

任
意

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
 

B 1
B 2

B 3
B 4

B 5
B 6

L
1

L
2

L 3
L
4 

L
5 

L
6 

9
95
 
ﾊ
ﾁ 

ｽ
ｽﾞ
ﾒ
ﾊﾞ
ﾁ 

ｷ
ｲﾛ
ｽ
ｽﾞ
ﾒ
ﾊﾞ
ﾁ 

Ve
sp
a 
si
mi
ll
im
a 

 
 

○
○

○
 

 
 

 
 

9
96
 
 

 
ｸ
ﾛｽ
ｽ
ﾞﾒ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Ve
sp
ul
a 
fl
av
ic
ep
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

9
97
 
 

ﾍ
ﾞｯ
ｺ
ｳﾊ
ﾞ
ﾁ 

ｵ
ｵﾓ
ﾝ
ｸﾛ
ｸ
ﾓﾊ
ﾞ
ﾁ 

An
op
li
us
 s
am
ar
ie
ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

- 
 

 
A
no
p
li
u
s
属
 

An
op
li
us
 s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

9
98
 
 

 
A
up
l
op
u
s
属
 

Au
pl
op
us
 s
p.
 

 
 

 
○

 
1

 
 

 
 

 

9
99
 
 

 
P
ri
o
cn
e
mi
s
属
 

Pr
io
cn
em
is
 s
p
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
00
0 
 

ﾂ
ﾁﾊ
ﾞ
ﾁ 

ｵ
ｵﾊ
ﾗ
ﾅｶ
ﾞ
ﾂﾁ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Me
ga
ca
mp
so
me
ri
s 
gr
os
sa
 m
at
su
mu
ra
i 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
00
1 
 

ｷ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞﾁ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ﾔ
ﾏﾄ
ﾇ
ｶﾀ
ﾞ
ｶﾊ
ﾞ
ﾁ 

Ta
ch
ys
ph
ex
 n
ig
ri
co
lo
r 
ni
gr
ic
ol
or
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
00
2 
 

ｱ
ﾘﾏ
ｷ
ﾊﾞ
ﾁ 

P
em
p
hr
e
do
n
属
 

Pe
mp
hr
ed
on
 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
00
3 
 

ﾋ
ﾒﾊ
ﾅ
ﾊﾞ
ﾁ 

A
nd
r
en
a
属
 

An
dr
en
a 
sp
. 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
00
4 
 

ﾐ
ﾂﾊ
ﾞ
ﾁ 

A
me
g
il
l
a
属
 

Am
eg
il
la
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
00
5 
 

 
ﾆ
ﾎﾝ
ﾐ
ﾂﾊ
ﾞ
ﾁ 

Ap
is
 c
er
an
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
○

○
 

 
 

 
 

1
00
6 
 

 
ｾ
ｲﾖ
ｳ
ﾐﾂ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Ap
is
 m
el
li
fe
ra
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
00
7 
 

 
ｺ
ﾏﾙ
ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ﾁ 

Bo
mb
us
 a
rd
en
s 
ar
de
ns
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
00
8 
 

 
ﾄ
ﾗﾏ
ﾙ
ﾊﾅ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Bo
mb
us
 d
iv
er
su
s 
di
ve
rs
us
 

○
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
00
9 
 

 
ｵ
ｵﾏ
ﾙ
ﾊﾅ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Bo
mb
us
 h
yp
oc
ri
ta
 h
yp
oc
ri
ta
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
01
0 
 

 
ｸ
ﾛﾏ
ﾙ
ﾊﾅ
ﾊ
ﾞﾁ
 

Bo
mb
us
 i
gn
it
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
01
1 
 

 
ｷ
ｵﾋ
ﾞ
ﾂﾔ
ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ﾁ 

Ce
ra
ti
na
 f
la
vi
pe
s 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
01
2 
 

 
ｼ
ﾛｽ
ｼ
ﾞﾋ
ｹ
ﾞﾅ
ｶ
ﾞﾊ
ﾅ
ﾊﾞ
ﾁ 

Eu
ce
ra
 s
pu
rc
at
ip
es
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
01
3 
 

 
ｷ
ﾑﾈ
ｸ
ﾏﾊ
ﾞ
ﾁ 

Xy
lo
co
pa
 a
pp
en
di
cu
la
ta
 c
ir
cu
mv
ol
an
s 

○
 

○
○

○
 

 
 

 
 

1
01
4 
 

ﾑ
ｶｼ
ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ﾁ 

C
ol
l
et
e
s
属
 

Co
ll
et
es
 s
p.
 

 
 

 
○

○
 

 
 

 
 

1
01
5 
 

ｺ
ﾊﾅ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ｱ
ｶｶ
ﾞ
ﾈｺ
ﾊ
ﾅﾊ
ﾞ
ﾁ 

Ha
li
ct
us
 a
er
ar
iu
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
01
6 
 

 
ｻ
ﾋﾞ
ｲ
ﾛｶ
ﾀ
ｺﾊ
ﾅ
ﾊﾞ
ﾁ 

La
si
og
lo
ss
um
 m
ut
il
um
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
01
7 
 

 
ﾌ
ﾀﾓ
ﾝ
ｶﾀ
ｺ
ﾊﾅ
ﾊ
ﾞﾁ
 

La
si
og
lo
ss
um
 s
ci
tu
lu
m 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

- 
 

 
L
as
i
og
l
os
s
um
属
 

La
si
og
lo
ss
um
 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

1
01
8 
 

ﾊ
ｷﾘ
ﾊ
ﾞﾁ
 

ｵ
ｵﾊ
ｷ
ﾘﾊ
ﾞ
ﾁ 

Me
ga
ch
il
e 
sc
ul
pt
ur
al
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

- 
1
7
目
 

2
09
科
 

1
01
8
種
 

- 
4
87 種

3 種
 

5
29 種

3
51 種

6
19 種

2
9
種

2
3
種

2
1
種

2
5
種

2
7
種

2
2
種

1
15 種

1
66 種

4
9
種

1
25 種
 
1
12 種
 
1
64 種
 

※
1：
*
1
:
初
夏
季
は
夜
間
ホ
タ
ル
調
査
の
み
を
実
施
し
た
。
 

※
2：
種
名
や
学
名
及
び
そ
の
記
載
順
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成
2
6
年
度
生
物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
5
年
)」
に
準
拠
し
た
が
，
一
部
に
つ
い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考

に
し
た
。
 

※
3：
表
中
の
数
値
は
捕
獲
個
体
数
を
示
す
。
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（ii） 注目すべき種 

現地調査で確認された昆虫類のうち表 8.8-13に示す基準に該当する注目すべき種は，表 

8.8-34に示すとおり 7 目 13 科 21 種が確認された。注目すべき種の確認位置及び個体数は図 

8.8-15(1)～(4)に示すとおりである。 

また，注目すべき種のうち予測対象種※の特性及び確認状況は表 8.8-35(1)～(10)に示すとおり

である。 

 

※：表 8.8-13の注目すべき種の選定基準のうち，仙台市における保全上重要な種の区分は

「学術上重要種」，「減少種」，「環境指標種」，「ふれあい保全種」に区分されているが，

「学術上重要種」と「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見る

ことが出来ず特に稀といわれている Aランクの種を予測対象種とした。B・Cランクの「減

少種」及び「環境指標種・ふれあい保全種」には，調査範囲を含む仙台市周辺に普遍的

に生育・生息している種が多く含まれていることから，予測対象種からは除外した。 

 

表 8.8-34 注目すべき種（昆虫類：現地調査） 

No. 目名 科名 種名 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ春季 初夏季*1 夏季 秋季 
①

② 
③ ④ 

内 外 内 外 内 外 内 外 1 2 3 4 5 

1 ﾄﾝﾎﾞ 

 

 

 

 

 

ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ ○      ○ ○     * B      ○      

2 ﾄﾝﾎﾞ 

 

 

 

 

ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ        ○ ○ ○ ○   C  C   ○ ○      

3 ｱｷｱｶﾈ        ○  ○ ○   C  C   ○ ○      

4 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ        ○ ○ ○ ○   C  C   ○ ○      

5 ﾏｲｺｱｶﾈ        ○ ○  ○   C  C   ○ ○      

6 ﾘｽｱｶﾈ          ○ ○   B A          VU   

7 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｵｵｶﾏｷﾘ        ○ ○     * C C    ○      

8 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ         ○     * C *    ○      

9 ｶﾒﾑｼ 

 

ｾﾐ ｴｿﾞｾﾞﾐ        ○ ○     * B    ○ ○      

10 ｺｵｲﾑｼ ｺｵｲﾑｼ        ○ ○ ○ ○ 1  B A A       NT NT   

11 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ        ○ ○     C C C   ○        

12 ｺｳﾁｭｳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 

  

ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ           ○   C B B       NT    

13 ﾏﾙｶﾞﾀｹﾞﾝｺﾞﾛｳ        ○ ○ ○ ○            VU    

14 ﾐｽﾞｽﾏｼ ﾐｽﾞｽﾏｼ        ○   ○            VU    

15 ｶﾞﾑｼ 

  

ｺｶﾞﾑｼ        ○ ○ ○ ○            DD    

16 ｶﾞﾑｼ        ○ ○              NT    

17 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ 

  

ﾐﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ        ○ ○     C B    ○ ○      

18 ﾉｺｷﾞﾘｸﾜｶﾞﾀ        ○ ○    C C C    ○ ○      

19 ﾎﾀﾙ 

  

ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ     ○ ○     1  C B C   ○ ○   NT   

20 ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ       ○                  NT   

21 ﾊﾁ ﾐﾂﾊﾞﾁ ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ         ○              NT    

- 7 目 13 科 21 種 

1
種 

0
種 

1
種 

2
種

15
種

15
種

7
種

10
種 2

種
1
種

15
種

11
種

10
種

0
種 

9
種 

11
種 

7
種 

4
種

0
種

0
種

1種 2 種 17 種 10 種

※1：*1:初夏季は夜間ホタル調査のみを実施した。 

※2：種名や学名及びその記載順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト(河川環境データベース 国土交 

通省 2015 年)」に準拠したが，一部については図鑑等の文献を参考にした。 

※3：注目すべき種の選定基準の区分は，表 8.8-13を参照 

 
 

 
 



 

 8.8-114

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.8-15(1) 注目すべき種（昆虫類）の 

確認位置（春季）     

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-15(2) 注目すべき種（昆虫類）の 

確認位置（初夏季）    

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-15(3) 注目すべき種（昆虫類）の 

確認位置（夏季）     

 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 8.8-16(4) 注目すべき種（昆虫類）の 

確認位置（秋季）     

 
 

注目すべき種の保護の目的から 
確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 8.8-35(1) 予測対象種の特性及び確認状況（リスアカネ） 

種名 リスアカネ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

  B A     

環境省 RDB  宮城県 RL VU 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州に分布し，飛島，隠岐などの離島にも産する。 

仙台市内の分布 青葉区上愛子。 

形態 腹長 23～30mm。雌雄ほぼ同大。 

生息場所 
主に丘陵地や低山地の森林におおわれたやや鬱閉的な植物性沈積物の多
い池沼に生息する。 

繁殖 
産卵は主に連結飛翔型。連結したまま浅い水ぎわの湿った土の上などで卵
をばらまく。 

食性 成虫幼虫ともに肉食。小昆虫などを捕らえる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

1 1 1 2 

水田と樹林内の湿地で成虫が確認された。 

※:「原色日本トンボ幼虫・成虫大図鑑」（北海道大学図書刊行会，1999 年） 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-35(2) 予測対象種の特性及び確認状況（コオイムシ） 

種名 コオイムシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

1  B A A    

環境省 RDB NT 宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(
※)

全国分布 本州から九州に分布する。 

仙台市内の分布 朴沢など。 

形態 体長は 17～20mm。体は楕円形で淡褐色から黄褐色。 

生息場所 水深の浅い開放的な止水域に生息する。 

繁殖 雌は雄の背面(前翅上)に卵塊を産む。 

食性 オタマジャクシ，小魚，ヤゴ，巻貝などを捕食する。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

2 2 2 2 

水田地帯の休耕田や七北田川で成虫が確認されている。 

※:「レッドデータブック 2014 5 昆虫類」(環境省，2014) 

「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」(東海大学出版会，2005 年) 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-35(3) 予測対象種の特性及び確認状況（クロゲンゴロウ） 

種名 クロゲンゴロウ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

  C B B    

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州に分布する。 

仙台市内の分布 青葉区上愛子，芋沢，泉区朴沢。 

形態 
体長は 20～25mm。体型は卵形。背面は緑色あるいは褐色を帯びた黒色で，
光沢がある。 

生息場所 
水生植物の生えた池沼，放棄水田，水田の溝などに生息する。産地はやや
局地的だが個体数は比較的多い。 

繁殖 水草の茎に産卵する。 

食性 成虫，幼虫ともに肉食。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

水田地帯のため池で成虫が確認された。 

※:「レッドデータブック 2014 5 昆虫類」(環境省，2014) 

「改訂版図説 日本のゲンゴロウ」(文一総合出版，2002 年) 

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  

 

表 8.8-35(4) 予測対象種の特性及び確認状況（マルガタゲンゴロウ） 

種名 マルガタゲンゴロウ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

     

環境省 RDB VU 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道，本州，四国，九州及び周辺の島々に分布する 

仙台市内の分布 苦地，大倉など。 

形態 
体長は 12～15mm。体型は卵型で，強く盛り上がり光沢がある。前胸背と上
翅は黄褐色。 

生息場所 
平地から丘陵部の周辺の里山環境が良好で水草の豊富な，水質の良い，池
沼，ため池，湿地，水田，水田脇の水たまり，休耕田，放棄水田。 

繁殖 水草の茎に産卵する。 

食性 成虫，幼虫ともに肉食。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

2 8 2 2 

水田地帯の水たまりで成虫が確認された。 

※:「レッドデータブック 2014 5 昆虫類」(環境省，2014) 

「改訂版図説 日本のゲンゴロウ」(文一総合出版，2002 年) 

「宮城県の甲虫」（日本鞘翅学会，1989 年） 
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表 8.8-35(5) 予測対象種の特性及び確認状況（ミズスマシ） 

種名 ミズスマシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

        

環境省 RDB VU 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道，本州，四国，九州に分布する。

仙台市内の分布 定義，苦地など。 

形態 体長は 6.0～7.5mm。体は流線型で，背面に光沢はあるがやや鈍い。 

生息場所 池沼，水田，小川などの一般的に流れの緩やかな浅い場所に生息している。

繁殖 春に水草に卵を一直線に数粒ずつ並べて産みつける。 

食性 
成虫は主に水面に落ちてきた小さな昆虫などを前肢で捕えて食べる。幼虫
も肉食性。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

1 3 1 3 

広葉樹林や針葉樹林内のため池で成虫が確認された。 

※:「原色日本甲虫図鑑Ⅱ」(保育社，1985 年)  

「川の生物図鑑」(財団法人リバーフロント整備センター編，1996 年)  

「宮城県の甲虫」（日本鞘翅学会，1989 年） 

 

表 8.8-35(6) 予測対象種の特性及び確認状況（コガムシ） 

種名 コガムシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

        

環境省 RDB DD 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道，本州，四国，九州に分布｡ 

仙台市内の分布 燕沢，苦地など。 

形態 
体長 16～18mm。体型は紡錘型。体は全体に黒色であるが，脚は赤褐色。脚
は遊泳にはあまり適していない。 

生息場所 平野部～丘陵部の有機物の豊富な浅い池沼，湿地，水田に生息する｡ 

繁殖 6 月頃に水草の間に白いまゆ状のゆりかごをつくり，その中に産卵する。

食性 
幼虫は肉食性で他の水生昆虫や巻貝などを捕食するが，成虫は主に草食性
である。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

3 9 3 5 

水田地帯の水たまりで成虫が確認された。 

※:「改訂・石川県の絶滅のおそれのある野生生物 いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 ｣(石川県野生動物保護対策調査会調査・ 

執筆 石川県環境部自然保護課，2009 年) 

「宮城県の甲虫」（日本鞘翅学会，1989 年） 
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表 8.8-35(7) 予測対象種の特性及び確認状況（ガムシ） 

種名 ガムシ 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

        

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道，本州，四国，九州，琉球列島に分布。 

仙台市内の分布 二口峠，芋沢，さいかち沼など。 

形態 
体長 33～40mm。全身緑色を帯びた黒色で，触角・口枝は黄褐色。後胸突起
は腹部第 2節に達し，腹部は無毛。 

生息場所 
浅くて水生植物がよく繁茂した池沼・川・用水路・水田・湿地などに生息
している。 

繁殖 水面に白い泡状の分泌物からなる卵袋をつくる。 

食性 
成虫は水草をよく食べ，小動物の死骸を食べることもある。幼虫は肉食性
で，巻貝を好んで食べる。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

2 3 1 1 

水田地帯の水たまりや河川で成虫が確認された。 

※:「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」(東海大学出版会，2005 年) 

「川の生物図鑑」(財団法人リバーフロント整備センター編，1996 年) 

「宮城県の甲虫」(日本鞘翅学会，1989 年） 

 
表 8.8-35(8) 予測対象種の特性及び確認状況（ゲンジボタル） 

種名 ゲンジボタル 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

１  C B C  ○ ○ 

環境省 RDB  宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州に分布し，日本特産種である。 

仙台市内の分布 
馬場，朴沢，茂庭，北赤石，富田，野中，泉ヶ岳，北長坂，高野原，佐保
山（笊川），奥新川，定義，小松島など。 

形態 体長約 16～18mm。体は黒色，前胸背は淡赤色で黒い十字形の紋がある。 

生息場所 
流水の岸辺に生息する。昼間は樹木や草などに潜んでいるが，日没後にゆ
っくりと飛びながら発光する。 

繁殖 水際のコケなどに産卵する。 

食性 幼虫はカワニナを餌とする。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

2 4 2 9 

河川上や広葉樹林内の沢で成虫が確認された。 

※:「川の生物図鑑」(財団法人リバーフロント整備センター編，1996 年)  

  「平成 22 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」(仙台市，2011 年)  
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表 8.8-35(9) 予測対象種の特性及び確認状況（ヒメボタル） 

種名 ヒメボタル 

注
目
す
べ
き
種 

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

        

環境省 RDB  宮城県 RL NT 

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(

※) 

全国分布 本州，四国，九州，屋久島に分布している。日本特産種。 

仙台市内の分布 馬場。 

形態 体長 5.5～9.6mm。♀は後翅が退化している。 

生息場所 適度な水分を保ち，水はけのよい林床の樹林。 

繁殖 7～8 月に土の中に産卵する。 

食性 幼虫はオカチョウジガイ，ベッコウマイマイなどを餌とする。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 3 11 

針葉樹林の林縁で成虫が確認された。 

※:「原色日本甲虫図鑑（Ⅲ）」(保育社，1985 年)  

「ヒメボタル観察ガイド」(折爪岳振興協議会，2004 年)  

「宮城県の甲虫」(日本鞘翅学会，1989 年） 

 

表 8.8-35(10) 予測対象種の特性及び確認状況（クロマルハナバチ） 

種名 クロマルハナバチ 

注
目
す
べ
き
種

選
定
基
準 

仙台市 

学術上 
重要種 

減少種 環境 
指標種 

ふれあい
保全種 山地 西部丘陵/田園 市街地 東部田園 海浜 

        

環境省 RDB NT 宮城県 RL  

文化財保護法  種の保存法  

種
の
特
性(
※)

全国分布 本州，四国，九州に分布する。 

仙台市内の分布 分布状況は不明だが，既往調査で記録がある。 

形態 体長 9～23mm。雌は黒色で雄は鮮黄色。 

生息場所 海岸線～標高 1,000m 付近まで生息する。 

繁殖 土中において 4月下旬から女王が単独営巣し，6月頃から共同営巣する。

食性 サクラ類やツツジ類などを訪花する。 

現
地
確
認
状
況

対象事業計画地内 対象事業計画地外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 1 

耕作地帯の草地で成虫が確認された。 

※:「日本の真社会性ハチ」（信濃毎日新聞社，2005 年） 

「環境影響評価書 仙台市新墓園建設事業(第2期)」(仙台市，2011年)  
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